


















































妄もう想そう少女が～る２




どうぞ私を召し上がれ[image: ]








東　亮太







角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次







第一話　どうぞ私を召し上がれ

第二話　は～い、健診のお時間で～す♪

ある少年の告白──僕はスケベじゃないっ！

第三話　え、メガネ外すんですか？

カリンのどきどきミラネルライフ　押し倒しても、いいよ？

第四話　羞恥に悶える巫女、いいにゃー




　あとがき

























　　　　１




　その日は妙みように蒸むし暑かった。

　梅雨つゆも終わりに近づき、夏らしい空気が急速に高まりつつある。こんな日は、冷れい房ぼうの効いた部屋で果てしなくグッタリしていたい──。そんな放課後の教室にて。

　葛かつ本もと光みつ宏ひろは箒ほうきで床ゆかを掃はく手を緩ゆるめ、ふと、近くにいた妹の佐さ和わに訊たずねた。

「なあ佐和。ちょっといいか？」

「ん？　何よミックン」

　茶色いツインテールを揺ゆらし、佐和が気だるげに振ふり向く。

　葛本佐和。光宏の双ふた子ごの妹にして同級生。しかも「宿敵」。それがよりにもよって、同じ日に二人きりで掃そう除じ当番だなんて。

「お前さ、またクラスの連中に変なこと吹ふき込んだろ」

　箒で紙くずを吹っ飛ばしてる佐和に向かって、光宏はやや強めの口調で言った。

「変なことって何？　ミックンが深夜アニメのお風ふ呂ろシーンを、部屋でこっそりリピート再生してた件？」

「いや、それではなく……」

　まったく、何てことまで言いふらすんだ、この妹は。

　光宏は今さらのことに呆あきれつつ、話を元に戻もどした。

「……僕が大の制服好きだってこと。言ったろ？」

　制服。いわゆるコスチューム。特に、様々な職業の女子が着用するアレ。

「あー、言ったかも。いいじゃん、事実なんだし」

「いや、その事実は無根だ」

　佐和のあっけらかんとした態度に顔をしかめつつ、光宏は急いで彼女の発言を訂てい正せいした。

　確かに、制服にある種のロマンを感じるのは、男子として避さけられない。が、それでも極度の思い入れがあるわけではない。

　だから、取りたてて特とく殊しゆな情熱を注ぎ込むこともないのだ。例えば制服姿の女性をカメラで激写したりとか、その制服をコレクションしたりとか……。

　そう、あるわけがない。なのにクラスの連中ときたら。

「今日さ、男子達から言われたんだ。光宏はコスチューム大好きだろって」

「うん」

「いつも二次専だけど、コスプレなら三次元でもオッケーだろって」

「うんうん」

「たまに頭がどうかすると、自分でも着てるんだろって」

「うんうんうん」

「……んなわけないだろ」

「えー？」

　えーじゃない。全部お前が言いふらしたことだろうに。

　光宏は思いっきり目を尖とがらせて、この悪質な妹を睨にらみつけた。

　佐和は、とにかく兄を馬ば鹿かにすることに全身全ぜん霊れいを懸かけているとしか思えないほどのドＳ女だ。おかげで学校中の生徒が、光宏を「マニアックな趣しゆ味みに興奮しているヘンタイ野や郎ろう」と認にん識しきしてやまない。

　まったく、これで血を分けた兄妹きようだいじゃなければ、行きすぎたツンデレで済んでいたものを。

「でもさ、嫌いやなら訂正すりゃいいじゃん」

　佐和はいとも簡単に、そう言ってのけた。

「声を大にして叫さけべばいいよ。『僕は制服フェチじゃないっ！』って」

「……それであいつらが納なつ得とくすると思うか？」

　どうせ何を言っても無む駄だだ。だいたい光宏自身、ある種マニアックな趣味を持っているのは確かなのだから。

　光宏は──二次元が大好きなのである。

　二次元。要するに、イラストに描えがかれた女の子。アニメや漫まん画がなどでよく見る美少女達のことだ。さらに補足すると、そんな「二次元」しか愛せない人間のことを、「二次元専門」詰つめて「二次専」という。たぶん。

　で、光宏はその「二次専」に近いところにいる。

　アニメに漫画はもちろん、ライトノベルにギャルゲーに、果ては同人誌やグッズの類たぐいまで──光宏の部屋には、もう何年も前から「二次元」が咲さき乱れている。こよなく愛しているのは間ま違ちがいない。

　まあ、今時世間じゃ珍めずらしくもないと思うのだが、おそらく佐和の目には、それが奇き異いに映るのだろう。おかげでそのことを学校中に言いふらされ、挙句の果てがコレだ。今や光宏は、すっかり「マニアックな（略）」なのだ。

　ただ、これだけは言っておきたい。光宏は二次元が好きだが、「専門」では決してない。

　現に、現実の女の子にもちゃんと恋こいをした。片かた想おもいだったけど……。

「ところでさ、何で今さらそんな話になったの？」

　心の中にえも言われぬ気持ちが湧わきそうになった瞬しゆん間かん、不意に佐和の声が、光宏の頭を無理やり現実に引き戻した。

「その制服ネタって、流したのだいぶ前なんだけど」

「……自分の悪行をあっさり肯こう定ていしたな」

「事実だもんね。ミックンの二次専趣味と同じで」

「うるさい。僕は二次専じゃないっ！」

　とまあ、すっかり定型文となった、そんなツッコミも織り交ぜつつ。

「誘さそわれたんだよ。今日の放課後、近所にオープンした喫きつ茶さ店てんにみんなで行かないかって」

　光宏は昼休みにあったことを、佐和に教えてやった。

「なんか、可愛かわいいウェイトレスさんがいるとかでさ。その子にコーヒー淹いれてもらおうって」

「ふーん、みんな好きだねぇ。コーヒー飲みたきゃ、コンビニの方が安いのに」

「コンビニにウェイトレスはいないだろ」

「レジが美人なら、それでいいんじゃない？」

　ああ、それは……真理かもしれないが。

「で、その流れで制服の話になった、と」

　佐和は納得して頷うなずくと、持っていた箒ほうきを傍わきに置いた。そして何を思ってか、こちらをマジマジと見つめてくる。

　女の子にじっと見られる──だなんて、これで相手が佐和じゃなきゃ、すごくドキドキしただろうに。

「行かないの？」

「え？」

「えじゃなくて、喫茶店。誘われたんでしょ？」

　そう言って、佐和はニヤッと笑った。何だその笑いは。

「行かないよ。今日、掃そう除じ当番だし」

「ほほう……それだけ？」

　いったい何が言いたいのか。妹の意図が読めず光宏が首を傾かしげていると、佐和は不意に箒を取って、光宏の脇わき腹ばらをコツンとつついてくる。

「当ててあげるよ。ミックンが喫茶店に行かない理由。……ズバリ、北きた原はらさんでしょ？」

「な、何を急に？」

　突とつ然ぜんのことに、光宏は思わず声を荒あらげた。自分でも分かりやすいぐらいの狼ろう狽ばいぶりだった。

「もし北原さんに、自分がどこかの喫茶店のウェイトレスに鼻の下を伸のばしてるだなんて知られたら、どう思われるか──なんて、くだらないこと考えたんでしょ。どう、図星？」

　図星だ。憎にくたらしいまでに。

　だから光宏は答える代わりに、嫌そうな顔で視線を逸そらした。

　北原さん。すなわち、同級生の北原紗さ衣え。長い黒くろ髪かみが麗うるわしい、見目も清せい楚そなお嬢じよう様さま。この学校一の才女にして、全男子生徒の憧あこがれの的。

　そして──光宏がこれまでに唯ゆい一いつ恋をした、現実世界の女の子。

「ミックンさ、まだ気にしてるんだね。北原さんのこと」

　そう言って、佐和はどことなく痛々しい視線を兄に送ってきた。

「言っちゃ何だけどさ。ダメだったんでしょ？」

　告白して玉ぎよく砕さいして……あれからもう一月以上は経たつ。それをいつまでも追い求めているのは、さすがにいかがなものかと、そう思われたに違いない。

「いい加減吹ふっ切れたら？　あんなすごい美人、所しよ詮せんミックンには高たか嶺ねの花すぎるよ。どう頑がん張ばったって振ふり向いてなんかくれないんだから、気にせず青春を謳おう歌かすりゃいいじゃん」

「ああ。それはそう……なんだろうけど」

　でも──でも、もし自分と紗衣との間に微び妙みような接点があって、すでにただの他人同士ではなくなっているとしたら？

　話は少し違ってくる。かもしれない。

「とにかく、行かないものは行かないから」

　だから光宏は、頑かたくなに喫茶店を拒こばんだ。我ながら、何やってんだろうとは思うけど。

　……などと感傷に浸ひたっていると、唐とう突とつに佐和が満面の笑えみを浮かべ、己おのれの箒をこちらに向かって差し出してきた。

「じゃ、放課後が暇ひまなミックンに命令。あとよろしく」

「は？」

「はじゃなくて、掃除。残りはやっといて」

　何だそれ。せっかく珍しく励はげましてきたと思ったら、直後に掃除当番の押し付けか。まあ、こいつらしいと言えばらしいけど。

　だが、そうそう甘い顔はできない。光宏はムッとして、箒を突つき返した。

「もう少しで終わるんだから、最後までやれよ」

「うるさいなぁ。私はこれから部活なの。ミックンは万年帰宅部の暇人なんだから、後始末を押し付けられる義務がある」

「ないよ。そんなもん」

　だいたい部活ったって、こいつは文芸部だ。どうせ部室でグダグダと本を読んでいるだけ──かどうかすら怪あやしい。

　いつだったか、こいつに用があって部室へ行ったら、みんなでお菓か子しをつまみながら、楽しく噂うわさ話ばなしの真っ最中だった。噂ったって、主に光宏のだ。まったく、どんな部活動なんだか。

「とにかく戸と締じまりが終わるまではここにいろ……って、おいこら逃にげるな！」

「ばいばいミックン。また晩ご飯で会おう」

　もはや兄の声など聞く耳を持たない。性しよう悪わるな妹はテキトーな別れの挨あい拶さつを残して、とっとと教室をずらかっていった。

　まあいい。妹と一いつ緒しよにいるぐらいなら、一人の方がよっぽど静かで気が楽だ。

「まったく、何なんだあいつは。反はん抗こう期か？」

　うん、兄に対する反抗期なんだ。そうに違ちがいない。まあ、園児の頃ころからずっと反抗期だった気もするけど……。

　納なつ得とくできない面おも持もちのまま、光宏は残りの掃除をさっさと終え、帰り支じ度たくに取りかかった。

　鞄かばんに荷物を詰つめ、忘れ物がないかチェックする。ついでに携けい帯たい電話を取り出し、電源を入れる。授業中馬ば鹿か正直に切ってから、そのままになっていた。

　たぶん他ほかのみんなは、気にせず点つけっぱなしなんだろうけど。ただ自分の場合、万が一先生に没ぼつ収しゆうされると、何かと気まずいことになる。何しろ待ち受け画像が萌もえ美少女だ。

「さすがにこれは……人には見せられないよな」

　そう呟つぶやきながら操作したディスプレイに、可愛かわいらしい女の子の姿が映し出された。

　いや、「女の子」というには若じやつ干かん年上か。紫むらさきのロングヘアに、鋭するどい眼まな差ざし。身に着けた深しん紅くのドレスと、脚あしを覆おおう網あみストッキングが、何とも艶なまめかしい。そして頭の独特なカチューシャとエプロンの形から、この女性がメイドだと分かる。

　インターネット上の美少女イラストサイト「ミラージュ・ネル」から落とした萌えイラストだ。作者は有名な同人イラストレーター、歌うた川がわミウミ。絵のタイトルは、「家事専用・アサミ」。ちょっぴりＳっ気溢あふれるメイドなお姉さんだ。

　もう描かかれてからそこそこ経つ作品だが、今日の待ち受け画像には彼女が選ばれていた。

　もともと歌川ミウミの大ファンである光宏は、ミウミの描いたイラストならすべて保存してある。その数、二十数点。どれも可愛い娘こばかりなので、毎朝その日の気分で差し替かえるようにしている。

　で、今日がアサミだったということは──うん、何となくＭになりたい気分だったのだろう。

「アサミさん……メイドか」

　今さら当然なことを口にする。そしてふと、「メイドカフェ」という単語が頭に浮うかんだ。さっきの会話がまだ残っていたせいか。

「でも、メイドもウェイトレスも似たようなもんだしなぁ」

　ぶっちゃけ、あまり違わないと思う。せいぜい「いらっしゃいませ」と「お帰りなさいませ」の違いぐらいだ。

　そんなどうでもよさげなことを考えながら、光宏はふと想像を巡めぐらせた。

　パステルカラーに満ち溢れた可愛らしい喫きつ茶さ店てん。中ではメイド服に身を包んだ──というか、いつもの格好のアサミが待っている。そして光宏が入ってくると、その澄すました表情を小さく緩ゆるめて、「お帰りなさいませ、ご主人様」とか何とか。

　誰だれもいない放課後の教室は、妄もう想そうに耽ふけるにはもってこいだった。いつしか光宏は、鞄を担かついで突っ立ったまま、トリップしていた。

　年頃の少年ならちょくちょくある（？）妄想タイム。ただ光宏の場合、のめり込み方が少しばかり激しいのが欠点だ。

　だから──手にしていた携帯電話のディスプレイが白く光り輝かがやきだしたことにも、まったく気づかなかった。

　いや、どうせ気づいたところで、後に続く不可思議な現象は止められない。次の瞬しゆん間かん──。

「──いらっしゃいませ、ご主人様」

　そんな甘い囁ささやき声が、光宏の耳に心ここ地ちよく響ひびいた。

　同時に待ち受け画像の中から、一人の女性がポンと飛び出してきた。

　そう、飛び出してきたのだ。真っ赤なコスチュームが目に眩まぶしい、家事専用・アサミ。あのイラストが突とつ如じよ立体化して、この教室に現れた。

「ア、アサミさんっ？」

　思わず光宏は顔を引きつらせた。

　突如目の前に起きた、あり得ざる光景。二次元美少女が現実世界に抜ぬけ出てくるという、壮そう絶ぜつな怪かい奇き現象を目まの当たりにして、出てくる言葉はただ一つ。

「やば、また出ちゃった……」

　うん、初めてじゃないから、特に驚おどろくことはない。

　そう、決して初めてではない。この春以来、光宏の前ではこんなことが頻ひん繁ぱんに起きている。

　歌川ミウミの描いた美少女が、自分の妄想に反応して抜け出してくる──だなんて、夢か現うつつか幻まぼろしか。まあ、現だから困るのだが。

「あの、アサミさん。できれば携帯の中に戻もどってくれた方が……」

　光宏は頰ほおを赤らめながら、年上のメイドさんに向かって、おずおずとお願いした。何しろ放課後とはいえ教室だ。誰が来ないとも限らない。

　いや、べつに二次元美少女の現実化自体は見られても構わないのだ。今までにも何度かあったことだし、そのたびになぜかみんな「光宏だからしょうがない」と、よく分からない理由でスルーしてるし。

　……ただ、見られる側としては、かなり恥はずかしいわけで。

「いいえ、そうはまいりません」

　しかしアサミはその澄ました顔に、軽く意地悪な笑えみを浮かべると、さらりと涼すずしげに答えた。

「わたくし、ご主人様のお困りになっているお顔が大好きですから」

　ああ、そうですね。アサミさん、Ｓですもんね。

「さあ、おかけくださいませ。何になさいますか？」

　あくまで「ウェイトレス」という体ていを装よそおい、アサミは光宏を無理やり椅い子すに座らせた。そして、薄うすい手て袋ぶくろに覆われたその指先で、彼の頰を軽くなぞる。

　全身に鳥とり肌はだが立つような異様な快感を覚え、光宏はブルッと身み震ぶるいした。

「フフ、ご主人様。緊きん張ちようなさっているのですか？　でしたらリラックスできるように、あま～いココアなどいかがでしょうか。もちろんお望みとあらば、その両手をお縛しばりした上で、わたくしが口移しで──」

「あ、あの、そこまで特とく殊しゆな接客はべつに望みませんから！」

　光宏は真っ赤になって叫さけぶ。が、もちろんその台詞せりふは大ウソだ。なぜならアサミの言動は、すべて光宏の妄想がダイレクトに反映されたものなのだから。

　彼女はイラスト。だから固定の人格は存在しない。呼び出した光宏のイメージがすべてだ。

　すでに抵てい抗こうはできない状態だった。こうなったらもう素す直なおに身を任せて、チョコレート味のファーストキッスを交かわすのみ。ただし、相手は二次元で。

　まあ、それもこの際アリかもしれないな──。

　光宏がそう開き直ろうとした時だ。不意に教室のドアが乱暴に開け放たれた。

「──葛本くん、これはどういうことかしら」

　聞き慣れた言い回しが、静かな放課後の教室に響いた。

　見れば──北原紗衣が憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで、こちらを睨にらみ据すえていた。

　そう、紗衣だ。光宏が密ひそかに片かた想おもいを続けてやまないあの紗衣が、ここに現れたのだ。

　そして彼女の表情が何を物語っているかは、言うまでもない。嫉しつ妬とだ。

　ただし、「自分以外の女性とイチャイチャしている光宏に苛いら立だちを覚えた」わけでは、もちろんなくて。

「私のアサミに何をしてるの？」

　厳しい口調で、紗衣は言った。真性の二次専ならではの、そして、歌川ミウミならではの怒いかりだった。

　光宏は真っ赤な顔のまま俯うつむく。毎度毎度ごめんなさいと、何度も謝りながら。

　これこそが──光宏と紗衣の、今の関係だった。




「葛本くん、メイドとウェイトレスは違ちがうものよ」

　アサミを元の絵の中に戻した紗衣は、そう言って光宏をたしなめた。

　その手には、メタリックピンクのペンが一本握にぎられている。……と言っても、文具ではない。デジタルイラスト制作には欠かせない、ペンタブレット。そのペン部分だ。

　彼女はなぜかいつも、これを持ち歩いている。抜け出した少女を戻したりするのに使うらしい。詳くわしい扱あつかい方は謎なぞだが。

　北原紗衣。ペンネーム、歌川ミウミ。光宏が愛して止やまない「ミラージュ・ネル」の萌もえっ娘こ達の、実は作者だった少女──。

　光宏がこの事実を知ったのは、紗衣に告白して振ふられた後のことだった。それまでずっと憧あこがれの的だっただけに、あの時はどれだけショックだったか。

　何しろ正しよう真しん正しよう銘めいバリバリの二次専で、趣しゆ味みは萌えっ娘を描かいてハァハァすること。いつも口数が少ないため、周りからは気品溢あふれるお嬢じよう様さまと思われているが、その実体はズブの萌えオタクであり、加えて対人能力のなさは異常──だなんて。

　これが夢でも幻まぼろしでもなく、現うつつなんだから嫌いやになる。

　その一方で、その紗衣にいまだ心惹ひかれている自分がいるのも確かだ。まあ、趣味がどんなにアレでも、愛らしいお嬢様には違いないんだし。

「ねえ葛本くん、聞いてるの？」

「え、何ですか？」

　ボケッと紗衣を眺ながめていた光宏は、いきなりそう言われて、慌あわてて返事をした。

「だから、メイドとウェイトレスの違いよ」

　紗衣はペンをしまいながら、いつものクールな目で光宏を睨んでいる。

「メイドは家の主人に仕えるものだし、ウェイトレスは店で客の接待をするもの。まったくもって違うわ。この二つの線引きは、オタク界でも曖あい昧まいに扱われているし……忌ゆ々ゆしき問題よね」

「はぁ、そうですか」

　何だかよく分からないまま、光宏はテキトーに相あい槌づちを打った。

　放課後の教室で、二人してこんなマニアックな会話を繰くり広げるようになったのも、紗衣の正体を知ってからだ。まあ、あくまで「二次専仲間」同士としてだが。それ以上の発展がない辺り、実にもどかしい。

「だから、メイドのアサミをウェイトレスに仕立てるだなんて、勘かん違ちがいも甚はなはだしいわ」

　紗衣はマニアックな怒りに駆かられながら、お叱しかりの言葉をのたまった。

　もちろん怒おこってる理由はそれだけじゃない。自分の描いた美少女を、光宏が勝手に抜ぬけ出させたことが気に食わないのだろう。

「だいたい私、これからカリンとアサミと三人で、放課後のひと気のない教室を利用して、いろいろと楽しもうとしてたのよ？　それなのに、あなたが勝手にアサミを──」

　うん、これが本音だ。

　ちなみにカリンというのは、やはり紗衣の描いた美少女の一人。初めて光宏が呼び出した記念すべき二次元娘むすめでもある。

　思えばあれ以来、光宏はそれまでにも増して二次元まみれになった。何しろ紗衣の描いた美少女ときたら、こちらが萌えるたびにポンポン抜け出してくるんだから堪たまらない。

　そう、萌える必要があるのだ。二次元イラストの少女を自分のもとに召しよう喚かんするためには、他ほかの誰だれよりも、その絵に萌えなければならない。もちろん、作者である紗衣よりもさらに強く。

　もっともそんな芸当ができるのは、インターネットの広がったこの全世界でも、光宏一人だけのようだが。

　いったい自分って何なんだろう──と、光宏は己おのれに呆あきれるばかりである。しかもそのおかげで、紗衣からは「私の嫁よめを盗とる男」として目を付けられているし。

　まあ、今はそんな説明をしてる場合でもない。もっと深く追つい及きゆうせねばならない点が一つ。

「あの、いろいろ楽しむって……どんな具合にですか？」

　花はな園ぞのですか？　花園が咲さき乱れちゃうんですか？

「少なくとも、あなたがやろうとしていたような、はしたない遊びではないわよ？」

　光宏のちょっとしたヤマシイ疑問は、そんな手痛い返答によって、呆あつ気けなく粉ふん砕さいされた。

　そしてひととおりお説教を終えた紗衣は、早くも教室を出ていこうとする。

「私、もう行くわ。さようなら。また明日あした」

　もう光宏に用はないと言わんばかりだ。これ以上、貴重な萌えっ娘とのイチャイチャタイムを削けずりたくないのだろう。

　あっという間に消えていく彼女の後ろ姿を見送りながら、光宏は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

「なんか……怒ど濤とうのような」

　嵐あらしのように過ぎ去っていった感じがする。せめて、もっと一いつ緒しよに話がしたかったのに。

　紗衣と二人きりの放課後も呆気なく終わり、再びひとりぼっちになった光宏。こうなれば、するべきことは一つのみ。

「──帰ろう」

　それしかなかった。

　うん。帰ろう。早く帰ってギャルゲーでもしよう。あ、せっかくだから喫きつ茶さ店てんモノがいいな。店長になってドジっ娘こウェイトレスを育成するんだ。すぐ転んで飲み物を零こぼしちゃうような女の子に、時には優やさしく、時にはちょっと意地悪に接してあげて、いろいろと甘えられたりキュンとされたりなんかして、売上とお熱のダブル上じよう昇しようを目指すようなやつが……。

　逞たくましくも儚はかない煩ぼん悩のう補完プロジェクトなど設計しつつ、光宏はもう一度、改めて教室の戸と締じまりを確かめた。

　と、そこで気づいた。

　床ゆかの上に、さっきまで見なかった財さい布ふが落ちている。

「あれ？　これってもしかして……」

　どう考えても、落とし主は一人しかいない。

「確か北原さん、ひと気のない教室にいるって言ってたよな……」

　どうやらもう少しだけ、話す時間が取れそうだ。

　光宏は思わぬ好都合な展開に軽く浮うかれつつ、さっそく紗衣を捜さがし始めるのだった。




　　　　２




　実のところ手間取る恐おそれもあった紗さ衣え捜しは、案外あっさりと終しゆう了りようした。

　いつもの教室から離はなれた別べつ棟むねの最上階。取りたてて用よう途とのない物置教室が並び、訪おとずれる者など誰もいない廊ろう下かで、光みつ宏ひろはすぐさまそれを見つけた。

　閉とざされたドアの取っ手にぶら下がる木札。そこには「のぞいちゃだめっ！」という文字が、萌もえっ娘この吹ふき出しの中に書かれている。

「分かりやすすぎです。北原さん……」

　確かこれ、某ぼうオタクショップで売ってた萌えグッズだ。

　光宏は引きつった笑えみを浮かべながら、ドアを軽くノックした。

「北原さん、そこにいます？　開けていいですか？」

　とりあえず声をかけてみると、中から「葛かつ本もとくん？」と問い返す声があった。

「はい、僕です。北原さん、さっき教室に財布を落としていきましたよね？　持ってきました」

「……ありがとう。入ってちょうだい」

　拒こばまれるかと思ったが、お許しは意外とスムーズに出た。やはり財布の効果か。

　失礼します、と妙みように遠えん慮りよがちに言いながら、光宏は教室のドアを開けた。

　そして、絶句した。

　そこにあるべき物置教室が、別世界に変わっていた。

　埃ほこりまみれのラックも、古びた段ボールの山もない。曇くもった窓ガラスも、染しみの付いたカーテンも、汚よごれた木の床も、黒ずんだ蛍けい光こう灯とうも──何もかもが、きれいさっぱり消え失うせている。

　代わりにあるのは、パステルピンクの可愛かわいらしい壁かべ紙がみを張り巡めぐらせた広い部屋。床には黄色と白のタイルが交こう互ごに敷しき詰つめられてチェック模様を彩いろどり、その上には小ぶりの茶色い丸テーブルが何台も並んでいる。それに合わせて置かれた木の椅い子すは、据すえ付けられたピンクのクッションが可愛らしい。

　天てん井じようにはシャンデリア。隅すみには観葉植物。真っ白なカーテンに飾かざられた窓の外には、どこともつかぬ見知らぬ街の景色が窺うかがえる。

　あれは、日本ではない。どの建物も妙に屋根がカラフルで、丸みを帯びたデザインがオシャレで。うん、まるで絵に描いたような──て、おいまさか。

「いらっしゃいませ！」

　光宏が何かを察した瞬しゆん間かん、元気のいい萌えボイスが、耳に心ここ地ちよく響ひびいた。

　とっさに目を向けた光宏は、そこに数人の女の子を見た。

　まずは当然、紗衣。テーブルに着いて、涼すずしげな表情で飲んでいるのは、輪切りのレモンを飾ったアイスティー。

　その横に座って嬉うれしそうに巨きよ大だいなパフェを頰ほお張ばるのは、さっき話にも出ていた魔ま導どう士し見習いの少女・カリン。そのさらに横では、アサミがストローでアイスコーヒーを搔かき回している。

　そしてもちろん、声を発したのは、この三人の誰だれでもない。

　四人目の少女がいた。見たことのない娘だった。ああ、もちろん二次元だ。

「お客様は一名様ですか？」

　こちらに早足で迫せまってきた彼女は、元気のいいスマイルとともに、光宏に声をかけてきた。

　桃もも色いろの髪かみをポニーテールに結ゆった、活発そうな娘だ。クリッとした目が愛らしい。

　身に着けているのは、白いブラウスと、独特な形にデザインされた水色のサスペンダースカート。え、何がどう独特かって？　そりゃもう、サスペンダー部分がいい具合に胸を両サイドから挟はさんで、寄せて上げてますから。

　それに加えて、腰こし回まわりを覆おおう白いエプロン。手にはでっかいお盆ぼん。

「北原さん、この娘はいったい……？」

「ウェイトレスよ」

　紗衣が当たり前に答えた。うん、そりゃ見れば分かります。

「初めて見る娘ですけど」

「それはそうよ。描かいたのはついさっきだし」

「さっき……て、いつですか？」

「葛本くんが掃そう除じをしている間よ。もうウェブにもアップしたわ」

　何とまあ、速い仕事だ。光宏は呆あきれると同時に、慌あわてて携けい帯たい電話からネットにアクセスする。そして紗衣のサイト「ミラージュ・ネル」を覗のぞくと、なるほど、つい先ほど更こう新しんされたばかりになっていた。
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　むう。まさかこんなタイミングで新作が来るなんて。出で遅おくれた──というか、わざと出遅らされた？

　急いでギャラリーをチェックする。が、更新直後とあって、読み込みが遅おそい。せめて。せめてタイトルだけでも……。

「あの、お客様？」

　ウェイトレスの少女が、戸と惑まどった声で、しかし明るい笑顔は崩くずさずに話しかけてきた。それはそうだろう。いきなり入ってきた客が、自分を無視して携帯なんか弄いじり始めたのだから。

「あ、ごめん。君の名前が知りたくて……」

　光宏は慌てて言い訳した。まあ、噓うそではない。

「私の名前ですか？　えっと、ナナコっていいます。よろしくお願いします」

　潑はつ剌らつとした萌えボイスで答え、ナナコはペコリと頭を下げた。

　何だろう。この明るさがかなり心地いい。ていうか、この娘こよすぎるかも。

　そんなことを思いながらニヤニヤしている光宏に、ナナコはさらに笑顔で話しかけてくる。

「お客様、一名様でよろしいですか？」

「ええと、それは……」

　返答に詰まり、紗衣の方をちらりと見た。

　睨にらみ返された。なんかすごい目つきで。

「はい。一人です……」

「それではこちらのお席へどうぞ」

　ナナコは笑え顔がおのまま、光宏を窓まど際ぎわの席へと案内する。紗衣達のテーブルからは一番遠い。

　まるで狙ねらったかのような位置だが、たぶん意図的なものだろう。何しろこのナナコという少女、おそらく紗衣の望みどおりに動いているのだから。

　この娘こを抜ぬけ出させたのは、間ま違ちがいなく作者の紗衣だ。しかも背景付きで。

　そして、なぜ掃除中にアップしたのかも、何となく推測できる。きっと光宏に召しよう喚かん権で先を越こされないためだ。さすがは紗衣。着々と防衛術を身に着けている。

　まあ、だったら最初からネットに載のせるなという意見もあるが──そこはやはり「描いたからにはみんなに見てもらいたい」という、クリエーター特有の持病みたいなものが働くのだろう。だいいち、自分一人のために更新を止められても困るし。

　と、その紗衣が不意に席を立ち、ナナコと入れ違いに、こちらへやってきた。

「葛本くん、私のお財さい布ふは？」

「あ、これです」

　そういえば財布を返しにきたのだった。ついノリで客になってしまったけど。

「ありがとう。助かったわ」

　これだけは間違いなく感謝の気持ちが籠こもっていた。彼女のそんな台詞せりふに快感を覚えてしまう己おのれの単純さを呆れながら、光宏は財布を手て渡わたした。

「ここの支し払はらい、どうしようかと思ってたのよ」

「え？　ここってちゃんとお金取るんですか？」

「べつに。でも、形だけはないと格好がつかないもの」

　意味がよく分からないが……まあ、払はらった振ふりをするということか。

　要は喫きつ茶さ店てんごっこだ。しかも女の子連れで喫茶店デートとなれば、やはり「ここは私が持つわ」的な見み栄えは張りたいものなのだろう。

　あれ？　でも、カリンとアサミが紗衣の相手役なら、ナナコは空いてるんじゃ……。

「あの、北原さん。よかったらナナコちゃん……」

「駄だ目めよ？」

　こちらが何か言う前に、紗衣はきっぱりと却きやつ下かの旨むねを告げた。どうやらこの喫茶店には、独どく占せん禁止法が存在しないらしい。

　がっくりとしているところへ、ナナコがお盆ぼんにコップを載せて戻もどってくる。

「お客様、お冷ひやをどうぞ♪」

「ありがとう、ナナコちゃん……」

「どういたしまして。ご注文はお決まりですか？」

　律りち儀ぎに礼を言った光宏にクスッと微ほほ笑えみながら、彼女は訊たずねてきた。

　笑顔の一つ一つに明るさが溢あふれている。やはり向き合っていて心ここ地ちいい。

「ええと、それじゃあ、アイスティーを……」

「レモンとミルク、どちらになさいますか？」

「じゃあ……レモンで」

「かしこまりました♪」

　眩まぶしい笑顔を残し、ナナコは奥に去っていった。

　呆ほうけた顔でそれを見送った光宏は、出された水を一口飲んで、それからふと我に返る。

　いったいこの喫茶店はどうなっているんだ。紗衣の絵が具現化したのは間違いないだろうけど、じゃあ元の教室はどこに？　ていうか、これは仮想空間？　ただの幻まぼろし？　それとも本当にここだけが別世界になってる？

「まあ、考えたって何も分からないか……」

　脳のう味み噌そが沸わき立ちそうになって、光宏は思考をやめた。

　どうせ仕組みなんか誰だれも知りやしない。当の紗衣だって、自分の絵がなぜ抜け出すのかまったく考えずに、キャッキャウフフな日々を送っているのだし。

　自分があれこれ不思議がってもしょうがないだろう。それよりは、ここで素す直なおに喉のどを潤うるおす方がいい。少なくともこの水は、幻ではなくちゃんと本物だ。だったらこの後に出されるレモンティーだって──。

　そう、レモンティーだ。紗衣と同じメニューにしたのは、半ば条件反射だった。

「でも北原さん、こういうのはやっぱり気に入らないかな……」

　また何か言われるかと思って、恐おそる恐る向こうのテーブルを見る。が、当の紗衣は、カリンのクリームだらけの口元を拭ぬぐってやるのに忙いそがしいようで、こちらの方など見向きもしてない。ていうか、あれはあれでおいしいシチュエーションだなぁ。

　乙おと女めの園そのと化したテーブルをボケッと眺ながめる光宏。三人の少女達はそんなことなど気にも留めず、好き勝手にイチャイチャを繰くり広げている。

「ほらカリン、もっとお行ぎよう儀ぎよく食べないと。あらあら、ほっぺたにまでこんなにクリーム付けて」

「きゃっ、お姉さま、塗ぬり回しちゃダメですぅ♪」

「カリン様。お嬢じよう様さまのお手を煩わずらわせるとは。感心できませんわね。わたくしが舐なめ取って差し上げます」

「え、アサミちゃん、変なことしちゃダメぇっ！」

「そんなに動かれては舐めにくいですわね。お嬢様、カリン様をお縛しばりしてもよろしいですか？」

「いくら何でも縛るのは可哀かわい想そうだわ。私が羽は交がい締じめにしてるから、その隙すきにやるといいわよ」

「うみゃー、お姉さままでそんなぁ！」

　あのすみません。一応健全な男子がギャラリーにいること、忘れないでください。

　いろいろと目の毒になりそうだったので、光宏は窓の方に向き直った。

　どこともつかぬ異世界──おそらくは「ミラージュ・ネル」でかつて展開していたウェブコミックの舞ぶ台たい──が広がっている。あの舞台も確か「ミラージュ・ネル」って名前だったと思ったけど。

　ということは、この喫茶店はその「ミラージュ・ネル」の町にある、ちょっと小こ洒落じやれた店ってことか。で、あのナナコは看板娘むすめ、と。

　自分に向けられたウェイトレスの笑え顔がおを思い出し、光宏はだらしなく頰ほおを緩ゆるめた。もともと紗衣が呼び出した少女だから、自分なんかには見向きもしないかと思ったが──。

　まあ、しかし今回はちょっと事情が違ちがう。紗衣はカリンを弄もてあそぶのに夢中だから、ナナコはおまけみたいなものなのだ。だとしたら、わざわざ呼び出されたナナコの方も、紗衣の萌もえ呪じゆ縛ばくには縛られてないのかも。

　そう、だから光宏に向かって愛らしい笑顔を振り撒まいてくれたに違いない。いや、ひょっとしたら、自分に気があったりして──って、さすがにそれは想像力を働かせすぎか。でもまあ、紗衣の手前、あまりそういう妄もう想そうは繰り広げない方がいいだろうな。また怒おこられたりしたら敵かなわないし、これ以上紗衣に嫌きらわれたくないし……。

「お待たせしました」

　と、不意に真横で声がした。同時にレモンティーの爽さわやかな香かおりが鼻をくすぐる。

「ありがとう、ナナコちゃん」

　光宏が礼を言うと、ナナコは嬉うれしそうに微笑んだ。心なしか頰が赤らんでいる。そして、グラスと一いつ緒しよにお盆ぼんに載のせてきたガムシロップのパックを一つ、目の前にスッと置いてくれた。

　ああこのガムシロップ、持って帰って宝物にしよう。

　光宏がそんなくだらないことを考えていると、ナナコは何を思ったか、彼の向かいの席に腰こしを下ろした。

「あの、お客様」

「はい何ですか、ナナコちゃん」

　いやに顔が赤いなぁ。何かこう、恋こいする乙女的な赤さというか──。

「よろしければ……あの、私が口移しで飲ませて差し上げましょうか？」

「……はい？」

　今何を言いました？　それ、さっき僕がアサミさんを使って妄想したのと同じ展開じゃないですか。

　言われた台詞せりふが頭の中で消化不良気味にグルグル回る。しかし光宏に考える時間はない。ナナコはおもむろにストローを摑つかむと、それを口に咥くわえてチュルルとレモンティーを一口すすり、唇くちびるを尖とがらせたまま、こちらにずずいと身を乗り出してきた。

「あ、あの、ナナコちゃん……？」

　話しかけるが返事はない。まあ、レモンティーを口に含ふくんでいるから、返事はできないだろうけど。ああでも、そんなに熱い瞳ひとみで待たれると、いろいろと堪こらえきれなくなりそうで困るんですけど。

「え、ええと、これはいったい？」

「むむむ～」

　何か呻うめいた。「早くぅ～」と言ったのかもしれない。

　となればもう、やるしかない。何しろ光宏も度たび重かさなる女性経験（？）のおかげで、場数を踏ふみつつある。ここまでされて、おとなしく身を引くほどの謙けん虚きよさは、割と失われていた。

　ま、いいよ。どうせ駄だ目めなら北原さんがすっ飛んでくるだろうから。

「じゃ、じゃあ、オコトバに甘えて……」

「ちょっと何をしてるの葛本くんっ！」

　あ、すっ飛んできた。早いなぁ。

　光宏ががっかりする間もなく、走ってきた紗衣が、ポケットから先ほどのペンタブレットを取り出した。そしてすぐさま先せん端たんを、ナナコのおでこに押し付ける。

「ナナコ、『リペイント』するわよ」

「あう、お客様、何を──」

「おとなしくなさい。あなたはこのヘンタイ男の脳波に誑たぶらかされたのよ」

　そう言いながら、紗衣はペンタブレットのボタンをカチッと押した。

　途と端たんにナナコの様子が変わった。

　つい今しがた見せた熱い視線は失われ、さっきの元気な笑顔が戻もどる。誰だれにでも優やさしく微ほほ笑えむ、ウェイトレスのスマイルだ。

　リペイント──ペンタブレットを通すことによって、一度抜ぬけ出した少女の姿形や人格を描かき変える、紗衣の能力。今、それがおこなわれたのだ。

　おそらくナナコの失われた正気を元に戻したのだろう。失った理由は簡単。こちらが変な妄想を働かせたからだ。紗衣に言わせるなら、「ヘンタイ男の脳波に誑かされた」ということになる。

「あれ、いったい私は何を……」

　ナナコは目をパチクリさせて、光宏と紗衣の顔を交こう互ごに見やった。

「元に戻ったようね。よかったわ」

　紗衣はホッと息をつくと、「あの娘こ達にお替かわりをお願い」と言って、ナナコをカウンターの奥に戻した。あの娘達──もちろんカリンとアサミのことだ。

　しかしアサミのコーヒーはいいとして、カリンの巨きよ大だいパフェはどうするんだ。やっぱりお替りするのか。ちゃんと胃に入るのか？

「葛本くん、ちょっと座るわよ」

　光宏の心配をよそに、紗衣が向かいの椅い子すに座る。ちょうど今ナナコが熱いハプニングを引き起こそうとした席だ。

　うん、そこに座られると、こちらもつい身構えてしまう。

「あのね、葛本くん。もう毎回のことだから、いちいち指し摘てきするのも疲つかれるのだけど」

「はい。すみません……」

「さっきナナコを見て変なことを考えてたでしょ？」

「申し訳ございません……」

「困るのよね。今回は私がいる前だからよかったけど、これで私が不在の時にあんなことされたら──」

「いやもう、重ね重ね面めん目ぼくありませんです。ハイ」

　ペコペコと頭を下げる光宏。やはり結局こうなる。

　いつもいつも紗衣に怒おこられてばかりいる。そのうち口もきいてくれなくなるんじゃないかと思うと、気が気ではない。

　だが落ち込んでいる光宏に、彼女はさらに追い打ちをかけてきた。

「だいいち変なのよ。なんであなたがこの店に落ち着いてるの？」

　紗衣の疑問はもっともだった。

　うん、そういえばなぜだろう。ナナコに誘さそわれるあまり、なし崩くずしに入店してしまった気がする。

「ま、まあ。でも北原さんが目の前にいてくれたおかげで、未然に済んだわけだし」

「そうね。不幸中の幸いだったわね」

「それにほら、喉のども渇かわいてたから、ちょうどいいかな、なんて……」

「コンビニの方が安いわよ？」

　いや、ここタダでしょうが。何を言ってるんだか。

　よほど自分は邪じや魔ま者ものになっているらしい。でもまあ、それはそうか。みんなでイチャイチャしてるところに、全然関係ないやつが入ってきたら、そりゃかなり邪魔だよなぁ。

「じゃあ、僕は出ていきますよ。それでいいですか？」

「いいけど……私と一いつ緒しよじゃないと、本当に有料になるわよ？」

「……どういう仕組みですかそれ」

「知らないわよ」

　紗衣はあっさりと言い捨てた。案の定、自分が引き起こしてるくせに、何も考えてない人だ。

　しかし──有料か。高校生にとっては痛い選せん択たく肢しだ。

「あの、北原さん」

　光宏は申し訳なさそうに、おずおずと言った。

「もう変なこと考えませんから、ここにいていいですか……？」

「仕方ないわね。おとなしくしてるのよ？」

「はい……」

　まるで子供みたいな注意をされて、光宏はコクリと頷うなずいた。

　と、そこへナナコが戻ってくる。お盆ぼんの上には、アイスコーヒーと巨大パフェ。カリン達のお替りが来たようだ。

「お姉さま、お替り来ましたよ！　一緒に食べましょー！」

　カリンがこちらを見ながら嬉うれしそうに叫さけんだ。愛いとしのお姉さまを、早く連れ戻したくて仕方ないらしい。

「ふふ、今行くわよ、カリン」

　呼ばれて紗衣が立ち上がる。だがその時。

「キャッ！」

　ナナコが小さく叫んだ。

　同時に彼女の体がゆらりと揺ゆれた。

「危ないっ！」

　光宏もまた異変に気づく。だが時すでに遅おそし。躓つまずいたナナコのお盆の上で、コーヒーグラスと巨大パフェが勢いよくバランスを崩し、床ゆか目がけてゴロリと転がり落ちる。

　ビシャッ、と液体の飛び散る音が鳴り渡わたった。ほんの一いつ瞬しゆん。誰だれが止める間もなく、ヒロイン達のお替りは、ナナコの足元で派手な模様を描えがいていた。

「あう～、ボクのデザート……」

「あらあら、何てドジなウェイトレスなんでしょう。これはお仕置きが必要ですわね」

　カリンとアサミがキャラどおりの台詞せりふを口にする中、ナナコが顔を青ざめさせている。確かにこれは、ウェイトレスにあるまじき大失態だ。

「も、申し訳ございません！　すぐ代わりを──きゃぁ！」

　慌あわてた彼女は、思わずアイスの塊かたまりを踏ふんづけて引っくり返りそうになる。ここまで来て、黙だまって見過ごす光宏ではない。

　すぐさま駆かけ寄り、倒たおれようとするナナコの身体からだを受け止めた。

　揺れる髪かみが鼻をくすぐり、ふんわりと、微かすかにコーヒーの香かおりがした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、ナナコちゃん……？」

「あ、ありがとうございます……」

　抱だき止められて、頰ほおを赤らめるナナコ。しかも何やらもじもじして、こちらの腕うでから離はなれる素そ振ぶりを見せない。

　とはいえ、約一名の目がある手前、あまり長くくっついているわけにもいかない。光宏は高鳴る己おのれの胸をどうにか抑おさえながら、努めて優やさしく話しかけた。

「掃そう除じしなくちゃね。僕も手伝うよ」

「すみません。でもええと、私……」

　ナナコのもじもじは止まらない。これは──そう、密ひそかに恋こいしていたお客に優しくされて、トキメキが溢あふれてしまったドジっ娘こウェイトレスの図にそっくりだ。

　え、そんな図どこにあるんだって？　そりゃもう自分の頭の中に……ってダメじゃないかよオイ。

「葛本くん」

　すぐ背後で、作者様が厳おごそかに言った。

「あなたもしかして、『ドジっ娘ウェイトレスに優しくして、ときめかれてしまう』というシチュエーションを妄もう想そうしたのかしら？」

「いえ、今はしてません！」

「じゃあいつしたの？」

「さっき一瞬……いやあの、でも、でも！」

　何か言い訳をと思い、光宏はとっさに頭を巡めぐらせる。が、そんなことをしたところで、何かいい案が出るはずもなく。

「僕は客ではなく店長でした！」

　とりあえず、正直に答えてみた。

　アホか、と我ながら思った。

　紗衣はそれについては何もツッコまず、ただ再びペンタブレットを取り出して、ナナコのおでこをつついた。同時にナナコも我に返り、「きゃ」と短い悲鳴を上げる。無理もない。いまだ光宏の腕の中にいたのだから。

「お、お客様、いったい私に何を……？」

「いえ、何でもないんです！　ごめんなさい！」

　光宏は慌てて謝ると、自分の席にそそくさと戻もどった。

　戻り際ぎわに横目で見ると、床に広がったパフェの残ざん骸がいを、紗衣がペンタブレットで消していた。さすがはただの絵。もう何でもアリだ。

「ねえ、葛本くん」

　ペンタブをしまいながら、紗衣が言った。

「もしあなたが店長で、ナナコがドジっ娘の従業員だというなら──それはご主人様とメイドでも成り立つシチュエーションね」

「はあ」

　そうなのだろうか。しかしまあ、言われてみればそんな気もする。メイドと言うと、最近はドＳなお姉さんが真っ先に浮うかんでしまうけど、定番はドジっ娘の方だし。

　もし自分がご主人様で、ナナコがそれに仕えるメイドだったら。例えば運んできたコーヒーを零こぼしてしまったところへ、優しく慰なぐさめてあげたりなんかしたら。なるほど、まったく同じだ。

「それでは意味がないのよ、葛本くん」

　紗衣は相変わらず厳しい口調で光宏をたしなめた。

「メイドでもできるシチュエーションをウェイトレスに求めるのなら、ナナコがウェイトレスである意味がないわ。ウェイトレス萌もえにこだわるなら、もっとその辺りに気をつけなさい」

「いや、あの、僕はべつにこだわろうとかいうつもりは……」

　ぶっちゃけ、ないんですけど。

「葛本くん、お客あってのウェイトレスよ」

　だが紗衣は光宏の意識など無視して、そんなことを口にした。

「店長にとってウェイトレスはただの従業員。ウェイトレスがウェイトレスとして成り立つのは、お客がいるからなの。まずはそこを念頭に置きなさい。主従関係が欲しいなら、それこそメイド萌えで事足りるのだし」

　そう言われても、意味が難しすぎてさっぱり理解できない。

　いつもこうだ。紗衣は萌えに対して独特の感性を持っている。だからこそ彼女の才能が成り立つのだろうが、逆に凡ぼん人じんたる光宏にしてみれば、時々ついていけなくなるから困る。

　再び席に戻っていく紗衣を遠目に眺ながめながら、彼は溜ため息をついた。

　と、その時、カリンが何やらもじもじしながら席を立つのが見えた。

「お姉さま、ボクちょっと……お手洗い行きたくなっちゃいました」

「あらあら。じゃあついていってあげるわね」

「それでしたら、わたくしも──」

　あれよあれよという間に、美少女三人がテーブルを離れ、ぞろぞろと店から出ていく。

　いくらひと気がないからって、二次元同どう伴はんでトイレ訪問ってのはどうなのか。いや、そもそも……。

「二次元の娘こって、トイレ行くのか？」

　そんな果てしない疑問に、光宏は大きく首を傾かしげた。

　まあ、どうでもいいといえばどうでもいいけど。

「ナナコ、もう一度お替かわりをお願いね」

　去り際に紗衣が言う。

「はい、少々お待ちください！」

　さっそく忙いそがしそうに駆かけていくナナコ。なんかもう、普ふ通つうに現実のウェイトレスだ。

　あれが──紗衣の言う「客とウェイトレス」の関係なのだろうか。でも、これは萌えでも何でもないわけで。むしろ、個人的にお客様のお世話をいっぱいしてやまないような、そういう親密なのが二次元ウェイトレスにはふさわしいと思うわけで。

　なのに、これは……。

「……理解できない」

　光宏は呟つぶやきながら、氷で薄うすくなったアイスティーをズズズとすすった。

　紗衣達がいなくなった後の店内は、妙みように静かだった。

　ナナコが食器をカチャカチャ鳴らす音だけが、ただ小さく耳に響ひびいてくる。そう、今ここには、光宏とナナコの二人しかいない。

　妄想に耽ふけることはできた。しかし、それよりも釈しやく然ぜんとしない想おもいが先立ち、思考が踏ふみ止とどまる。今の光宏には、おとなしく紗衣達の帰りを待つしかできなかった。

　午後の静かな喫きつ茶さ店てん。コーヒーの香かおりに身を委ゆだねているうちに、次し第だいに今日の授業の疲つかれが出てくる。

　ふと、睡すい魔まに襲おそわれそうになった。

　その時だ。

　不意に、喫茶店のドアが開かれた。
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「いらっしゃいませ！　お客様は一名様ですか？」

　ナナコの元気な声が店内に響いた。

　光みつ宏ひろはギョッとして顔を上げた。この特とく殊しゆな仮想喫茶店を訪おとずれるよそ者など、自分以外にないと思っていたのに──。

「うん、一名。ちなみに禁きん煙えん席でよろしく」

　そう言って、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者はニヤッと嫌いやな笑えみを浮かべた。

　見覚えのある顔だった。

「あいつは……月つき代よ？」

　光宏は怪け訝げんそうに呟いた。

　月代──それが、今新たに入ってきた客の名前だった。

　姓せいは知らない。自分の知り合いというよりは、紗さ衣えの知り合いだ。

　漆しつ黒こくのショートヘアに、薄笑いを浮うかべた童顔。外見年ねん齢れいは中学生並みだが、一応は自分と同学年。そして服装はといえば、往来では結構目立つであろうゴスロリドレス。手にヒヨコのぬいぐるみをぶら下げているのも変だが、もはやいつものことなので見慣れてしまった。

　彼女は中学時代の紗衣の同級生で、かつては「歌川ミウミ」のペンネームを共同で使っていたという。もとは友達だったのだろう。が、二次元娘に対する接し方の違ちがいから、今はコンビを解散している。

　そしてこいつが現れると、決まって流れが際きわどい方向に行ってしまうのが、お約束だった。

　際どい方向──。具体的には、年齢制限的な意味で。

「な、何でお前がここに……」

　光宏は眉まゆをひそめて月代に問うた。それもそのはず。こいつ、学校違うだろ。

「フフ、そりゃもう決まってんじゃん」

　だが月代は意味ありげに笑い返すのみ。そして舐なめまわすような目つきで、近寄ってきたナナコを見つめる。

　そう、この真っ黒な女もまた、紗衣に負けず劣おとらずの二次専なのだ。

　加えて厄やつ介かいな点が一つ。月代の嗜し好こうは──かなり歪ゆがんでいる。

「さっきアップされたナナコたんを見てさ、紗衣のことだから、絶対どこかに喫茶店こしらえてると思ったんだ。だったらもう行くしかないでしょ」

「いや、それは困る。ていうか、お前が来るとロクなことにならないから」

「んー、何を心配してるのかなー？　私はただの客として来たんだから、べつに特殊なことはしないつもりだよ？」

　果たしてその言葉がどこまで本当なのか。こいつの度たび重かさなる所業を知っているだけに、疑わしいことこの上ない。

　だが月代はニヤニヤしたまま、ナナコの顔を見上げて促うながした。

「さ、席に案内してよ、ナナコたん」

「はい、どうぞこちらへ♪」

　ナナコが笑顔で応こたえ、月代を別のテーブルへと連れていく。

　こうしているだけだと、本当にただの客とウェイトレスだ。果たしてどうしたものか。光宏は判断に迷い、二人の動作をじっと見守る。

　こんな時紗衣がいてくれたら、上手うまく月代を追い返してくれるのだろうけど。

「ご注文は何になさいますか？」

「うーん、そうだね。それじゃあ……」

　月代がメニューを眺ながめながら考えている。ああ、きっと「ナナコたんをいただくよ！」とか言うに違いないぞ、このヘンタイめ！

「アイスココア」

「かしこまりました！」

　あ、普ふ通つうかよ、おい。

　密ひそかに予想していた展開が外れ、光宏は赤くなって顔を伏ふせた。何というか、ヘンタイなのは自分の方なんじゃないか、これは。

　しかし──あの月代が何も企たくらんでないはずがない。紗衣のいない今、ナナコを守れるのは自分だけだ。

　再びカウンターの奥へと消えていくウェイトレスを見送ると、光宏は立ち上がった。

「おい、お前」

　月代のもとに近寄り、キッと睨にらみつける。

「なんか用？」

「それはこっちの台詞せりふだ。おい、今日はそう好き勝手にはさせないからな。北原さんだってすぐ戻もどってくるし──」

「まあ、そう熱くなりなさんなって。ここ座ったら？」

　そう言って、月代は自分の向かいの席を指した。

「どうせひとりぼっちだったんでしょ？　私が相手したげるよ」

「いやいいよ、べつに」

「あれれー？　女の子のお誘さそいを断っちゃうの？　あのね光宏くん、実は私、キミのことを一目見た時からずっと……」

「そういうことは、ニタニタしながら言うな」

　明らかに噓うそだろ。むしろ得体のしれない不気味さを感じるし。

　と、そこへナナコがやってくる。お盆ぼんの上には、オーダーどおりのアイスココア。

「お待たせしました！」

「待ってました！」

　月代が叫さけび、とっさに右手を突つき出した。

　まったく隙すきがなかった。当然その指先には、彼女専用のメタリックブルーのペンタブレットが握にぎられていた。

　紗衣のそれと対ついになる、不思議な力を備えたペンタブ。当然、リペイントもできる。

「しまった──」

　ハッとする光宏の前で、ナナコは悪あく魔まのペンタブに、おでこをチョンと突かれていた。

「きゃ、きゃぁ！」

　弾はずみでナナコがバランスを崩くずす。たちまちお盆から転げ落ちる、アイスココアのグラス。

　ここまではさっきと同じだ。光宏の妄もう想そうに合わせてドジっ娘こを演出し、パフェを零こぼした時と変わらない。

　だが、今の展開は月代が望んだものだったはず。ということは──。

「おやおやナナコたん、駄だ目めじゃない」

　満面に悪魔の笑えみを浮うかべ、月代は立ち上がった。

「ほら見てごらんよ。私の大事なピヨ五ご郎ろうが、ココアまみれになっちゃったじゃん」

　なんだピヨ五郎って。そのヒヨコか？　いつもぶら下げたり振ふり回したりしている、可愛かわいいんだか可愛くないんだかよく分からない、その黄色い物体のことなのか？

　ネーミングセンス的な意味でいろいろと悩なやみだした光宏をよそに、ナナコは真まっ蒼さおな顔で謝りだす。

「申し訳ございません！　私、すぐに洗せん濯たくを──」

「何言ってんのナナコたん。ピヨ五郎はぬいぐるみなんだから、普通の洗い方じゃ駄目だよ。ああ、でも早く何とかしないと染しみになっちゃうしなぁ」

　そこまで言うと、月代はナナコの顔の前に、グイとヒヨコを差し出した。

「ナナコたん」

「はい？」

「吸いなさい」

「……え？」

「染みにならないうちに早くっ！」

「は、はいっ！　かしこまりました！」

　月代に命じられるままに、ナナコはヒヨコを受け取った。そしてあろうことか、そのココアまみれのイエローボディに、おずおずと可か憐れんな唇くちびるを押し当てる。

「な、ナナコちゃん、いったい何を？」

　光宏が呆あつ気けにとられる中、ナナコは顔を真っ赤にしながら、チュッとヒヨコに吸いついてしまった。

「はむぅ、ちゅーっ」

　ぬいぐるみを抱だき締しめ、その嘴くちばしに濃のう厚こうな接せつ吻ぷんを繰くり返すウェイトレス。何だこれ。どの辺の性せい癖へきの人がターゲットの演出？

「フフ、いいよいいよー。ほら、もっとチュウチュウしなさい。お味はいかが？」

「はいぃ。ピヨ五郎様のお口、甘くておいしいですぅ」

「月代、お前ってホント、どヘンタイだな……」

　もう興奮とかそういう代しろ物ものじゃない。光宏は正直引きながら、ゴスロリ娘むすめを睨みつけた。

　だが──すぐにそうも言ってられなくなった。

「あら、大変です。こちらのお客様にもココアが──」

　ヒヨコ野や郎ろうをきれいにしたナナコが、唇を濡ぬらしながらこちらを振り向いた。

「えっ？　あの、僕ですか？」

「はい。おズボンがこんなに汚よごれてしまって……。申し訳ございません。こちらも今すぐに」

「いや駄目だからそれは絶対に間ま違ちがいなく駄目だから来ちゃ駄目だってば！」

　気を動転させて光宏は後あと退ずさる。だがナナコは負けじとそれに縋すがり、両の手で光宏の腰こしをガシッと摑つかんだ。

「お客様、すぐお清めいたしますね？」

　そう言いながら、ナナコは己おのれの唇をペロリと舐なめた。ココアがついていたのかもしれない。が、その光景は、健全な男子を悩のう殺さつするには充じゆう分ぶんなほど、あまりに刺し激げきが強すぎて。

「だ、だめだから……」
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　光宏はガクッと膝ひざを折り曲げ、その場にへなへなと崩れ落ちた。腰が抜ぬけてしまったようだ。

　横で月代がプッと吹ふいた。

「あーあ、なんてチキンなんだろうねキミは。ま、いいよいいよ。もうキミには期待してないから。ナナコたんは私が弄もてあそぶ！」

　颯さつ爽そうと宣言し、彼女はナナコのもとへ歩み寄った。

「ナナコたん」

「はい、何でしょうか」

「アイスココアの代わりに、別のものをオーダーしたいんだけど」

「かしこまりました。ええと、何になさいますか？」

「フフ、決まってんじゃん。ナナコたんをいただくよ！」

　あ、やっぱり言いやがったな、このドヘンタイ悪魔め。

　台詞せりふだけならまだ軽いセクハラで済む。しかし今、ナナコは月代の手で脳内をリペイントされ、すっかり言いなりになっている。もう実行は避さけられない。

「か、かしこまりました……」

　恥はじらいを振り撒まきながら、彼女はテーブルの上に、よいしょとよじ登った。

　向こうの位置が高くなったせいで、座り込んでいた光宏の目に、スカートの中身がはっきりと映りそうになる。だが思わずギュッと目を瞑つぶるや、ナナコのあられもない声が響ひびいた。

「お、お客様っ！　そんなところにシロップかけてはダメですっ！」

　くそっ、いったい何をやらかしてるんだ、月代は！

　せめて薄うす目めぐらいは開けても──いやいや、雰ふん囲い気きに呑のまれている場合じゃない。

　何しろヒロインの大ピンチだ。紗衣がいない今、立ち上がらなければならないのは、光宏自身。へたれているわけにはいかない。

「よせっ！」

　光宏は叫さけび、立ち上がった。そして次の瞬しゆん間かん──。

「うぐぁっ！」

　声にならぬ悲鳴を上げて、再びへたり込んだ。

　いつの間にか、ナナコが衝しよう撃げき的な姿になっていた。

　紐ひものほどけたエプロン。ボタンが外れてはだけた胸むな元もと。まくれかけたスカート──。が、そんなことはこの際どうでもいい。

「な、なぜフルーツまみれにっ！」

　一番重要なポイントだけを、光宏は叫んだ。

　頭のてっぺんに、剝むき出しになった肩かたに、柔やわらかそうな脹ふくら脛はぎに……刻んだフルーツがきれいに並べられている。それを落ちないようにするため、姿勢を崩くずすまいと、プルプルと震ふるえながら頑がん張ばっているナナコ。

「おい、何なんだよこれは！」

「キミ知らないの？　ウェイトレスといえばコレじゃん」

「コレっていったい何！」

「うん。日本の伝統」

　ねーよ、そんな伝統。いや、あったとしてもやるなよ。

　どん引きしている光宏の前で、ナナコは熱い吐と息いきを漏もらし、おずおずと言った。

「お、お客様……。どうか、ナナコをお召めし上がりください……」

「それじゃ、いただきまーす」

　月代が嬉き々きとしてフォークをかざす。だが、ここまでアレな展開を目まの当たりにしては、光宏もおとなしくはできない。

「だからよせってば！」

　そう叫び、彼はついに月代に飛びかかった。まずは食器から奪うばおうと、彼女の細い手首を摑み、握にぎっていたフォークをむしり取った。

「あ、こら、何すんの！」

「それはこっちの台詞だ。おい、いくら僕が煩ぼん悩のうの塊かたまりだからって、こんな特とく殊しゆなことは──」

　光宏が何か言いかけた時だ。

　フェチズムを巡めぐるこの闘とう争そうに幕を下ろす存在が、ようやく戻もどってきた。




「葛かつ本もとくん……、そのフォークはどういうことかしら？」

　ドアを開けた紗衣は、開口一番、そこを指し摘てきした。

　うん、何という間の悪いタイミングだろう。

「いや、あの、これは──」

「私のナナコをフルーツまみれにして、ナニをやらかそうとしていたの？」

「ち、違ちがうんです。これは月代が……」

「月代さん？　……どこにもいないじゃない」

「いやそんなはずは。だってここに──あれ、いない？」

　いつの間に逃にげたのか。光宏が気づいた時には、あの真っ黒なヘンタイ娘むすめは、きれいさっぱり姿を消していた。

　つまり、だ。今紗衣の目に映っているのは、フォークを持った光宏と、服をはだけてフルーツまみれになっているナナコという、最悪の構図なわけで。

　彼は顔中を真まっ蒼さおにして、握り締しめていたフォークを取り落とした。

　なぜだ。なぜこんなことに……。あ、まさか夢？　うん、そういえばさっき、ちょっと眠ねむかったしな。今の状じよう況きようも含ふくめて全部夢オチなら、とても平和でいいんだけど。

「あ、あの、北原さん……」

「何よ」

「僕をつねってください」

「……さすがＭね」

　いや、そういうんじゃなくてですね。

「でも、それは私の役目じゃないわよ。アサミ、やってあげて」

「かしこまりました。さあ坊ぼうや、どこをつねってほしいのかしら？　手て袋ぶくろ越ごし？　それとも素す手で？　わたくし爪つめを伸のばしてますから、結構効きますわよ？」

「ちょっと待ってください！　ねえ、これウソでしょ？　ドッキリって言ってよ、ねえ！」

　もうわけが分からず、光宏はただ闇やみ雲くもに泣き叫んだ。

　頰ほおに、細い爪が食い込むのが分かった。




　それから十分ほど後──カリンが、カウンターの奥に隠かくれていた月代を見つけて捕つかまえた時には、光宏の両頰はすっかり腫はれ上がっていたという。
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　仮想喫きつ茶さ店てんは午後五時をもって閉店となった。

　食器を片づけるナナコをよそに、紗さ衣えは相変わらず、いつもの少女二人と戯たわむれていた。

「お姉さま、ボクもう食べられません～♪」

「あらあら。カリン、食べすぎよ？」

「だっておいしいんですもん。アサミちゃんもパフェ食べればよかったのに」

「わたくしは、甘いものはあまり好きではありませんから。でもカリン様が一番最後にとっておいたサクランボは、全部いただきましたけどね」

「うぅ、あれひどすぎるよぉ……」

「ふふ、カリンったら、しょげては駄だ目めよ。また今度二人で食べ直しましょうね」

「はぁい！　お姉さま大好き！」

　……などというシアワセそうな人達を横目に見つつ、光みつ宏ひろは複雑な心持ちで席を立つ。

　いったい自分は今日、何をしたというのだろう。

　成り行きでこの喫茶店に突とつ入にゆうし、ナナコに心惹ひかれて、紗衣に怒おこられて、月代のヘンタイ的行こう為いに巻き込まれて、とんでもない濡ぬれ衣ぎぬを着せられて……。

　うん、それだけだ。

　何一つとしていいところがない。情けないったらありゃしない。

「それじゃあ、またね」

　落ち込んでいる光宏の耳に、紗衣の声が聞こえる。ちょうどペンタブレットを取り出し、カリンとアサミを絵の中に戻すところだ。

　今日のデートはこれで終わり、か。

「葛かつ本もとくん」

　二人の嫁よめをしまうと、紗衣がこちらに話しかけてきた。

「さっきはごめんなさいね。あなたのことだから、てっきりやらかしてしまったものとばかり……」

「いえ、べつにいいんです」

　頰を擦さすりながら光宏は答えた。煩悩方面で自分に信しん頼らいがないことは百も承知だ。

「で、月つき代よさんはどこに？」

　キョロキョロしながら、紗衣は訊たずねてきた。

「帰りましたよ。だいぶ前ですけど……北原さん、気づいてなかったんですか？」

「もちろんよ。イチャイチャするのに夢中だったもの」

「アサミさんにいじめられた後、そこのテーブルにココア代の五百円を置いて、泣きながら帰っていきました」

「しょうがないわね。今度会ったら返しておくわ」

　紗衣は溜ため息をつくと、五百円玉を拾い上げて、自分の財さい布ふにしまった。月代とは犬けん猿えんの仲と思いきや、意外と優やさしいところもある。

　まあ、昔は友達同士だったわけだから、それもそうか。

「ところで北原さん」

　あの娘こどうするんですか、と光宏は訊ねた。カウンターの方では、まだナナコが店の後片づけをしている。

　せっかくの新作なのに、ただひたすら仕事に励はげんでいたウェイトレス娘。いろいろとハプニングはあったものの、彼女は紗衣の中で、どのような位置づけだったのだろう。

「ねえ、葛本くん」

　働き回るナナコを見つめながら、紗衣が言った。

「あの娘の笑え顔がお──素敵でしょ？」

「え？　ああ……はい」

　それは間ま違ちがいない。あの眩まぶしい笑顔を向けられるたびに、光宏の胸がときめいたのは事実なのだから。

「ウェイトレスはね、どのお客にも、ああやって笑顔を振ふり撒まくのが仕事なの」

　そう口にした紗衣は、自分の生み出した娘むすめを、微ほほ笑えましく見守っていた。

「お客あってのウェイトレスよ。店の中を居い心ごこ地ちよくするために、ウェイトレスはお客に尽つくすの。誰だれか一人に傅かしずくことはない。すべてのお客が平等なのよ」

「それが……北原さんの考える『ウェイトレス萌もえ』なんですか？」

「そうね。ウェイトレスの笑顔を見て、お客たちは思うのよ。『あの娘は自分に気があるんじゃないか』って。そのときめきこそが、ウェイトレス萌えの真骨頂よ」

「……確かに。そうかもしれないですね」

　光宏は、ようやく納なつ得とくして頷うなずいた。

　クラスの男子達がそうだったように。そして、自分がそうだったように。ウェイトレスの笑顔は、客をときめかせ、心躍おどらせるためにあるのだ。それが──看板娘の絶対的な条件なのだろう。

「だから私も、勤務中のナナコを独どく占せんすることはないわ」

　ナナコが萌えっ娘ウェイトレスとして立ち回れるように。

　紗衣は、すべての舞ぶ台たいを整えていたのだ。

　煩ぼん悩のうに駆かられてナナコを独占しようとした光宏や月代とは違う。紗衣の態度は、萌えを突つきつめた人間ならではの、確固たるものだった。

（北原さん、あなたは本当に凄すごい人です）

　光宏は、尊敬と羨せん望ぼうの意を込こめて、この二次専女め神がみを見つめた。

　と、その時ナナコがこちらを振り向いた。

　窓から差し込む夕ゆう陽ひの中で、彼女の顔も微かすかに赤らんでいる。

「もうすぐ終わりますから、あとちょっとだけ待っててくださいね？」

　そう言って、奥へ引っ込んでいく。

　待つ？　待つって、まだ何かやると？　ていうか店の後片づけなんて、いつものペンタブ一本でどうにでもなるのでは？

　そんなこちらの疑問をよそに、紗衣は静かにナナコが出てくるのを待つ。

　光宏も仕方なくその横に立って、おとなしく彼女を待った。

　やがて──五分も経たっただろうか。いい加減焦じれてきたところへ、ようやくナナコが顔を出した。

「……お待たせしました」

　そう言った彼女は、すでに桃もも色いろの髪かみを下ろし、きちんと止めていたブラウスの第一ボタンさえ外している。しかもそんなラフな姿になって、いったい何をするのかと思いきや。

「──お姉さまっ！」

「お？」

　お姉さま？　お客様ではなく？

　ギョッとする光宏の前で、ナナコは今までずっと抑おさえていた気持ちを解放するかのように、紗衣のもとへまっしぐらに走り寄り、思いっきりその胸へと飛び込んだ。

「お姉さまっ！」

「ナナコ、お疲つかれ様♪」

　今日の働きを労ねぎらうかのように、紗衣がその頭を撫なでてやる。そんな紗衣に、ナナコは口早にまくし立てた。

「お姉さま、ずるいですよぉ。私、お仕事中だからいっぱい我が慢まんしてたのに、みんなであんなにイチャイチャして……。それにお姉さま、私がお仕事してる時はすごく素っ気ないんですもの。せっかく来てくれたからいっぱいお話したいのに、普ふ通つうにウェイトレスとしてしか使ってくれないなんて、意地悪にもほどがありますぅ！」

「フフ、ごめんなさいね。だってナナコが焦れてるところ、とっても可愛かわいいんだもの。でも、今からたっぷり遊んであげるから、許してちょうだいね」

「は、はい。もう、お姉さまったら……キュン」

　はい？　な、何ですかそのキュンは？

　光宏は愕がく然ぜんとしながら、今の二人の会話を吟ぎん味みした。

　ええと、すべての客は平等じゃないんでしたっけ。みんなでウェイトレスの笑顔にときめくのが、ウェイトレス萌えの真骨頂で、だから勤務中に独占は絶対しないって……あ、勤務中？

「葛本くん、一ついいことを教えてあげるわ」

　自分の腕うでにナナコをしがみつかせながら、紗衣は得意げに言った。

「ウェイトレスはお客に対して平等に笑え顔がおを振り撒くもの。たとえ私みたいに大好きなお客が来ても、特別ひいきすることは許されない。一方で、あなたみたいにナナコの笑顔に振り回されるだけの客もいる」

　ねえ葛本くん、と彼女は意味ありげに、光宏の名を挟はさんだ。

「ウェイトレス萌えの人には、二つの種類があるのよ」

　一つ。お目当てのウェイトレスの笑顔を見たくて通う、一いつ般ぱんの客。

　二つ。そのウェイトレスから本命と認められている、特別な客。

　前者は光宏。後者は紗衣。

「特別なお客の私は、仕事が終わって自由になったナナコと、たっぷりイチャイチャすることができるわ。だから、今日のデートも本番はこれから。葛本くんはもう帰って。ここからは私とナナコの貸し切りよ」

「やん、お姉さまったら、私と二人っきりになって、何する気ですか？」

「フフ。さあ、何をしようかしら♪」

　そんな甘い会話を繰くり広げながら、二人仲良く見つめあう紗衣とナナコ。そこにはもはや、ただの一般客の居場所などない。

　だから光宏は、おとなしく店を出た。出る以外になかった。

　そして学校の廊ろう下かという現実世界に立ち返り、改めてただ茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　ウェイトレス萌もえ──それは客次し第だいで変化する、複雑な二重構造のシステム。その産物であるナナコは、北原紗衣にとって、非常に都合のいい萌えっ娘こウェイトレスなのだ。

　ていうか。

「理解できるか、そんな自分勝手な萌え理論……」

　光宏のその一言が、今日のテーマのすべてを物語っていた。




　その翌日。

　何かが吹ふっ切れた光宏は、クラスの男子達と一いつ緒しよに、現実の喫きつ茶さ店てんへ向かったという。
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「いやぁっ！　ちょっとミックン、早く私を助けなさいってばぁ！」

　今日もまた、二次元美少女の悲鳴が、放課後の校舎の屋上に響ひびき渡わたった。

　今回月つき代よの毒どく牙がにかかっているのは、「ツンデレ姫ひめ」ことユキ。ツインテールなヘアスタイルとむくれ顔が特とく徴ちようの、肩かた書がきどおりひたすらツンデレな女の子だ。

　そのユキが異様な物体に押し潰つぶされている。直径二メートルはあろうかという、半はん透とう明めいの巨きよ大だい水みず饅まん頭じゆう。一応ＲＰＧで言うところのスライムらしい。クリッとした可愛かわいらしい目が二個付いて、そのまま何かのマスコットでも務めそうな勢いだ。

　もちろん、こんなものが自然発生するわけがない。実体化した月代の絵である。

「クク、どうよユキたん。プヨプヨするでしょ。ツルツルするでしょ。いい感じ？　ねぇ、いい感じ？」

「バ、バカぁっ！　こ、こんなの全然よくなんかないんだからぁっ！」

　月代のヤラシイ笑えみに、ユキは懸けん命めいにツンデレワードを並べ立てて抵てい抗こうしていた。

　だがそれしきのことで、このヘンタイ折せつ檻かんをやめる月代ではない。彼女がブルーのペンタブレットを振ふるえば、たちまちスライムの表面がフルフルと震ふるえだす。
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「ユキちゃん！　危ない！」

　光みつ宏ひろが叫さけぶも、スライムの攻せめは止まらない。たちまち全身に絶ぜつ妙みような振しん動どうを送り込まれ、ユキは肌はだをピンクに染めながら絶ぜつ叫きようした。

「うきゃぁぁぁぁっ！　揺ゆらさないでったらぁ！」

「いいよいいよー。素す晴ばらしいねその反応。さすがは私のユキたんだね、うん」

　スライムを操あやつりながら、月代は満足げにヘラヘラと笑った。

　いったいどういう流れでこういうことになったか──は、まあ、この際どうでもいい。どうせいつものことだ。

　そう、いつもどおり、不意に強きよう烈れつな煩ぼん悩のうに駆かられた光宏がユキを呼び出し、紗さ衣えに内ない緒しよでツンデレワールドに浸ひたろうとしていたら、そこへタイミングよく月代が乱入。自分で描えがいた「二次元美少女いじくり用生物」を携けい帯たい電話から召しよう喚かんし、暴挙に及およんだ次第である。

　ちなみに、スライムを出してきたのは初めてだ。今まで巨大ダコだったし。

「よせ！　ユキちゃんが可哀かわい想そうだろ！」

　光宏はそう言って、囚とらわれのツンデレを助けようと走り寄る。が、それで事態が好転するわけでないのも、いつもどおり。

　スライムのボディは柔やわらかすぎて、摑つかみどころがない。とても光宏の手では引き剝はがせそうにない。

「くそっ、どうしていつもいつも、扱あつかいにくいもんばかり出すんだよお前は！」

「何言ってんのキミ。扱いやすいものなんか出したって、ヒロインのピンチにならないじゃん」

「いや、ピンチにする必要ないだろ」

　まったく悪あく趣しゆ味みな女だ。

　それでも光宏はめげず、なおもスライムに手をかけた。と言っても、何をどうすれば助けられるのか分からないから、仕方なく闇やみ雲くもに腕うでを突つき入れるのみ。

　相手が柔らかいせいで、意外と深くまで腕が入る。そのまままっすぐユキの方に伸のばすと、直後、何やらぷにっと、かなり心ここ地ちよい別種の柔らかさが手に触ふれた。

「あ、ごめん。触さわっちゃった……」

「いやぁっ！　どこ摑んでんのよ、ミックンのスケベっ！」

　ユキが羞しゆう恥ちのあまり光宏を罵ば倒とうしてくる。これで月代さえいなければ、そういうシチュエーション萌もえってことで、自分を誤ご魔ま化かせもしたけれど……。

　ああもう、何でいつもこうなるか──と、光宏が自己嫌けん悪おに陥おちいった時。

「待ちなさい！　また二人して、私のユキをいじめるなんて！」

　やはりこれまたいつもと同じタイミングで、我らが紗衣が駆けつけてきた。

「あの、僕はいじめてないんですけど……」

「何を言ってるの葛かつ本もとくん。あなたがユキを勝手に呼び出さなければ、こんなことにはならなかったのよ？」

　そう正論を吐はきながら、紗衣はピンクのペンタブレットを取り出して、ユキのおでこをチョンとつつく。これにより、たちまちユキは新たな力を手に入れる。

　いや、「元に戻もどった」と表現した方が正しいか。何しろ紗衣こそが原作者だ。

「さあお返しよ、ユキ！」

「そ、そんなこと、お姉さまに言われなくたって分かってるんだからぁっ！」

　メチャクチャなツンデレ語を口にしつつ、ユキは瞬またたく間まに不可思議な力でスライムを吹ふき飛ばした。そして両手の先をグーに握にぎり、月代をキッと睨にらみつける。

　ツンデレ好きから見たら、向けられたくて堪たまらない視線に違ちがいない。しかしこの直後には、当然強烈な一いち撃げきが控ひかえていた。

「あんたなんか、この私の魔界パワーでイチコロになればいいのよっ！　くらいなさいっ、ツンデレビンタっ！」

　それのどこが魔界パワーなのか。ていうかユキちゃん、いつの間に魔界の人って設定になったの……？

　光宏が首を傾かしげた刹せつ那な、ユキの掲かかげた右手の平から、強大なオーラが溢あふれ出した。

　ピンク色に輝かがやいて目に映るそれは、彼女の手を中心に、屋上いっぱいに広がっていく。よく見れば、その形は巨きよ大だいな手の平にも似ている。

「あんたのことなんか、好きでも何でもないんだからぁっ！」

　そんな掛かけ声とともに、ユキは思いっきり巨大ハンドを振ふり下ろした。月代と、それからおまけのもう一人に向かって。

「ユキちゃん待って！　僕まだ逃にげてなウぎゃぁぁぁっ！」

　巨大な爆ばく音おんとともに、光宏の断末魔の叫びが、初夏の夕空を果てしなく貫つらぬいた。

　これまたもうすっかりお馴な染じみになったお約束の一幕──いや、そんなわけないだろ。
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「それじゃミックン、留守番よろしく」

　妹の佐さ和わに言われて、光みつ宏ひろは「ああ」と力なく頷うなずいた。

　葛かつ本もと家の玄げん関かんにて──。光宏は今、廊ろう下かの壁かべに斜ななめにもたれかかり、変な角度で突っ立っている。すべてはその右足首に巻かれた包帯が原因だ。

　その光景に向き合うのは、玄げん関かん口ぐちに並んだ家族達。佐和はもちろん、父母もが一いつ緒しよになって、斜めになった光宏を見つめている。

　みんな目が笑っているのが気になるところだけど。

「何かあったら、ちゃんと携けい帯たいに連れん絡らくするのよ？」

　と、母。

「まあ、もう子供じゃないから大だい丈じよう夫ぶだろ」

　と、父。

「だよねー。子供じゃないからこんなことになるんだよねー」

　と、佐和。

　ちょっと待て。最後のは何なんだ。

「おい佐和、それどういう意味だよ」

「あれ、知らないの？　学校じゃすっかり噂うわさになってるんだよ。ミックンがその足を挫くじいた理由──。屋上に北原さんを誘さそい出してイタズラしようとして、返り討うちにあったって」

「あのな佐和。頼たのむから、もし事実なら警察沙ざ汰たになるような噓うそだけは、やめてくれ……」

「えー？　だって他ほかに説明がつかないじゃん。ミックンが屋上で悲鳴を上げた時、北原さんが一緒にいたわけが」

　うるさい。というか、そもそも両親が聞いてる前でそういうことを言うな。

　しかし、こんな些さ細さいな兄妹きようだい喧げん嘩かを前にして、狼ろう狽ばいするような父母ではない。さすが向こうも、自分の息むす子こがどういう人間かは熟知しているわけで。

「やあね。光宏にそんな意い気く地じなんかないわよ」

　と、母。

「そういう意味じゃ、家に一人で残しても安心だな。連れ込んで間違いを起こすようなガールフレンドもいないし」

　と、父。

　うん。なんかこっちはこっちでウザイ。

　光宏は引きつった笑えみを浮うかべ、それでも「僕なら平気だから」と、無難に応こたえた。

「ほら、早く行きなよ。電車遅おくれちゃうよ？」

　むしろ、とっとと行ってほしい。

　休日の今日は、葛本家の実家で法事がある。本来なら光宏も一緒に帰郷するはずだったが、何しろこの足だ。留守番する以外にない。

　一応、転んで挫いた──ことになっている。実際には、ユキの巨大ビンタ攻こう撃げきに巻き込まれたのだが。

　二次元少女のせいで怪け我がをするなんて初めてだった。紗衣は「二次専冥みよう利りに尽つきるわね」などとトンチンカンに羨うらやましがってくれたが、ぶっちゃけそんなわけない。

　まあ、それでもユキや紗さ衣えを恨うらんだりするつもりはない。結局自分の不注意がいけなかったのだ──と、光宏は割と素す直なおに反省していた。

　お人ひと好よしである。

「それじゃ行ってくるよ。遅おそくとも夕飯前には戻もどるからな」

「お昼は作ってあるから、勝手に温めて食べてね」

「ま、どうせミックンのことだから、二次元相手の妄もう想そうに夢中で、食べるのは夕方になるよね」

　やかましい。とりあえず佐和だけでも、とっとと行け。

「僕なら大丈夫だから。行ってらっしゃい」

　好き勝手なことばかり言う家族に辟へき易えきしながらも、光宏はおとなしく手を振った。

　やがて三人が出ていく。それを笑顔で見送り、フッと息をつくと、途と端たんに家の中に静せい寂じやくが満みち溢あふれた。

　ああ、一人きりだ。これから半日弱、自分は誰だれにも邪じや魔まされることのない、真に一人きりの時間を手に入れたのだ。

「ちゃ、チャンス……」

　思わず「にへら～」と締しまりない笑みが浮かんだ。何がどうチャンスかって？　そりゃこっちも健全な青少年男子。いろいろ企たくらみが湧わいてやまないお年とし頃ごろだ。

「連れ込むガールフレンドもいない、か……。分かってないなぁ」

　呟つぶやきながら、よたよたとした足取りで階段を上り、二階の自室に向かう。

　確かに連れ込むようなガールフレンドはいない。でも、呼び出せる女の子は、今の光宏には山ほどいた。

　そう、ついに夢のイチャイチャタイムの始まりなのだ。二次元が相手だけど。

「さあて、誰にしようかな、と……」

　わくわくしながら机の前に座り、さっそくパソコンを起動させる。

　デスクトップに、歌川ミウミ──というか、紗衣の手がけた美少女イラストが表示された。彼女の個人サイト「ミラージュ・ネル」からダウンロードしたものだ。

　壁かべ紙がみにしたこの一枚以外にも、ストックはかなり溜たまっている。まさにより取り見取りだ。

　まあ、実際には紗衣が怒おこるから、そう簡単にはいかないのだけど。

　以前それとなく、「嫁よめを盗とられるのが嫌いやなら、ネットにアップしなければいいんじゃないですか？」と指し摘てきしてみたら、「どう考えても盗る方が悪いわよ」とつっけんどんに言い返された。まあ、そりゃそうだ。

　要するに、向こうも半ば意地でアップしてるのだろう。

「うーん、北原さんって結構頑がん固こだからなぁ……」

　そこがまたいいんだけど……などと思いながら、光宏は嬉き々きとして、イラストを保存してあるフォルダの中を眺ながめ回した。

　特に吟ぎん味みをやめるつもりはない。もっとも光宏の場合は意地ではなく、単純に本能に流されているだけだが。

「でも、カリンちゃんを出すのはやめた方がいいかな。北原さんのお気に入りみたいだし、かち合いやすいから──」

　してみると、アサミさんか、ナナコちゃんか。久々にナギサちゃんにも会いたいけど、あのスク水娘むすめと一対一だと、それこそ本当に間ま違ちがいを起こしそうで恐こわいし。

　あとは……ユキちゃんとか。うん、昨日みたいに邪魔が入らないところで、改めてツンデレ祭りってのもいいな──と思ったけど、考えてみたら今は佐和にいじめられた直後じゃないか。

「嗚あ呼あユキちゃん、何でよりによって君は……」

　愛くるしいツンデレ姫ひめの外見に隠かくされた秘密を思い出し、光宏はいま一度、深く溜め息をついた。

　ほんと、妹にそっくりとか、こういう時に悪い冗じよう談だんはやめてほしい。

「ええと、ユキちゃんはまた今度にするとして……ここは一つ、まだ呼び出してない娘こにしようかな」

　初期の頃に描かかれたイラストなどは、まだ自分はノータッチのままだ。いつだったか紗衣の家で動いてたのを見た程度である。

　本当にいろんなタイプの娘がいる。巫み女こさんとかネコ耳とか、あとは幼おさな馴な染じみとか妹とか。あ、妹はちょっと遠えん慮りよしとくとして。

「どうしよう。決まらない！」

　何しろ選せん択たく肢しが多すぎる。光宏は嬉うれしい悩なやみに悲鳴を上げながら、真しん剣けんに考え出した。

「うん、このまま迷ってちゃダメだ。確かに選択肢は多いけど、絞しぼり込む要素はあるはず。例えば……そう、シチュエーションだ。僕が今、どんなシチュエーションでハァハァしたいか。それを考えれば、絶対に一人に絞れるはず──」

　もう少しましなことを考えろ、という話だが。

「よし、僕は今家に一人きり。ついでに足を怪け我がしている。怪我、怪我……あ、介かい護ご？」

　うん、介護っていいな。足を怪我して動けないところに女の子が来て、いろいろと世話を焼いてくれるシチュエーション。何と理想的じゃないか。

　で、そういう娘に限って、ちょっとドジだったりするんだよな。ろくに看護なんかできないくせに、テキトーに包帯でグルグル巻きにしてきたり、手料理を振ふる舞まってくれるんだけど、味が凶きよう悪あくだったり。でも、それは全部彼女の優やさしさゆえの暴走なので、こちらも笑って許してあげながら、我が慢まんしてその酷ひどい手料理を口に……。

「いや、そこまでお約束に忠実でなくてもいいか」

　さすがに限度はある。で、結局。

「……誰にしよう」

　やっぱり決まらなかった。

　そりゃそうだ。そんなステキなプレイなら、いろんな女の子で試ためしてみたいのが人情というものだ。ツンデレにもお世話されてみたいし、メイドさんにだってお世話されてみたい。何なら巫女さんでもいい。足に悪あく霊りようが憑ついてますとか何とか言ってお祓はらいしてほしい。

　……とまあそんな感じで、煩ぼん悩のう全開ゆえになかなか選びきれず、至福の悩みに頭を沸ふつ騰とうさせること十分。

　ふと、光宏は思った。

「そういえば、北原さんのサイトって更こう新しんされてないのかな……」

　休日ともなれば、彼女が新作を上げている可能性は高い。これはチェックした方がいいかも。

　光宏はさっそく、慣れた手つきでインターネットブラウザを起動した。自動的に表示されるポータルサイトは、もちろん「ミラージュ・ネル」。何はなくとも歌川ミウミだ。

　パステルピンクと白をベースにした、可愛かわいらしいデザインのトップページが、画面いっぱいに広がった。

　片かた隅すみに更新履り歴れきが表示されている。最終更新日は──。

「今日だ！」

　予想どおりだ。光宏はすぐさまマウスを握にぎり締しめ、ギャラリーに突とつ撃げきした。

　画像の表示速度が遅おそいのは、やはり新作目当ての訪問者が殺さつ到とうしているからだろう。もどかしい思いをしながら待つこと十秒。ようやくサムネイル群の先頭に、まだ会ったことのない美少女の柔にゆう和わなフェイスが覗のぞき始める。

　紗衣がよく描く元気娘とは、少し雰ふん囲い気きが違う。いったいどんな娘だろう。

「全身像、全身像……」

　カチッとサムネイルをワンクリック。やはり反応が遅い。だが、真っ白な画面のトップに、タイトルだけはすぐ表示された。

　大きなフォントで「白衣の天使・メイ」とある。それが新作美少女の名前か。っていうか。

「ナース来たっ！」

　怪我をしているところへ、何というグッドタイミングなんだ。

　喜ぶ光宏の前に、やがてメイの全身像が現れた。

　紛まごうことなき純白のナース服に身を包み、背には白い翼つばさ。ナースキャップを載のせた頭の上には、光り輝かがやくエンジェルリング。なるほど、文字どおり白衣の天使だ。

　髪かみはウェーブがかった銀ぎん髪ぱつで、肌はだは透すけるように白い。細く垂れた眉まゆの下には、これまた垂れ目がちの柔和な瞳ひとみが窺うかがえる。小さな唇くちびるは優しげな微ほほ笑えみを形作り、その顔でこちらを見下ろす様は、まさに天の癒いやしと呼んでいい。

　外見年ねん齢れいは、自分より少し上といったところか。年上のお姉さんに思う存分身を委ゆだねるだなんて、至福以外の何ものでもないじゃないか。

「よし、介護させるしかない！」

　もはや迷う余地などない。光宏は家族がいないのをいいことに、パソコンに向かって、割と恥はずかしい台詞せりふを力の限り叫さけんだ。

「さあ来て、僕の天使様っ！」

　心がナース一色に染め抜ぬかれた、その瞬しゆん間かん──。
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「は～い、光みつ宏ひろさん、検けん診しんのお時間で～す♪」

　そんな柔やわらかな萌もえボイスとともに、パソコンのモニターから、メイがふわふわと抜け出してきた。

　背中の羽を動かし、一瞬宙に舞い上がった彼女は、そのまま光宏の前にスッと降り立つ。弾はずみで光る羽う毛もうが一枚、床ゆかに落ちた。

「私はメイ。今日からあなたのお世話を任された、新米天使です。よろしくお願いしま～す」

「は、はい！　こちらこそ、今後ともよろしくです！」

　丁てい寧ねいに挨あい拶さつされて、こちらも馬ば鹿か丁寧に頭を下げる。と、ちょうど都合よく、メイのスカートから伸のびた肉付きのいい美び脚きやくが垣かい間ま見みえた。白いストッキングを通して、柔らかな肌はだ色いろがうっすらと浮うかび上がっている。

「フフ、光宏さん、どこ見てるんですか～？」

　思わずストッキングフェチに目覚めてしまいそうな光宏を、メイは含ふくみ笑いで迎むかえ討うった。

「ダメですよ。足を診みるのは私の仕事ですからね？　は～い、右足上げてください？」

「は、はい！　どうもすみません……」

　真っ赤になって、言われるままに右みぎ膝ひざを持ち上げる光宏。つられて包帯を巻かれた足首が浮き上がり、メイの前に差し出される。

「あらあら、これは軽い捻ねん挫ざですね～」

　腰こしを屈かがめて患かん部ぶに顔を近づけつつ、メイは分かりきった見解を口にした。

　昨日医者に診てもらったとおりだ。まあ、どうせナースと言っても本物ではないのだから、ここから新たに医い療りよう的展開があるわけじゃない。

　だから、やってることはただの「お医者さんごっこ」だ。いや、それはちょっと表現的にアレかもだけど……。

「あ、あの、メイさん。僕の足どうですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。何日か安静にしていれば、すぐによくなりますよ♪」

　そう言いながら、メイは愛いとおしそうに、足首をスリスリと撫なで擦さする。

　包帯越ごしなのが何とももどかしい。それでも光宏は胸を高鳴らせ、「はふぅ」と歓かん喜きの吐と息いきを漏もらした。

　嗚あ呼あもっと感じたい。ナースでエンジェルなメイの癒しハンドを、この足首に──。

　そう思うと、自然と足首に神経が集中した。で、当然力が籠こもった。

　──ビキッ！

「ぁうっ！」

　急激な痛みが走った。

　思わず息を止め、涙なみだ目めになってプルプルと震ふるえる。痛んだのは足首だけだが、そのショックは瞬またたく間まに全身に伝わった。こうなると腕うでにさえ力が入らず、光宏はへなへなと全身を弛し緩かんさせ、椅い子すの上でぐったりしてしまう。

「光宏さん、どうしました～？」

「は、はい。死ぬかもしれません……」

「捻挫で人は死にません。フフ、絶対安静ですよ？」

　メイは優やさしげに微笑むと、背中の羽をパタパタと動かして、再び宙に浮かび上がる。そして光宏の背中に回り込み、介かい抱ほうするようにして、その身体からだを椅子から起こし上げた。

「よいしょっ」

　全身がふわっと必要以上に持ち上がる。いったい彼女の細腕にはどれほどの力があるのか。たちまち光宏は、いわゆる「お姫ひめ様だっこ」で抱かかえ上げられてしまった。

「め、メイさんっ？」

「大丈夫。ちゃんと支えてますから、このままベッドまで行きましょうね？」

　耳元で優しく答えたメイは、そのまま翼を動かして、ふわりと宙に浮く。なるほど、天使だけに飛ぶのか……って、あのこれ意外と恐こわいんですけど？

「あらあら、もじもじしちゃダメですよ光宏さん」

「いや、あの、こういうのって、かえって緊きん張ちようするんですけど……」

「あんまり動くと、落っこちちゃいますよ？」

「……それは嫌いやです」

　やはり安静にするしかない。光宏は覚かく悟ごを決め、目を閉じてすべてをメイに委ゆだねた。

　視界が閉とざされたせいだろう。おかげで心に幾いく分ぶんかゆとりができた。

　感じるのは、自分の肉体が重力から切り離はなされたかのような解放感。足はおろか、身体のどこにもまったく負担がかからない。

　これは決して悪くない。いや、むしろ良い。ていうか、別の意味でも心ここ地ちいい。

　何しろメイの息いき遣づかいや温ぬくもり、柔らかさが、ナース服越しに、こちらの身体にありありと伝わってくる。患かん者じやとしても男子としても、実に至福のひと時だ。

　ああもう、できればこのまま一日中浮いてたいな──。

「はい、到とう着ちやくで～す」

「早っ……」

　ぽふっとベッドの上に下ろされ、光宏は口元を引きつらせた。

　何てこった。この部屋、もっと広ければよかったのに。

「はいはい、横になってくださいね。足の下、クッション置いときますね？　こうやってちょっと上に上げて……あ、毛布はまだ被かぶらないでください」

　メイは笑え顔がおでそう言うと、光宏が被ろうとしていた毛布を引っぺがす。そして何を思ったか、不意にそのきれいな指を、光宏のシャツの裾すそにかけた。

「はい、脱ぬがしますよ～♪」

「はーい……って、ちょっと待って！」

　何をする気なんだこのナースは。

　慌あわてて腕でガードしようとする光宏。しかしメイはお構いなしに、それを横へ弾はじくと、無理やりシャツをたくし上げてしまう。たちまち内側の貧ひん弱じやくな裸ら体たいが露あらわになり、光宏は「いゃー」と羞しゆう恥ち心しんに満ちた悲鳴を上げた。

「あ、あの、メイさん？　いったい何事？」

「フフ、わきの下でお熱を測りま～す」

　スポンとシャツを引っこ抜ぬき、メイは笑顔で答えた。

　いつの間にか、片手に体温計を持っている。なるほど、それで脱がしたのか……って、本当に全部脱がす必要があるのかどうかよく分からないけど。

「さ、横になってください」

「はい……」

　釈しやく然ぜんとしないまま、しかし心のどこかでイケナイ喜びも覚えつつ、光宏は上半身裸はだかで仰あお向むけに寝ね転ころぶ。

「光宏さん、ズボンも脱がしますか？」

「そんなにいっぱい脱がさないでください……」

　どっかで口にしたような台詞せりふを再度吐はきながら、光宏は体温計の突とつ入にゆうを待った。

　体温を測るなんて、去年の冬に風邪かぜをひいた時以来だ。ただし人に測ってもらうのは、それこそ何年ぶりになるか。たぶん小学校の低学年が最後だったと思うけど……。

「えいっ」

　いろいろと記き憶おくを探さぐっている隙すきに、メイの体温計がわきの下をこじ開けてきた。金属部分のヒンヤリ感と、敏びん感かんなところをつつかれるむず痒がゆさに、光宏はまたも「いゃー」と甘い悲鳴を上げてしまう。

　ていうかメイさん。頼たのむから無む駄だに体温計でグリグリしないでください。

「ちょ、くすぐったいってば！」

「ああ、ジタバタしちゃダメですよ？　絶対安静で～す」

「だったらなおさら！」

　もはや診しん察さつも何もない。単に体温計で弄もてあそばれるプレイだ。

　光宏は「あうあう」と喘あえぎながら、くすぐったさに耐たえようと、懸けん命めいに全身を逸そらせて抵てい抗こうする。だがそれでもメイの攻こう撃げきはやまない。絶ぜつ妙みような角度で体温計の先せん端たんをわきの中心に押し込み、ニヤニヤしている。

　何というか、まるでセクハラだ。

　こうなっては光宏も、手足を振ふり乱して暴れるしかない。

「メイさんちょっと待って！　本当にもう……あうっ！」

　──ビキッ！

　思わず振り上げた右足の先で、またも嫌な感かん触しよくが走った。

　絶対安静──すっかり忘れていた。

「あら光宏さん？　急におとなしくなっちゃいましたね～。どうしたんですか？」

「は、はい。死ぬかもしれません……」

「大だい丈じよう夫ぶ。捻ねん挫ざで人は死にません♪」

　またも笑顔で同じことを言われた。光宏は力なく笑い返すしかなく、やがて熱を測り終えたところを見計らって、そそくさとシャツを着直した。

「36度２分……。うん、平熱です♪」

「まあ、べつに風邪とかじゃないですからね」

　捻挫だし。悪いのは足だし。

　いったいなぜに熱なんか測ったのか分からない。ケアをするなら、まず足首の方だろうに。

　……などと心の中でツッコんだものの、よくよく考えてみたらメイは二次元美少女。こちらの願望に従って行動しているだけである。ということは──今のお熱プレイは、単に自分の願望か？　だったら自分は、ナースという属性にどれだけ変な期待を抱いだいてるんだ？

　何だか全国の看護師さん達に対して申し訳ない気持ちでいっぱいになり、光宏は毛布を首もとまで引っ張り上げた。

　絶対安静。もう、このままおとなしくしていよう。ナースなエンジェルが思いっきりこっちを見つめてるのが、気になってしかたないけど……。

「あの、光宏さん……」

「何ですか？」

「ごめんなさい。お熱より先に、足を診みるべきでしたね……」

　不意にメイが謝ってきた。しかも、とんでもなくしょんぼりした顔で。

　もしかして、「熱より先に足だろ」というこちらの考えが、そのまま猛もう省せいという形でメイに反映されてしまったのだろうか。だとしたら──それこそ申し訳ない。

「私まだ新米だから、全然気が回らなくて……。ああ、また大天使様に怒おこられてしまいます！」

「いや、悪いのは僕なんだから、そこまで気に病やまなくても……」

　ていうか、そこは大天使様なんだ。先せん輩ぱいナースではなく。

　地味に天使設定を生かしながら反省するメイに、光宏はできるだけ優やさしげに声をかけた。

「メイさん、そんなにしょげないで。僕の方こそごめん……」

　本気でへこまれると、光宏としても辛つらいだけだ。せっかくの休日、自宅で萌もえっ娘こと二人きりだというのに、湿しめっぽい空気にはなりたくない。

　今はとにかく軌き道どうを修正したい。そう思い、光宏は努めて明るく言った。

「あ、そうだメイさん、今度は包帯を取り換かえてくれないかな」

「はい。包帯ですか？」

「うん。昨日からこのままで、ちょっと気持ち悪いから。いい？」

「ええ、喜んで！」

　すぐに笑え顔がおを取り戻もどしたメイは、どこからともなく、真新しい包帯を取り出した。光宏もそれに応じて、毛布の中から右足を出す。

　昨日病院で巻いてから一日経たって、次し第だいに形が崩くずれつつある。自分で巻き直しにも挑ちよう戦せんしてみたのだが、なにぶん器用な方ではないので、なかなか上手うまくいかない。

　かと言って、母や父に頼もうにも、今日の準備に追われて忙いそがしそうだったし、唯ゆい一いつ暇ひまそうにしていた佐和も、そんな兄想おもいのサービスなんてしてくれるはずないし──。

　だから、巻き直してもらえると非常に助かる。

「それじゃさっそく、これ取りますよ～？」

　メイの指が、古い包帯をスルスルと解ほどく。すぐに足首から搔そう痒よう感が消え、汗あせばんだところを外気が撫なでた。加えて萌えナースの細い指先が、敏びん感かんな足の裏をちょこちょことつついてくる。

　仄ほのかなくすぐったさに、思わず足がひくつく。

「あ、動いちゃダメですよ？　また痛みますよ？」

「はいぃ、ごめんなさい」

　口では謝りながらも、顔はニヤニヤしながら、光宏は自分の足元にしゃがみ込むメイを見た。

　さっきの新しい包帯を、新たに巻く分だけ伸のばしている。長さにして、ざっと十メートルぐらい……って、いくら何でも長すぎでは？

「あ、あの、メイさん？　それは？」

「包帯ですよ～。これでしっかり患かん部ぶを固定です♪」

「いや、それはすっごく分かるんですけど、そんなに大量に使うものなんですか？」

「大丈夫です。ナースを信じて、光宏さんは安静にしててくださいね♪」

　いや、安静はいいけど、明らかに何か変だし。

　得体の知れない不安を抱き始めた光宏が見守る中、メイは包帯をギュッと扱しごくと、それをおもむろに患部に押し当てた。

「あうっ！」

　突とつ然ぜんの痛みに光宏が喘あえぐ。

　しかしメイはそんなことお構いなしに、かなりいい加減な手つきで、足首をグルグル巻きにし始める。もちろん、十メートルを使いきろうかという勢いで。

「メイさん！　ソレなんか違ちがう！」

「大だい丈じよう夫ぶ。看護はナースに任せて、光宏さんは安静に♪」

「でも！　でも！」

「あ、もしかしてきつすぎましたか～？」

　そういう問題じゃねぇ。

　光宏は愕がく然ぜんとした面おも持もちで、足首を固めつつある巨きよ大だいな包帯団だん子ごを眺ながめた。中にギプスが入っているわけでもないのに、この大きさはない。

　患部を労いたわる気など欠片かけらもないかのような、真ん丸に固まった包帯──。これ、すごく見覚えがある。よく漫まん画がとかである表現だ。ていうか、さっき自分で想像しなかったっけか？

　──ろくに治ち療りようなんかできないくせに、テキトーに包帯でグルグル巻きにしてきたり……。

　そう、これだ。この部分だ。

　ドジな女の子にお世話されたいという願望を、確かに自分は抱いた。だから直後に呼び出されたメイは、その願望を如によ実じつに反映した、と……。

「つまり……これであってるのか？」

　わけが分からなくなり、光宏はひたすら首を傾かしげた。

　まともな治療より萌えを優先するか。それともやっぱり健康を大切にするべきか。この究極的な天てん秤びんを制したのは、あくまで萌えの方だった──と？

　してみると、自分はただの大バカ野や郎ろうじゃないか。

「いや、いくら何でもこれはないよな……」

　己おのれの右足首を覆おおう壮そう絶ぜつな違い和わ感に、光宏は大きく溜ため息をついた。

　その隣となりでは、包帯を巻き終えて満足げなメイが、天使の笑みをニコニコ浮うかべていた。
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「光みつ宏ひろさん、足の具合はいかがですか？」

　ベッドに横たわる光宏に、メイは優しげに声をかけてきた。

　この気き遣づかいが心ここ地ちよいような、わざとらしいような。何とも複雑な気持ちになりながら、光宏はそれでも笑顔で応こたえる。

「おかげ様で、だいぶ痛みは薄うすれました……」

　まあ、噓うそではない。相変わらず違和感だけはあるけど。

　足首にできた巨大な塊かたまりを見るたびに、どうしようという気持ちが湧わいてくる。これ、たぶん家族が見たらギョッとするだろうな。その前にこっそり解いとかないと……。

「あの、光宏さん？」

「何ですか？」

「……もしかして、解いた方がいいですか？」

　またもしょんぼりした顔で見つめられた。どうもさっきからメイの反応は、いちいちこちらの心に敏感すぎる。

「いや、大丈夫だよ。あはは……」

　またも湿しめっぽくなりそうで、光宏は慌あわてて笑え顔がおで誤ご魔ま化かした。

　これ以上メイを落ち込ませたくはない。今はとにかく気を紛まぎらわせよう。そのためには……そうだな、食事でもするのが一番か。

「メイさん、僕、そろそろお腹が空すいてきちゃった。台所にお昼ご飯があるんで、運んできてもらえません？　一いつ緒しよに食べましょ？」

「はい、喜んで！」

　光宏の提案にメイは元気よく返事をすると、背中の羽を動かして、ふわりと宙に浮き上がった。そして部屋から廊ろう下かへ出て、一言。

「あの、台所ってどっちですか？」

「一階です……」

　うん、何かまた不安になってきた……けど、任せるしかないか。こっちはもう歩けないんだし。さすがにこの団子を引きずって階段を下りるのは危険すぎる。

　ただ、それだとメイが台所でどんな挙動を取るか、まったく分からないわけで。

「気になる……。メイさん、食事の置いてある場所分かるのかな。ていうか、電子レンジとかちゃんと使える？」

　光宏の不安は、ただひたすらプクプクと膨ふくらんでいく。しかしそれもつかの間、すぐにメイが手にお盆ぼんを持って戻もどってきた。その上には、湯気の立つ土ど鍋なべが一つ。

「メイさん、ずいぶん早いですね」

「フフ、光宏さんのために、頑がん張ばって作りましたから」

　いや、それ速度と関係ないし。それに「作りました」って？

「ええと、それは？」

「はい。お粥かゆです」

「あの、べつに僕、風邪かぜではないんですけど……」

「熱いですから、フーフーしてあげますね？」

　ああもう、嚙かみ合ってないよ、メイさん。これっていわゆるトンチンカン萌もえ？

　とりあえず、目の前でスプーンに盛ったお粥にフーフーと吐と息いきを吹ふきかけている白衣の天使は、それだけで充じゆう分ぶんな破は壊かい力だ。よし、この際ツッコミはするまい。怪け我がだか風邪だかはっきりしないこのシチュエーションだって、自分のいろんな願望が混ざって反映されているだけなんだから。

「はい、アーン」

　メイが自分の口を大きく開け、光宏に食べるよう促うながしてくる。そんな誘さそわれ方をすれば乗るしかない。光宏もまたあーんと口を開け、スプーンの先ごと、作りたてのお粥をパックリ頰ほお張ばった。

　口の中に、温かな感覚が広がった。あと、猛もう烈れつな塩気と苦味と糖分と酸と、何かハバネロっぽいのが。

「グッ！」

「光宏さん、美味おいしいですか～？」

「ググッ！」

「頑張って作りましたから、いっぱい食べてくださいね～？」

「グググッ！」

「お替かわりもありますよ～？」

　すみません。少しは察してください……。

　光宏は涙なみだ目めになって、首を猛烈に横振ぶりする。とてもじゃないが、味わえたものではない。

　ああでも、これもさっき妄もう想そうしたとおりだ。ヒロインが作ってくれる手料理は不味まずいのが定番なんだよな。でもってそれを無理やり完食するのが主人公の務めなんだよな。うん、これだってシチュエーションプレイの一いつ環かんじゃないか。よしここは一つ頑張ってこれを──。

「あの、光宏さん？　目が血走ってますけど大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ごめんなさい。見み逃のがしてください……」

　ティッシュに口の中身を吐はき出し、光宏はぺこぺこと詫わびた。正直、一口目を呑のみ込むことすら困難だった。

　ああ、どうせ自分には、ラブコメの主人公並みの根こん性じようなんてないさ。そもそも何が哀かなしくて、胃い潰かい瘍ようと食中毒の危険を冒おかしてまで、お約束のワンシーンを再現せねばならんのか──。

　そう開き直るのは簡単だった。しかしメイの曇くもり顔が、たちまちその気持ちを罪悪感に塗ぬり替かえる。

「光宏さん、もしかして、不味かったですか……？」

「いや、あのその……」

　思わず言い淀よどんでしまう。どうやら──またも自分は、やらかしてしまったらしい。

　勝手なシチュエーションを妄想して、それを実行して失敗して、その反省を女の子に押し付けて……。どう考えても、男として最低じゃないか。

　光宏はどうにか笑顔を作り、「ごめんなさい」ともう一度謝った。

「メイさんが悪いんじゃないです。いつも僕の頭に、こういう話ばかり刷り込まれているから……」

　そう、ドジっ娘こ最高とか言って喜んでる場合じゃないんだ。本来は。

　しかしメイはその謝罪に頷うなずくことなく、健けな気げにお盆を持って立ち上がる。ただ光宏の世話をするのだという、強きよう烈れつな使命感に駆かられて。

「私、すぐに作り直してきます！」

「いえ、それはご遠えん慮りよください！」

　再び台所へ向かおうとする大ボケナースを、光宏は慌あわてて引き止めた。これ以上ドジを振り撒まかれても困る。

「きゃっ、お粥が零こぼれます！」

　そうそう、こんな風に──て、え？

　一いつ瞬しゆん我が耳を疑おうとした光宏の視界に、土鍋から派手に飛び出す、ふやけた米こめ粒つぶの大群が映った。

　ああ、何やら大惨さん事じっぽいな……。

　ぼんやりとそんなことを考えながら、お粥の落下予測地点を目で追う。もはや他人ひと事ごとのようにして誤ご魔ま化かすしかなく。しかしその誤魔化しが無む駄だな努力なのは明らかで。

「僕の足、か……」

　逃にげることは叶かなわない。捻ねん挫ざした右足首に、瞬またたく間まにライスの雨が降り注いだ。

　本来ならば火やけ傷どするような熱さに違ちがいない。それでも光宏が悲鳴を上げずに済んだのは、ひとえに足を守る巨きよ大だい包帯団だん子ごのおかげだ。不幸中の幸いとはこのことか。

「ご、ごめんなさい！　今すぐ外します！」

　メイが慌てて駆け寄り、包帯を解ほどいていく。これまた、光宏の望みが叶ったことには違いなかった。妙みように皮肉っぽい話なのが気になるけど。

「光宏さん、大丈夫ですか？」

「はい。僕なら大丈夫です……」

　光宏はそう言いながら、ふうと溜ため息をついた。

　何だか無性に疲つかれる。これはもう、メイとのお医者さんごっこ（仮か称しよう）は諦あきらめて、本当におとなしく寝ねているべきなのではないか。

　たぶんそれがベストだ。「絶対安静」は、昨日医者にも言われたことだし。

「メイさん、僕、ちょっと寝ますね」

「あら、では私が添そい寝を……」

　うん、それは元気になったらぜひお願いしたいところだけど、今はいいや。

　光宏は苦く笑しようし、身体からだを起こした。

「メイさん、肩かたを貸してもらえます？」

「はい。いいですけど、寝るんじゃないんですか？」

「うん、その前にちょっとトイレに……」

　それは本当に、何の気なしに出た言葉だった。しかし──光宏の深層心理には、やはりまだ良からぬ願望が燻くすぶっていたに違いない。そしてその願望は、当然メイへと反映される。

　彼女が突とつ如じよ顔中を真っ赤に染め上げた。さっき美び脚きやくを観察された時ですら、平然としていたのに。

「あ、あの、光宏さんっ！」

「え、どうしたの？」

　いきなり大声を出されて戸と惑まどう光宏に、メイは身体をガクガク震ふるわせながら、涙なみだ目めで訴うつたえかけてきた。

「私、その……まだ新米なもんで、こういうのは初めてなんですけど……」

「はあ。ええと、何事です？」

「はいっ！　あのっ！　頑がん張ばりますっ！」

　そう叫さけび、彼女はどこからともなく、ポンとガラス製の容器を取り出した。

　大きめのボトルを折り曲げたような形で、片側に取っ手が付いている。これはどこからどう見ても……。

「いやメイさん！　さすがにそこまでは望みません！」

　いくら正しい介かい護ごの一環だからって、さすがにそれは危険な一線を越こえかねない。

　光宏は慌てて首を横に振り、逃げるようにして立ち上がった。ただ、気が動転しているために、正常な判断はできない。つい普ふ段だんの癖くせで、右足に体重をかけてしまう。

「あぅわっ！」

　とんでもない痛みが神経中を走り抜ぬけ、ついに光宏は倒たおれた。

　顔中が苦く悶もんに歪ゆがむ。今の痛み、明らかにただ事ではない。

「何だこれ。ちょっと変かも……」

　泣きながら、そう口にした。

　ずっと巨大団子で間違った方向に固められていたせいだろう。光宏の捻挫はこの数時間で、著しく悪化していた。
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「いったい何をやってるんだ、僕は……」

　メイに運ばれた一階のトイレにひとり籠こもり、光みつ宏ひろはそっと呟つぶやいた。

　外の廊ろう下かでは彼女が待っている。さすがに中までは一いつ緒しよに入らせなかったが、今はそんなシチュエーションごっこを楽しんでいる場合でもない。

　何しろ、悪化を知ってからのメイの落ち込み具合ときたらなかった。光宏にしてみれば、すべてこちらが自分で撒いた種だというのに。

　何だかこれ以上彼女と一緒にいるのが辛つらい。いっそのこと、絵の中に戻もどしてしまおうか。

　二次元美少女は召しよう喚かん主しゆの願望を反映する。こちらが本気でその存在を望まなければ、元の二次元に還かえっていくだけだ。

　ただ──その場合、メイはどう思うだろう。

　勝手に呼んでおいて、まずいと分かったらすぐにお役ごめんだなんて。これが普通の生身の女の子なら、絶対に怒おこったり悲しんだりするんだろうけど……。

　きっと二次元のことだ。光宏の選せん択たくをあっさりと受け入れてしまうに違いない。

　彼女の心は、あくまで仮かり初そめなのだから。

「ああ、ダメだ。こんなこと考えちゃ……」

　何だか自分が嫌いやなやつに思えて、光宏は思いっきり首を横に振ふった。

　まあ、とりあえず今は部屋まで連れていってもらって、後のことはそれから考えよう。それに、この足を放ほうっておくわけにもいかない。本当ならメイに構ってないで、早く病院に行くべきなのだ。

　しかし病院に行ったところで、この急激な悪化をどう説明したものか──。

　フゥと溜め息をつき、光宏はトイレのドアを開けようとした。と、その時。

「あら、電話ですね」

　ふとメイが、ドア越ごしにそんなことを言った。

「え、電話？」

　ハッと気がつくと、なるほど、廊下の方でベルが鳴っている。誰だれだろう。家族からかな。きっと心配してかけてきたんだ。そうに違ちがいない。

「私、代わりに出てきますね？」

「いや、それはまずいです」

　一人息子が留守番してるはずの家で、萌もえボイスの女の子が出たら、その後家族間で何かと揉もめかねない。

「大だい丈じよう夫ぶです。光宏さんはごゆっくり♪」

「ええと、メイさん？　それ、割と困るかもですよ？」

　光宏が言っても聞いちゃいない。すっかりマイペースと化した白衣の天使は、パタパタと羽音を鳴らして、電話機の方へ飛んでいった。

「はいもしもし、光宏さんのお家うちですが……はい？　ええ、メイは私ですけど。何ですか？　私の色……ですか？」

　いや、何訊きかれてるのよ、その電話。

　妙みように不ふ穏おんな空気を感じ取り、光宏は心配げにトイレから顔を出した。電話で女性が色を訊かれるっていうと──やっぱりアレか？

　うん、自分のイメージだと、メイの場合は純白と見せかけて、実はそこだけ赤なんだけど──って、んなこと考えてる場合じゃない！

「メイさん、すぐ切って！」

　光宏が叫んだが、相手の方がワンテンポ速かった。無む垢くな天使は頰ほおを恥はずかしそうに染めながら、受話器に向かって一言。

「赤です……」

　実に正直に呟いた。

　ああ、何てこった。やっぱり自分の願望どおりだ。

「メ、メイさん。受話器をこっちに……」

　光宏は廊下を這はいずりながら、メイの方に向かう。それに気づいた彼女が、受話器のコードを引っ張って差し出してきた。

　何やら足元がもじもじしている。恥じらいのポーズとしては大変アリだが、どこの輩やからとも知れぬイタズラ電話のせいでこうなってるだなんて、やはり男子として許すわけにはいかない。

　光宏は急いで受話器をひったくると、すごい剣けん幕まくで叫さけんだ。

「オイお前！　こんど変な電話をかけてきたら、た、ただじゃおかないからナっ！」

　声が裏返った。無理にドスを利きかせようとしたのが悪かったらしい。

　とはいえ、これでイタズラ電話の主も慌あわてて切るだろう──と思ったのだが、どうやら向こうも一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。光宏の一いつ喝かつなど気にも留めず、なおも受話器越しに荒あらい息を吐はきかけてくる。

　男ではない。女の声だ。

『ハァハァ、メイたん、赤なんだね？　ねえ、白と見せかけて赤なんだね？』

　何だ、この非常にどこかで聞き覚えのある喋しやべり方は。

「……切るぞ？」

　光宏は表情を凍こおりつかせて、静かに通話を切った。

　そのまましばし放心する。今までお医者さんごっこ（仮か称しよう）に精せい一いつ杯ぱいで、こうなる可能性をすっかり忘れていた。

　そう、紗さ衣えが新作を発表した以上、月つき代よが動き出すのは当然じゃないか。しかも、あっさりとメイの居場所まで突つき止めてるし。だいたいうちの電話番号をどこで知ったんだ。また違い法ほうな手でも使ったか。

「あの、どなただったのでしょうか？」

「うん、気にしないでください。ていうか部屋に戻りません？」

　不思議そうに訊たずねてくるメイに、光宏は曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。

　メイもそれ以上は追つい及きゆうしてこない。再び光宏をお姫ひめ様だっこし、羽ばたいて上階へと向かう。形だけ見たら、すっかり男女的に逆様だ。

「ああ、メイさん、ちょっとストップ」

　二階の廊ろう下かまで来ると、光宏はそう言ってメイを止めた。目的はただ一つ。ここに置かれている、電話の子機だ。

　コードレスのそれを手に取り、しっかりと確保する。今度電話がかかってきたら、メイよりも先に自分が出られるように。

　これ以上彼女に電話番をやらせては危険だ。だいたい何ゆえ正直に答えてしまったんだ、このナースは。

「はい、光宏さん。お部屋に戻もどりますよ～」

　光宏を抱だきかかえたまま、メイはドアの方へとふわふわ移動した。その口ぶりは、さっき落ち込んでいた時と比べれば、だいぶ緩ゆるやかになっている。

　もしかして──月代のイタズラ電話が、上手うまいこと気持ちを切り替かえさせてくれたのだろうか。メイの……というより、光宏の気持ちを、だが。

　いや、だからって、あんなドヘンタイに感謝するわけにはいかないし。

　光宏が複雑な気持ちに陥おちいっている間に、メイはその身体からだを抱きかかえて部屋へと入る。そして光宏をベッドの上にそっと横たえると、不意に辺りをキョロキョロしてから、慈じ愛あいと悲ひ哀あいの籠こもった眼まな差ざしで、こちらの顔を見下ろしてきた。

「あの、光宏さん」

「……どうしました？」

「あの……ずいぶんたくさん聖書がありますね」

　いや、それ全部萌もえ本ですから。ある意味聖書だけど。

　だいたいそんなことをしてる場合じゃない。今は月代の対策を考える方が先だ。

「そうだ。月代なんだ……」

　光宏は思わず頭を抱かかえた。この状じよう況きよう、かなり危険すぎる。

　あのヘンタイ娘むすめは遠えん慮りよというものを知らない。遅おそくとも一時間以内には、窓を突き破ってこの部屋に堂々と乗り込んでくるだろう。過去に同じことを仕出かしているから間ま違ちがいない。

　で、そうなれば、メイが何をされるか分かったもんじゃない。しかも助ける手段はなし。自分は怪け我が人だし、紗衣はもちろん不在だし。

「うわ、最悪だ……」

「どうしたんですか？」

　聖書の一冊を手に取って眺ながめていたメイが、不思議そうに訊ねてきた。

「光宏さん、この聖書、皆みなさん下着が見えてます。ちょっとエッチですね……」

「それはしまってください……」

　何てものを閲えつ覧らんしてるんですか、あなたは。

　光宏が真っ赤になった、その時──。

　不意に窓の外で、異様な影かげが蠢うごめいた。

　でかくて真ん丸な物体。その下部から、長くて太い何かがたくさん生えている。それがもそもそと動いて窓ガラスを擦こすっているのは、中に入ろうとしているからに違いない。

　もし光宏の目に誤りがなければ──それは間違いなく、月代の操あやつる巨きよ大だいダコだった。

「メイさん、逃にげるんだっ！」

　光宏は叫さけぶと、急いで起き上がり、彼女の身体をドアの方に向けて押し出した。

　あのゴスロリ悪魔が、今にも窓からこの部屋に突とつ入にゆうしてくるのだ。それを防ぐためにはただ一つ。廊下の方へ逃げるしかない。

「光宏さん、どうしたんです？　何があったんですか？」

　ただならぬ気配に、メイが恐おそる恐る訊ね返してくる。だが光宏はそれに答える余よ裕ゆうもない。とにかくメイを誘ゆう導どうしようと、立ち上がろうとする。が、足の痛みがそれを許さず。

「あっ！」

　思わず悲鳴を上げて、光宏はその場に倒たおれた。まだ自由に歩ける状態じゃない。

　それでも諦あきらめきれず、ベッドからズリズリと這はい落ちて、どうにかメイの足元まで辿たどり着く。

「あの、光宏さん？」

「早く廊下へ！　急いでっ！」

「はい！　何だかよく分かりませんけど、光宏さんも一いつ緒しよに！」

　メイはそう言うと、すぐさま光宏の身体を抱だき上げ、ふわふわと廊下に飛び出した。何というか……最初からこうした方が早かったような。

「ええと、ドアを閉めてください……」

　すっかり介かい護ごされっぱなしなことにしょぼくれつつ、光宏はメイに言って、部屋のドアを閉めさせた。

　あとは外から重おも石しでも置ければ、とりあえずのバリケードにはなるか。まあ、そんなことをしたって無む駄だだろうけど。

「どう考えたって、あいつが素す直なおに帰るわけないよな……」

　どうせ別の窓から入って、家や捜さがしに取りかかるに違いない。こんな廊ろう下かの真ん中にいたのでは、すぐに見つかってしまう。

「メイさん、どこか安全な所に逃げてください。このドアは僕が押さえてるから」

「そんな！　患かん者じやを置いて逃げだすなんて、私にはできません！」

　いや、そんなナースっぽいこと言ってる場合じゃないでしょうに。

　どうしてこの土ど壇たん場ばでそうなるか。これなら本当に、さっさと絵に戻ってくれた方が──。

　そこまで考えて、光宏はハッとした。

　もし、だ。もしメイが絵の中に戻ってくれれば。

（……すべて丸く収まるんじゃないか？）

　月代は襲おそう相手がいなくなる。メイは恥はずかしい想おもいをせずに済む。そして自分は──これ以上、メイのドジな介護に振ふり回されずに済む。

　そう、何もかも解決してしまうのだ。

　さっきトイレで考えた時と同じだ。一緒にいて大変な目に遭あうぐらいなら、メイにはここで帰ってもらった方がいい──。

　この瞬しゆん間かん、光宏がそう考えたのは間違いなかった。

　ただ……本当にそれでいいのかという疑問は、やはりすぐに湧わいてきた。

（いや、いくら何でも勝手すぎるよ。メイさんは何も悪くないのに……）

　自分の都合だけで女の子を振り回すなんて、最低じゃないか。

　絵の中のキャラには人格がない──。いつだったか月代が言っていた言葉だ。そして、さっき光宏の心に浮うかんだことでもある。

　けど──それは本当なのだろうか。どんなに疑ぎ似じ的とはいえ、メイが微ほほ笑えみ、あるいは落ち込むのは、そこに心があるからではないのか。

　たとえそれが、こちらの願望で勝手に創つくり上げたものであろうとも。いかに仮かり初そめであろうとも。メイの中に宿った魂たましいを、ここで否定してしまうわけにはいかない。

　一瞬でもメイがいなくなればいいと思った自分が、恥ずかしい。

　彼女の腕うでに抱かれながら、光宏が胸を痛めた刹せつ那な──。

　不意にどこかで電話のベルが鳴り響ひびいた。

　思わず息が止まりそうになった。こんなタイミングで鳴るなんて、いったい誰だれからだ。

　月代か、それとも別の誰かか。どのみち無視はできない。相手が月代なら、向こうの動きを知るチャンス。あるいは別人なら……助けぐらいは求められるだろうか。状況が状況だけに、説明がかなり難しいけど。

「……また電話ですね」

　メイも心なしか、声を潜ひそめて話しかけてくる。

「私、出た方がいいですか？」

「いや、僕が出ます。ていうか子機はどこに？」

　一階の廊下とは別に、この二階にも子機が置いてあったと思うんだけど……って、そういえば、さっき自分で回収したんだっけ。メイを電話に出させないために。で、今は？

「あ、部屋に忘れてきた……」

　何てこった。ダメすぎる。

「あらあら。じゃあ取りに戻もどります？」

「いや、それは絶対アウトだから」

　そんなことで部屋に入ったら、せっかく廊下に逃げ出した意味がない。中で月代と鉢はち合あわせしてしまう。

「メイさん、一階まで運んでください。僕が電話に出るから……」

「は～い」

　メイは小声で返事をすると、光宏をお姫ひめ様だっこしたまま、ふわふわと階段を伝って一階へと下りていく。目指すは玄げん関かんのそばにある電話の親機だ。

　だが一階に着き、そちらへ向かおうとしたその途と端たん、ベルの音があっさりと途切れた。

　切れたのか。いや、それとも……誰かが出た？

　光宏の目が、階段の上へと向けられる。この親機以外で電話に出られるのは、自分の部屋に残された子機のみ。そしてその子機を手に取ることができるのは、自分でもメイでもない、第三の人物。すなわち、さっき窓に映った怪あやしい影かげ──。

　要するに、部屋に入ってきた月代以外にあり得ない。

　光宏のそんな不安は、すぐさま現実のものとなった。二階の部屋から、人の声が聞こえてきたからだ。

「──はぁい、もしもーし？」

　明らかに電話に出ていた。

　距きよ離りがある上に、ドアまで隔へだてた先だから、相手の正体ははっきりとは分からない。しかしそのくぐもった声は、女のもので間ま違ちがいない。となればもう、月代しかあり得ないじゃないか。

「……逃にげなきゃ」

　光宏は緊きん迫ぱくした面おも持もちでそう言った。

「早く逃げなきゃ！　あいつが来る！」

「光宏さん、逃げるってどこへ？」

「どこでもいいから、とにかく逃げる！」

　とは言うものの、こんな具合に二人でふわふわしてては、一気に遠くへ行けるわけもない。どこか近くに手て頃ごろな隠かくれ場所はないかと、光宏は辺りを見み渡わたした。

　真っ先に目に飛び込んだのは、バスルームの脱だつ衣い所だった。奥に浴室を控ひかえ、洗せん濯たく機きと洗面台に囲まれた狭せまい空間。人が二人入るには窮きゆう屈くつだが、あそこには隠れるのにもってこいの設備が備わっている。

　すなわち、鍵かぎだ。

「あそこだ！」

　光宏が指をさすと、メイもそれに従ってふわふわと移動した。

　二人して脱衣所に飛び込み、内側から鍵をかけた。これでしばらくは持ち堪こたえられるはずだが──しかし相手はあの月代。萌もえっ娘こにイタズラするためなら、人のうちのドアぐらい平気で壊こわしかねない。

「メイさん、下ろしてもらえる？」

「え？　はい……」

　床ゆかにそっと下ろされた光宏は、その身体からだをロックしたドアにもたれかからせる。これで少しでもバリケードの代わりになればいいけど。

「あの、光宏さん？」

　メイが不思議そうな顔で訊たずねてきた。

　そういえば──彼女はまだ、肝かん心じんなことを知らないのだ。

「いったい私達、何から逃げてるんですか？」

「あぅ、それは……」

　どう答えたものか。もしメイが今までの女の子達と同じなら──彼女は、自分が「絵」であるとは自覚してないはずだ。

　そんな娘に、今の状じよう況きようをどう説明する？　天使だけに、「ヘンタイ悪あく魔まが攻せめてきた」とでも言うか。いや、それ以前に月代の危険性をどう説明したものか。詳くわしく説明すればするほど、それだけでセクハラになりかねない。

　いろいろな意味で途方に暮れる光宏。だがすぐに、ドア越ごしに廊ろう下かを近づいてくる足音を耳にして、そんな余よ裕ゆうもなくなってしまう。

　月代だ。こちらを追って、二階から下りてきたに違いない。

「……来た！」

　小声でそう叫さけぶと、光宏はメイに向かって、奥のバスルームへ入るよう目で合図した。

「光宏さんも一いつ緒しよに……」

「ううん、僕は大だい丈じよう夫ぶだから」

　自分を抱だき上げようとしたメイの手を押し返し、光宏は言った。これぐらいの距離なら、彼女に頼たよる必要はない。

　光宏は己おのれの身体を叱しつ咤たすると、よろよろと腰こしを浮うかし、そのまま前のめりに倒たおれるようにして、バスルームへ飛び込んだ。

　磨すりガラスのドアを押し開け、水すい滴てきのまぶされたタイルの上へ。それから座り込み、再びドアを閉め鍵をかける。この二重のロックなら、おそらく安全だとは思うが──。

　それでも不安は拭ぬぐい切れず、光宏は低い天てん井じようを仰あおいだ。

　右足がえらく痛む。少し無理をして動かしたせいか。

　そっと擦さすっていると、すぐそばに立ったメイが、心配そうな顔でこちらを見下ろしてきた。

　この部屋で女の子と二人きりになるのは……二度目だ。前回は、かなり内容がピンク色だったけど。

「光宏さん、ごめんなさい……」

　ふとメイが、哀かなしげに顔を歪ゆがめた。

「私の治ち療りようが下手だから、光宏さんがこんな苦労をする羽目に……」

　ああ、まだそれを言うか。

　いや、まだそれを言わせるか、自分は。

「メイさんは悪くないです」

　だから大丈夫です、と光宏は答えた。額に浮かんだ脂あぶら汗あせは隠せないだろうけど、それでもどうにか笑え顔がおだけは見せておく。

　すぐ背後では、脱衣所のドアを叩たたく音が聞こえる。もうここに立て籠こもるしかない。

「メイさん、こっちへ……」

　彼女の手を引いてしゃがませる。ちょうど、自分と頭の高さが同じになるように。

　顔が近い。でも、やましい気持ちは湧わかないし、湧かせない。

「一緒に、ここにいましょう」

「光宏さん……でも、それじゃ逃にげ切れません。ここは光宏さんだけでも」

「それは駄だ目めです、メイさん」

　意味がない。月代の狙ねらいが彼女である以上、光宏が一人で逃げても何にもならない。

「メイさんを呼び出したのは僕なんです。だから僕には、メイさんを守る責任があるんです」

「でも……それは逆なのでは？　だって私はナース。あなたの看護をする身ですから──」

「そんな設定、どうだっていい！」

　つい語気を荒あらげていた。荒げずにはいられず、光宏はその衝しよう動どうを己の手に込こめて、メイの腕うでを摑つかんだ。

　離はなすまい、見捨てるまいという一心で。

　そして、言った。

「メイさん、あなたは──二次元です」

「……何のことですか？」

　ああ、分からなくたっていい。でも、これだけはどうしても伝えたい。

「二次元のあなたを生み出したのは、僕や北原さんや月代みたいな、三次元の人間です」

　萌もえという、恋れん慕ぼにも似た感情を──あるいは欲よく望ぼうをぶつけられ、この世に仮かり初そめの命を与あたえられた存在。その魂たましいは、人格と呼ぶにはあまりに虚うつろすぎるけど。

「でも──だからこそ、僕は思うんです。二次元の女の子が、三次元の人間のために辛つらい想おもいをするなんて、絶対許されないことなんだ、って」

　そう、絶対に許されない。勝手な願望に支配されて自分を責めたり、欲望の捌はけ口になったりなんて、どんなにその魂が仮初めでも、許されるはずがない。

「だからメイさんも、自分を責めないでください。僕のために傷つかないでください。そんなメイさんを、僕は見たくありません。だって僕は──」

「光宏さん……？」

　首を傾かしげるメイに、光宏は叫んだ。

「僕は二次元が大好きだから！　メイさんのことが、大好きだから──」




　その言葉が、どうやら「きっかけ」になったようだった。

　メイの身体からだに変化が起きた。全身が光り輝かがやき、浴室に柔やわらかな温ぬくもりが溢あふれていく。

「メイ……さん？」

　あまりに眩まばゆい美しさに目を見開いた光宏に、メイはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「光宏さんの言うことはよく分かりませんけど……私のことが本当に好きだっていうのは、ちゃんと伝わりましたから」

　そう言って身を屈かがめ、光宏の足へ。

　腫はれの引かない痛々しい足首へ。

　その唇くちびるを、優やさしく押し当てた。

「あ……」

　ついさっきまでの痛みが、たちまち噓うそのように和やわらいでいく。腫れが引き、縛しばられていた包帯の痕あとも薄うすれ、もはやそこに捻ねん挫ざの痕こん跡せきは残らない。

　どうやら──奇き跡せきが起きた瞬しゆん間かんだった。

　神秘的な力を解放した白衣の天使は、唇を離すと、恥はずかしそうに顔を伏ふせた。

「キス、してしまいました」

「……そうだね」
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　ありがとう。光宏は笑顔でそう告げると、ゆっくりと立ち上がる。

　そして、ドアを隔へだてたすぐそばまで迫せまっている「敵」に向けて、毅き然ぜんと歩み出した。

　メイに治してもらった、その右足から。
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「ああ、やっと開いたわ。何よぉ、せっかくこの私が迎むかえにきてあげたってのに、なんで二人とも出てこないわけっ？」

　ドアを開けた途と端たん、そんなふてくされた声が、葛かつ本もと家の廊ろう下かに響ひびいた。

「あ、あれ？」

　それを受けて光みつ宏ひろは、思わず素すっ頓とん狂きような声で返す。

　何しろ、そこにいたのは月つき代よではない。茶色いツインテールを揺ゆらしたドレス姿のお姫ひめ様。どこからどう見ても葛本佐さ和わ……じゃなくて、昨日お世話になったツンデレ娘むすめだ。

「ユキちゃん……？」

　光宏を魔ま法ほうのビンタでエライ目に遭あわせた二次元美少女が、ほっぺたをハムスターみたいに膨ふくらませて、仁に王おう立ちになっていた。

　いったいどういうことだ。侵しん入にゆう者の正体は、このユキだったと？　じゃあ自分は今までずっと、ユキの影かげに怯おびえて逃げ回っていたと？

「つ、月代は？」

　混乱しながら光宏は訊たずねる。しかしユキはフンとそっぽを向き、「知らないっ！」とつっけんどんに答えるのみ。それがツンデレ的な演出なのかどうかはよく分からないが、ひょっとしたら本当にいないのだろうか。

「月代って、あの真っ黒いスケベな人でしょ？　あんなの全然見かけてないんだから！」

「で、でも窓の外にタコっぽいものが！」

「ああ、あれは私のペットよ」

「ペ……？」

　ペットですと？　いつの間にそんなものを仕入れてたんだ、この娘こ。

「クラーケンのクラポンよ。べ、べつにどうしても見たいんだったら、ちょっとぐらい見せてあげてもいいんだけど？」

　見せたいぞ自じ慢まんしたいぞというオーラを発しながら、ユキは挙動不ふ審しんに目を泳がせて言う。

　まあ、この分じゃどう答えようとも見せてくるだろうな。

「しょ、しょうがないわね。じゃあ特別に見せてあげるんだからぁ！」

「うん、まだ何にも答えてないです」

　案の定の振ふる舞まいに光宏が呆あきれる中、ユキが何やらゴニョゴニョと呪じゆ文もんを唱えだす。

　それにしても、彼女が自分のことを「ミックン」と呼んでくれないのは──やっぱりユキを呼び出している人物が、彼女だからだろうな……。

　廊下の真ん中に展開される魔ま法ほう陣じんと、そこから湧わき出してくるクラゲっぽい形の愛くるしいデフォルメ巨きよ大だい生物を眺ながめながら、光宏はそんなことを思った。

「知り合いのナギサって娘からもらったのよ。ほらクラポン、自己紹しよう介かいぐらいすればいいじゃない」

「きゅぴきゅぴー」

　おいなんか鳴いてますよコレ。ていうか、よりによってなぜクラゲなんだ。紛まぎらわしすぎる。

　いや、それよりも、もっと激しくツッコムべき点が一つ。クラポンの頭の上に、ペタンと座っていた。

「き、北原さん……」

　なぜか巨大クラゲに乗っている原作者に向かって、光宏は半ば放心状態になりながら呟つぶやいた。

　彼女は相変わらずピンクのペンタブレットを手に、涼すずしげな顔でこちらを見下ろしている。

　が、その表情が変わらないのはいつものこと。おそらく腹の中では、かなり苛いら立だっていたのだろう。こちらを睨にらみ、紗さ衣えは静かにお叱しかりの言葉をのたまった。

「──葛本くん、これはどういうことかしら」

「いやそれ、こっちの台詞せりふですから！」

　光宏は涙なみだ目めになって叫さけんだ。そりゃそうだろう。何で紗衣がここに現れるんだ。

「いったい何やってんですか！　ここ、僕の家ですよ？」

「知ってるわよ。メイを迎えにきたに決まってるじゃない」

「む、迎えに……？」

「そうよ。迎えにきたの。せっかくの休日に私の大事な嫁よめを奪うばった、とんでもなく節操のない同級生男子の魔手から、敢かん然ぜんと救いにきたの」

　ええと、それはつまり、要約するとだ。

　今日は休日なので、新作の「メイ」を描かいて、ゆっくりイチャイチャしようとしていたら、それよりも先に光宏に奪われてしまった。いつもなら翌日まで待つところだが、苛立ちが先立って、居ても立ってもいられない。そこでユキをお供に引き連れて、にっくき葛本家を襲しゆう撃げき。メイを奪だつ還かんしにきた──と。

　うん、なぜか要約の方が長くなった気もするけど。

　でも、事情が分かれば話は早い。だとしたら、光宏が取るべき行動はただ一つ。

「すみません、ホントすみません」

　素す直なおに土下座した。いや、他ほかにできることないし。

　しかし紗衣はクラポンから滑すべり降おりると、頭を下げる光宏には目もくれず、スタスタと浴室に駆かけ込んでいく。そしてキョトンとしているメイを助けるように、ひしと抱だき締しめた。

「メイ、大だい丈じよう夫ぶだった？　変なことされてない？」

「あの、キスしましたけど……」

「──っ！」

　一いつ瞬しゆん、声にならない悲鳴を紗衣が上げた……ような気がした。これは激レアかもしれない。

「メイ、リペイントするわよ！」

　紗衣は慌あわてて叫ぶと、ペンタブの先せん端たんを、ナースの唇くちびるに力強く押し当てた。

「ひゃっ！」

「しゃべっては駄だ目めよ。すぐ清めてあげるわ」

　そう言って、まるで汚きたないものでも拭ぬぐうかのようにグリグリする。見ててちょっとへこむ。

「あの、北原さん。キスって言っても足ですから……」

「足ですって？　さすがは葛本くん。とんでもないヘンタイね！」

　いやそれ、かなり誤解してません？

　果たして紗衣がどんな想像を搔かき立てられたのかは分からないが──とりあえず、これ以上の弁明はやめとこう。どうせ今の取り乱した彼女には、何を言っても通じそうにない。

　一方、ユキは呪文を唱えて、亜あ空間らしき場所にクラポンをしまい込んでいるところだった。このペットとやらも何とかしないといけないな。この先、また月代の襲撃と勘かん違ちがいしないとも限らないし。

「あれ？　そういえば月代は……？」

　どうしたのだろう。さっきの電話からだいぶ経たつが、来る気配がない。

「あの、北原さん。月代を見ませんでした？」

　一心不乱にペンタブを動かしている紗衣に、光宏は駄目もとで訊たずねてみた。

　案の定リペイントに夢中で、返事はない。

　いったい何を思ってか、唇から始まった紗衣の筆は、顔から胴どう、手足に至るまで、全身に及およんでいる。そんなに信用ないか、自分は。

「ねえ、北原さんってば……」

「何よ。月代さんならいるはずないじゃない。入院中なんだもの」

「入院っ？」

　何だそれ。もしや、昨日のビンタでか？

　光宏はギョッとした。あの時のユキのとどめの一撃──自分だけではなく、月代にもきっちりオシオキを果たしていたというのか。で、入院した、と。

　してみると、捻ねん挫ざだけで済んだ自分は運がいいのかもしれない。

　逆に心配なのは月代だ。いったいどんな大おお怪け我がを……。

「……いや、それはないか」

　あんな電話をかけてきた以上、重じゆう傷しようなわけがない。むしろおとなしく寝ねてろよ。

　苦く笑しようするそばでは、紗衣がなおもペンを走らせている。

　そういえば──彼女は、感じたことがあるのだろうか。

　今日の光宏と同じような気持ちを。

「リペイント、完かん了りよう」

　ようやくメイのおでこをペン先でタッチした紗衣に、光宏はおずおずと訊ねた。

「……北原さん」

「何かしら」

「あの……北原さんは、自分の勝手な都合で二次元の娘こが苦しんだことって、あります？」

　例えば、勝手にドジっ娘こ設定を付けられて、失敗ばかりしてしょげたり──。

　例えば、弄いじられ設定にされて、嫌いやがるのも構わず無理やり弄もてあそばれたり──。

　でも紗衣はその問いに、まったく動どう揺ようなど見せない。

　メイの手を取って立ち上がると、こちらを見み据すえ。

「そんなこと、起こらないわよ。あなたや月代さんが絡からむならともかく」

　堂々と、そう答えた。

「私は二次専だもの。自分の描かいた嫁よめを本気で苦しませるなんてこと、絶対にしないわ」

　本物の自信とプライドを込こめて。北原紗衣は──歌川ミウミは、断言した。

　彼女はどこまでも正しかった。

　あまりの眩まぶしさに直視できず、光宏は頰ほおを赤らめて俯うつむいた。

　紗衣はそれ以上は何も言わずに、すぐさまメイに向き直る。

「さあメイ、帰るわよ？」

「あ、紗衣さん。迎むかえにきてくれたのですね？」

「当然よ。大事な嫁が悪い男に捕つかまったのですもの。放ほうっておけるはずがないじゃない」

「ごめんなさい。私、新米だからドジばっかりで……」

「ふふ、いいのよ？　ドジな娘って可愛かわいいもの♪」

　紗衣はそう言って、メイの頭をナースキャップごとナデナデすると、持参のノートパソコンを取り出した。とりあえず絵の中に戻もどして、お持ち帰りするらしい。

　そんな様をぼんやり眺ながめているところへ、ふとユキが声をかけてきた。

「ねえ、ちょっと」

「え、僕？」

「あ、あんた以外に誰だれがいるっていうの？　そんなことよりさ、さっき私、あんたんちの電話に勝手に出ちゃったんだけど──」

　ああ、さっきのあれも、やっぱりユキだったのか。

「あのね、アレあんたの家族の人から。今駅に着いたから、もうすぐ戻るって言ってたわ。教えてあげたんだから、感謝しなさい？」

「……はい？」

　それ即すなわち、どういうこと？

　いきなり不ふ穏おんな発言を耳にして、光宏の思考は停止する。しかしもう一度説明を求めようにも、紗衣がやってきて、そそくさとユキをパソコンに戻してしまう。

　そして次の瞬しゆん間かん。玄げん関かんを蹴け破やぶらんばかりの勢いで、飛び込んできたやつがいた。

　佐和だ。

「ミックン、さっきのつっけんどんな人誰なのっ！」

　何だか顔面を真まっ蒼さおにさせている。ああそうか。電話に出たのがユキちゃんだったから、兄が家族の留守中にガールフレンドを連れ込んだとかいう、あり得るはずのない展開を妄もう想そうしたんだな。で、驚きよう愕がくのあまり慌あわてふためいている、と。まったく、そんなことあるわけがなかろうに……って、あれ？

「キ、北原さんっ？」

　全身をわななかせ、佐和が喘あえぐように言った。その目は廊ろう下かの中央に立つ、同級生のお嬢じよう様さまをマジマジと見つめている。

「なぜ！　なぜ！」

「あら、勝手に留守中にお邪じや魔ましてごめんなさい」

　しかし紗衣は冷静に、妹に向かってぺこりと頭を下げた。

「葛本くんが無理やり連れてきてしまって、困ってたの」

　そして、甚はなはだ誤解を振ふり撒まきかねない台詞せりふを、何の悪意もなく素すで吐はいた。

　ああ、いったいどこまで天然なんだ、この人は──。

　こちらがいろいろと言い訳を考えなければならない状じよう況きようで、しかし紗衣は一いつ切さいのフォローを入れることなく、玄関から出ていく。妹に「また学校で」と挨あい拶さつし、遅おくれて入ってきた父母に「お邪魔しました」と丁てい寧ねいに頭を下げ。

　北原紗衣は、何気に初めて訪おとずれた葛本家を、ようやく後にした。

　そして残ったのは、しっかりと誤解を振り撒かれた家族三人。しばらく愕がく然ぜんと紗衣を見送っていたものの、不意に我に返り、留守中に何かを仕出かしたであろう長男に向き直る。

　目が恐こわい。ていうか、みんな怒おこってる？

「光宏……。お母さんの目を見て、何をしたかちゃんと正直に話しなさい」

　と、母。

「おい、お前まさか、よそ様の大事な娘さんを傷物にしたんじゃないだろうな！」

　と、父。

「ミックン最低……。もう口もききたくない」

　と、佐和。

　怒いかりと嘆なげきと嫌けん悪お感に囲まれては、いくら誤解慣れした光宏といえども、どうにもならない。この悪夢から逃のがれる方法は、ただ一つ。

「うわぁぁぁぁっ！」

　意味もなく絶ぜつ叫きようし、光宏は安住の地である自室を求めて、二階へと駆かけ出した。

　が、途と中ちゆうの階段で──。

「わぁぁぁ──あっ？」

　つるっと足が滑すべった。

　こんなの今時ギャグ漫まん画がだってやらないだろ、という勢いで。

　巨きよ大だいな転落音とともに、光宏の断末魔の叫さけびが、夕方の葛本家を果てしなく貫つらぬいた。
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　結局──階段から落ちた光宏は右足首を捻ひねり、改めて全治一週間と診しん断だんされた。

　もっとも、一度治っていたことは、誰にも言えなかったけど。

「あーあ、期末試験も近いってのに、何やってんだかねー」

　佐和に白い目で見られながら、彼女の肩かたに摑つかまって、今日も光宏は家の階段を上り下りする。

「そんな足で、あの時よく階段駆け上がれたね。わざわざ北原さんがお見み舞まいにきてくれた意味ないじゃん」

「なあ佐和、頼たのむから静かに介かい護ごしてくれ……」

　あの状況を無理やりこじつけて説明できたのはいいが、こう煩わずらわしくては堪たまらない。

　もう一度メイを呼んでやろうか、と少し思った。まあ、紗衣がおまけで付いてくることを考えると、今度こそ家族に誤ご魔ま化かしきれなくなりそうで危険だけど。

（それに……もう一度奇き跡せきが起きる保証もないしな）

　ふと己おのれの右足首を見下ろし、光宏は思う。

　奇跡。すなわち、神秘的なまでの足の完治──などではなく。

（メイさんの魂たましい、あの時だけ、「本物」になってたよね。たぶん……）

　ほんの少しの間だけ目の前で起きた、大きな奇跡。

　それを思い出し、光宏はそっと微ほほ笑えむのだった。

























　ある少年の告白──僕はスケベじゃないっ！










　実のところ、これが夢なのは明らかだった。

　葛かつ本もと光みつ宏ひろは頭のどこかで、それを理解していた。だから、さして驚おどろくこともなかった。

　そりゃまあ、自分が北原紗衣になるなんていう、わけの分からないことが起きているのだ。夢だと思わない方がおかしい。

「えっと、これは……」

　鏡に映った紗さ衣えそっくりの自分に、光宏は思わずゴクリとつばを呑のんだ。

　ああ、紗衣だ。脳のう裏りに焼き付いて離はなれないあの美び貌ぼうが、流れるような黒くろ髪かみが、柔やわらかな肌はだが──なぜか自分のものになっている。手を伸のばせばすぐにでも届く位置に、彼女のすべてが詰つまっている。

　いったいどういう流れでこんなことになったのか。脈みやく絡らくを探さぐろうにも思い出せない。ていうか、それ以前のストーリーなんて存在しない。夢なんだし。

　しかしこんな状じよう況きよう、そう簡単に放置するわけにはいかなかった。

「ど、どうしよう。いったい僕はどうすれば？」

　何をどうしたらいいか分からない。でも、早く何とかして元の姿に戻もどらないと──。

　光宏の意識は、まずそこに向かった。

　そうだ、こんなところ、家族に見つかったら何て言われるか分かったもんじゃない。特に佐さ和わとか、危険すぎる。きっと紗衣になった兄を見て、「このドヘンタイが！」と毒を吐はくに決まってる。

　そうなればおしまいだ。きっと学校中に言いふらされるに違ちがいない。「葛本光宏は北原紗衣の格好をして、鏡を見てうっとりしていた変質者だ」なんて、そんな根も葉もありすぎる事実を世間に公表された日には、もう学校に行けない。

　光宏は慌あわてて辺りを見回した。佐和は──いない。ていうか。

「いや、そもそも……ここどこ？」

　そう呟つぶやいて、思いきり首を傾かしげた。

　とりあえず正面に鏡があるのは間違いない。でも、ここは家の洗面所ではないし、学校のトイレでもない。天てん井じようはやたらと高いし、床ゆかは大理石だし、壁かべの装そう飾しよくが中世風だし──何というか、城？

「北原さんち……でもないよね？」

　こんなのではなかったと思う。まあ、一回行っただけだから、よく知らないけど。

　いや、でも見覚えはあるような。確かずっと前に──。

「ああそうだ。あのウェブコミックだ」

　光宏はようやく思い出した。以前紗衣がネット上にアップしていたウェブコミックに、こんな背景がついていた。ということは、ここはその舞ぶ台たいである魔法学園に違いない。

「そうか……。ここなら佐和に見つかることもないか」

　何の根こん拠きよもないことを言って、光宏はホッと安あん堵どの息を漏もらした。同時に緊きん張ちようが解け、改めて鏡に映った自分を見つめ直す。

　紗衣だ。やっぱり自分は、北原紗衣になっている。

「これ……どうしよう」

　またも光宏は、同じようなことを呟いた。でも、ニュアンスはちょっと変わった。

　何しろ憧あこがれの女の子の身体からだがここにある。ほっとこうにもほっとけない。やってみたいことが山ほど思いついてしまう。

　具体的には何かって？　まあ、簡単に言えば、触さわってみるとか触ってみるとか触ってみるとか……。

　そう、見た目が紗衣でも、とりあえずこれは自分の身体。どこをどうしようと自由なはず！

「き、北原さん。えっと……いいよね？」

　その場にいない（？）紗衣に一言断りを入れてから、光宏はおずおずと、己おのれの両手を持ち上げた。

　まずは手首を回し、指をわきわきと動かし、思いどおりのアクションができることを確かめる。うん、問題ない。いきなり金かな縛しばりになって動けないとか、そういうしょうもない展開はない。

　となれば、いよいよ本番。さあ、どこへ手を持っていこうか──なんて考える必要もない。男子が真っ先に興きよう味み津しん々しんになるパーツといえば、そりゃもう二つくっついてるアレしかないわけで、ではさっそく。

「お姉さま、何してらっしゃるんですかっ？」

「あうわっ！」

　不意に後ろから声をかけられ、光宏は絶ぜつ叫きようとともに硬こう直ちよくした。

　相手の正体は鏡に映り込んでいる。潑はつ剌らつとした笑え顔がおが眩まぶしいポニーテールの少女──ナナコ。いつぞやの仮想喫きつ茶さ店てんで働いていた二次元ウェイトレスだ。

　向こうは紗衣の姿を見て、無む邪じや気きに声をかけてきただけなのだろう。でも光宏にとっては、そうもいかない。

　何しろタイミングが絶ぜつ妙みようだった。まるで本物の紗衣が身の危険を察知し、ナナコを遣つかわせたかのような気さえする。

　やましい心を見み透すかされたような気持ちになって、光宏は慌てて頭を下げた。

「ご、ごめんなさい、北原さん。つい変なことを考えてしまいました。いけない僕を許してください」

　夢の中にもかかわらず、鏡に向かって懺ざん悔げする光宏。その鏡の中では、紗衣が真っ赤になってペコペコしている。もうわけが分からない。

「お姉さま、急に何を謝ってるんです？」

　ナナコが可愛かわいらしく小首を傾げた。まあ、いきなり映し身に向かって謝りだすなんて、確かに変だ。

　光宏は適当に笑みを浮うかべて誤ご魔ま化かしつつ、ナナコの方を振ふり向いた。

「な、ナナコちゃん、どうしてここに？」

「あれ、ちゃんづけだなんて、お姉さまらしくないですよ？」

「う……それは、まあ」

　あれ、そういや北原さんて、自分の描かいた嫁よめのことは呼び捨てにしてたっけ。まずい。ここは上手うまく合わせないと、ナナコちゃんに正体がばれちゃう……。

「ええと、ナナコ」

「はい、何ですかお姉さま♪」

　元気よく返事をしながら、ナナコはいそいそとこちらに歩み寄ってきた。そして何をするのかと思いきや。

「フフ。ぴとっ」

　よりにもよって、制服越ごしの可か憐れんなボディを、惜おしげもなく光宏の真正面に押し付けてくる。

　いきなりの温ぬくもりと、えも言われぬ柔やわらかさを胸部に感じ、光宏は思わず絶叫した。

「く、くっついたっ！」
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　見れば分かるようなことを、わざわざ解説してしまった。

　そう、ナナコがくっついてきたのだ。真正面から大だい胆たんに。

　ああ、そういえば今の自分は紗衣なんだ。だからナナコがこうやって普ふ通つうにくっついてくるんだ。そう、ここで堂々と相手をしてやれなければ、このまま紗衣のふりをしとおすことなんてできない。落ち着け。いっぱい落ち着け。

「な、ナナコ。ええと、これはその、あの」

　己のパニックを正論で抑おさえつけようとするも、どうしたって興奮の方が先立つわけで。

　紗衣そっくりになった光宏の顔は自然と火ほ照てり、胸の鼓こ動どうが速くなる。気がつけば、震ふるえが止まらなくなっている。

「お姉さま、どうなさったんですか？　様子がおかしいですよ？　こんなの、いつもやってることなのに……」

「い、いつもこんなことしてるですかっ？」

　なんとまあケシカラン。

　これが自分勝手に見ている夢だということも忘れて、光宏はいろいろな意味で憤いきどおった。

　だがそこへ、すかさず追つい撃げきが来る。

「あの、お姉さま」

「な、なに？」

「はい、あの……私のこと、好きにしてくださっていいですよ？」

「マジですか！」

　何ておいしいんだ、このポジション。

　光宏は紗衣の日ひ頃ごろのおこないに感謝すると同時に、すぐさまナナコの肩かたに手をかけた。

　さあどうする。だっこする？　いや、せっかくのウェイトレスなんだから、他ほかではできないようなことを……あ、そうだ。こないだは結局実現できなかった、ドリンクの口移しサービスを今こそぜひ！

「ナナコ、喉のどが渇かわいたわ。アイスティーをお願い」

　すっかり紗衣の口調になりきって、光宏は生なま唾つばをグビグビ飲みながら、ナナコにオーダーした。

　──が。

「あれ、ナナコ？」

　いったいどうしたことか。ナナコはあの時みたいな元気な返事はせず、困った表情を浮かべ、もじもじしている。

「お姉さま、アイスティーは構わないのですが……」

　そして、申し訳なさそうに、こう言った。

「そういったものは、お姉さまの方できちんとご用意していただかないと……」

「え？　それってどういう仕様？」

　わけが分からない。セルフサービスってこと？　いや、だったらウェイトレスがいる理由がないし。それともグラスや茶葉はこっちで用意してとか？　いや、それも違ちがう気がする──って、あ！

「も、もしかして！」

　光宏はようやく気づいた。どうすればナナコとドリンクプレイができるのか。

「こ、これか？」

　ポケットを探さぐればすぐに出てくる。あの不思議なペンタブレットだ。

「お姉さま、大正解です！　さ、描いてください！」

　ナナコが鏡のあった場所を指さす。そこにはいつの間にか、鏡の代わりに、光るキャンバスがかかっている。そこに映っているのは、にっこり微ほほ笑えむナナコの全身イラスト。

　その右手に乗っているはずの、でっかいお盆ぼんとグラスは、今は描かれてない。この空白を埋うめた時こそ、ナナコへのオーダーは成立する。

「ほら、リペイントですよ、お姉さまっ♪」

　デジタルキャンバスと化した鏡を前に、ナナコは光宏を促うながした。

「はやく、はやく」

「ねえ、リペイントって、確かナナコちゃんの身体からだに直接描かき込むんじゃ……」

「やん、直接だなんて、お姉さまのエッチ☆」

　ああエッチだともさ。エッチじゃなきゃこんなことしてないさ、まったく。

　まあいい。とりあえず、この絵をいじらなければ。

　光宏は震える手でペンタブレットを握にぎり締しめ、その先せん端たんをキャンバスにそっと押し当てた。

　まずは一なぞり──。

「……て、んなスキルあるかいっ！」

　彼女の右手の周りにぐにゃーっと歪ゆがんだ無む駄だ線を描きながら、光宏は思わず叫さけんだ。

　いくら見た目が紗衣だからって、自分は光宏なのだ。画力はもちろん、ペンタブの操作方法からして分からない。紗衣みたいにスラスラと絵が描けるなら、苦労なんてしない。

「お姉さま、どうなさったんですか？」

　早くも挫ざ折せつを覚えた光宏に、ナナコが心配そうに声をかける。

「あの、この線はいったい？」

「うん、まったく意味はないから訊きかないで」

　ただのラクガキだし。

「で、でも……何だかこれ、ピクピク動いてますよ？」

「はい？　そんなことないよ。だってこれ、どうでもいいただの線だし……」

　言いながらナナコの方を振ふり返る光宏。だが、そこには確かに、細い手首の周りで不気味にのたうつ、ヘンテコな黒い線が一本。

「お姉さま、これ何だか気持ち悪いです！　取ってくださいっ！」

「う、うん。ていうか、これ何……？」

　光宏は眉まゆをひそめて、自分が描いた線を凝ぎよう視しする。なるほど、ピクピクと蠢うごめいて、まるでタコの触しよく手しゆか何かのようだ。

　あ？　タコ？

「ま、まさか……」

　不意に悪お寒かんを感じて、自分の手にあるペンタブレットに目を向ける。

　今までに何度も見たことのあるペンタブレットだ。ただし色は、メタリックのブルー。

「こ、これ……あいつのじゃないかっ！」

　紗衣のペンタブじゃない。この青い色は、彼女の宿敵──ヘンタイゴスロリ女こと月つき代よのものだ。そうか。だから適当に描いた線が、こんな風にうねうねと……。

　気づいた時には遅おそい。キャンバスの中から、今度はあの邪よこしまな声が響ひびいてくる。

「やっほ、光宏くん。私のペンタブで、ナナコたんにどんなイタズラをしちゃうのかなぁ？」

「うげ、来やがった……」

　振り向けば、キャンバスの中のナナコは消え、代わりに月代がいつもの真っ黒な出いで立ちで、ニタニタとやらしく笑っていた。

「ていうか、何でお前は僕の正体を知ってるんだよ！」

「何でって言われてもねー。うん、まあ、とりあえず紗衣の格好なんかしちゃって、何よからぬこと妄もう想そうしてたんだこのスケベ！」

「ああもう、スケベとか言うな！」

　図星すぎて半泣きになりながら、光宏は月代に向かって言い返した。だがすぐそばでは、ナナコの苦しそうな呻うめき声が。

「お姉さま、この線、ヘンナトコに絡からみついてきますっ！　やだやだ、早く取って！」

「へ、ヘンナトコってドンナトコですか！」

　ついつい本能が優先してしまった光宏の受け答えに、月代が可笑おかしそうに笑った。

「いいねぇ。キミはやっぱり相当なスケベだ」

「ち、違う！」

「いいや、違わない。じゃあさ。こんな夢まで見といて、スケベじゃない証しよう拠こ、あるの？」

「そ、それは……」

　真っ赤になって反論しようとする光宏。が、どんなに言葉を並べたところで、まともな言い訳なんてできない。

　当然じゃないか。いきなり紗衣そっくりの姿になって、ナナコとイチャイチャして、ついでに月代の力を借りてヘンナトコにヘンナコトをして──。

「フフ、認めなよ。このスケベ！」

「う、うるさい！　僕は──」




「──僕はスケベじゃないっ！」

　叫びながら、光宏は目を覚ました。

　授業中だった。
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　その日、葛本光宏が授業中に寝ねぼけて叫んだ涙なみだの主張は、佐和の口を通して、瞬またたく間まに学校中の女子に広まっていった。

　おかげで廊ろう下かを歩くたびにクスクスと笑い声を耳にし、ひそひそと何かを噂うわさされる。そんな屈くつ辱じよく的な一日を送った光宏は、放課後になった時点で、疲ひ労ろうのあまりぐったりしていた。

　そういえば……今日は北原さん、まったく話しかけてきてくれなかったなぁ。あの寝ね言ごとを聞いて、いったいどんな風に思われたやら。

　考えるだけで恐おそろしい。ていうか、いろいろな意味で顔を合わせることすらできない。

　光宏は急いで帰り支じ度たくを済ませると、少しでも早くこの悪夢から逃のがれようと、下げ駄た箱ばこの方へ向けて歩き出した。

　と、そこへ。

「葛本くん、ちょっといいかしら」

　呼び止められた。紗衣だ。

「あう、北原さん……」

　ビクッと肩かたをすくめ、光宏は涙目で振り返る。が、どうしても、ちょっと俯うつむき加か減げんになってしまう。何だかもう、まともに相手の顔が見られない。

「ねえ、さっきの寝言だけど」

「はい……」

　いったい何を言われるのだろう。光宏は震ふるえながら、次に続く彼女の言葉を、厳おごそかに待つ。

　ほんの一秒にも満たない間が、数時間にも感じられた。

　その数時間の後、紗衣はいつもの涼すずしげな表情を崩くずさずに、こう言った。

「──ドンマイよ」

「ど……？」

　光宏は、呆ぼう然ぜんとして立ち尽つくす。

　何だ今の台詞せりふは。ドンマイて。

　だがそれ以上の言葉は残さず、紗衣は取り立てて興味もなさそうに、去っていった。

　後に残された光宏はひとり、今の意味を考える。いや、考えるといっても、結論は一つしかないわけで。

「き、北原さんに、気を遣つかわれた……」

　他ほかにないだろ。どう考えても。

　これは──ある意味すごいことかもしれない。が、純情な少年的には、ここで素す直なおに喜ぶことなんてできない。

　まるでこちらの心を見み透すかし、夢の内容を知った上で言われたような、そんな感覚に襲おそわれる。もちろん考えすぎなんだろうけど。しかし紗衣の毅き然ぜんっぷりは、そう錯さつ覚かくさせるには充じゆう分ぶんな力があった。

　だから光宏は、徹てつ底てい的に打ちのめされた。

　己おのれの勝手な妄想で、自分勝手に打ちのめされた。

　そして呟つぶやく。

「北原さん。気遣うなら、むしろそっとしといてください……」

　その方がどんなにありがたかったか。

　複雑な男心を抱いだきながら、光宏はトボトボと帰き途とに就つくのであった。
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　最近、北原紗さ衣えがぼやけて見えてきた。物理的な意味で。

「メガネ、そろそろ必要なのかな……」

　光みつ宏ひろがそう呟くのを聞いて、当のぼやけた紗衣は、半ば背景と同化しながら、クルリとこちらを振ふり向いた。

「メガネっ娘こ萌もえ？」

「いや、そんなこと言ってないですから……」

　いったいどういうフィルターがかかってるんだ、この人の耳は。

　紗衣の滅め茶ちや苦く茶ちやな反応に苦笑いしながら、光宏は己の目め頭がしらを揉もみ解ほぐす。

　ようやく紗衣の輪りん郭かくが元に戻もどった。下げ駄た箱ばこの前に立ち、下した履ばきに履き替かえようとしている真っ最中だ。

「何だか目の調子が悪いんです。いろいろぼやけて見えて……」

　くいと折り曲げられた彼女の細い脚あしに興きよう味み津しん々しんな心を抑おさえつつ、光宏は話の軌き道どうを修正した。

　前期の期末試験が終わってからここ数日、ずっとこんな感じだ。勉強のしすぎ……では、たぶんない。だいいち、それほど成績がよかったわけじゃない。

　きっと試験の反動で、羽目を外して徹てつ夜やでギャルゲーばかりやってたのがまずかったのだ。しかも息いき抜ぬきはネットサーフィン。もしくは深夜アニメ。もう目を酷こく使しどころの話じゃない。おかげで世界がすっかり拡散気味である。

「ああ、それでメガネなのね」

　ようやく話を理解してくれた紗衣が、頷うなずきながら昇しよう降こう口を出ていく。が、特に続く言葉はない。

　まあ、そこから話が発展するわけでもないのは重々承知だ。紗衣は、あまり「一いつ般ぱん的」な話題に乗ってくるような人間じゃない。

「あ、待ってください、北原さん」

　それでも健けな気げに、光宏はちょこちょこと後を追う。

　気になる女の子と一いつ緒しよに帰りたい──という片かた想おもいの一方的な行動とは違ちがう。今日は逆に彼女から誘さそわれたのだ。「放課後、少し寄りたい所があるから、付き合ってほしい」と。

　断る理由はない。むしろ大だい歓かん迎げいだ。だから光宏は、周りの生徒達の好こう奇きに満ちた視線など何のそので、紗衣と二人だけの時間を堂々と楽しんでいた。

「北原さん、どこへ行くんですか？」

　ニコニコしながら声をかける。少し前だったら、こんな風に仲良く帰れるなんて、思ってもみなかったことだ。わくわくして自然と声も弾はずむ。

　紗衣は振り返り、答えた。

「メガネ屋よ」

「……はい？」

「メガネ屋。メガネを売っているお店よ」

　うん、それは説明されずとも知っている。

　で、なぜにメガネ？　まさか今の話の流れから、こちらのメガネ選びに付き合ってくれると？　じゃあ北原さんの用事は何？　あ、そうか。つまり本当は用事なんかなくて、実は僕と一緒に帰りたかっただけなんだけど、恥はずかしくてなかなかそれが言い出せないから、無理やり理由をでっち上げるために、さり気なく今のメガネの話題に乗っかって──。

　……うん、ただの妄もう想そうですよ？　分かってるよ、それぐらい。

「北原さんも、メガネ買うんですか？」

「買うわけではないけど。ちょっと見たいだけよ」

　そう言いながら、紗衣はスタスタと歩いていく。光宏は足早に後を追い、どうにか肩かたを並べて校門を出ることに成功した。ちょっとした周りへの見み栄えである。

　しかし──妙みような話だ。彼女がただのウィンドウショッピングに、自分を誘うはずがない。

　きっとまた、萌え絡がらみなのだろうな……。

　そう思う光宏は、紗衣の行動パターンを順調に学習しているようだった。




　着いた先は地元のメガネショップだった。

　全国展開している大手のチェーン店で、品しな揃ぞろえも多い。大人向けの落ち着いたデザインのものから、オシャレを優先したカラフルなものまで、実に様々なメガネが、広い店内にズラリと陳ちん列れつされている。

　メガネ屋自体そんなに来慣れてない光宏は、物もの珍めずらしさのあまり、ついキョロキョロしてしまう。しかも紗衣と一緒だという意識が、自然と心をハイにする。

「北原さん、これなんてどうかな？」

　ついノリで、そばにあったサングラスを試着してみせた。

「べつに」

「……そうですか」

　哀かなしすぎる反応に、すぐ外した。まったく、我ながら何やってんだか。

　光宏のウケ狙ねらいを華か麗れいにスルーした紗衣は、そのまま奥の方へと歩いていく。ビジネス向けの棚たながある場所だ。

　決して派手ではないし、奇き抜ばつさにも欠けるが、しかしメガネといえば定番はこっちだろう。

「これなんか、どうかしら」

　縁ふちの細い小ぶりのメガネを取り上げ、紗衣が訊たずねてきた。と言っても、べつに試着する気配はない。仕方なく光宏は頭の中で、そのメガネと紗衣の顔とを融ゆう合ごうさせてみる。

　いつもの上品な美び貌ぼうに、理知的な光が加わった。うん、これは素す晴ばらしいコンボだ。よし、買わせるしかねぇ。

「似合うと思いますよ」

「……誰だれに？」

「いや、誰にって」

　あなたの他ほかに誰がいるんですか、この状じよう況きようで。

　せっかく褒ほめたというのに、全然話が嚙かみ合わない。ここは率そつ直ちよくに訊ねてみるべきか。

「それ、北原さんがかけるんじゃないんですか？」

「私が？　いいえ、違うわよ」

「はあ。じゃあ、僕ですか？」

「葛かつ本もとくん、なぜあなたのメガネを私が選ばないといけないの？」

「はい。それもそうですねぇ」

　実にごもっともだ。ていうか、じゃあなぜ連れてきたのさ。

　光宏は冷れい房ぼうの効きいた店内で無む駄だに赤くなりながら、この珍ちん問答の意味を考える。紗衣でもなく、自分でもなく。じゃあいったい誰のためのメガネ選びをしてるのか。友達？　家族？　あるいはもっと身近な、二次元の存在？

　……と来たところで、先ほど彼女が発した単語を思い出した。

「メガネっ娘こ……ですか？」

「そうよ。さすがは葛本くん。察しがいいわ」

「いや、察するとか無理ですってば、普ふ通つうは」

　誰が気づくか。メガネっ娘にかけさせるメガネを吟ぎん味みしにきた──だなんて。

　だがこれで納なつ得とくがいく。なぜ自分が付き合わされたのか。単に二次専として肥えた目を当てにされているだけだ……っていうか、そもそも自分は二次専じゃないし。

　それでも、ここで素直に話に乗ってやるのが、男子としての務めだろう。光宏はそう思い直し、すぐに気持ちを切り替かえた。心はどこまでも紗衣の奴ど隷れいだ。

「メガネっ娘……っていうと、やっぱり大きなメガネがいいですね」

　何となく思ったイメージを基に、そんなアドバイスを口にしてみた。

「大きなメガネ？」

「はい。レンズがでっかくて、元の顔が分からないぐらいの」

「そうね。絵に描かく以上、大きい方が映はえるものね」

　おお、同意してくれた。これはこれで結構感激だったり。

　調子に乗った光宏は、なおもメガネっ娘のイメージを垂れ流す。

「でもって、勉強や読書が好きで、おとなしくて控ひかえ目で、かなりの恥はずかしがり屋で……。自分の容姿にも自信ないんだけど、実はメガネを外すと、別人と思えるぐらいすごい美人なんですよ。でも当人はそれに気づいてないというこのギャップ！　どうです！」

　激しく定番な設定を、光宏はこれでもかとばかりに捲まくし立てた。無駄に興奮気味だったかもしれないけど。

　しかしそれに対する紗衣の反応は、さっきのサングラスの時にも増して哀しすぎた。

「駄目すぎるわね」

　うん、全否定だ。

「駄目、ですか……？」

「駄目よ。葛本くん、あなたには、メガネっ娘を語る資格はないわ」

　いや、そこまで貶けなさなくても。だいたい、よくあるイメージを並べただけでここまで否定されたら、世のメガネっ娘こ萌もえ族の大半はアウトじゃないか。

　いつものことながら、紗衣が持つ萌え感覚は、独特すぎて解わからない。しかしとりあえずメガネの形状には納得したのか、今度は大ぶりのメガネを求めて、棚の間をうろつき始めた。

　光宏はおとなしくついていく。心なしか、店員の視線が痛い。

　まあ、そうだろう。入店した時は仲のいいカップルかと思いきや、いきなりメガネっ娘萌えがどうこうとか言い出して、挙句の果てに男側が妙みような理由で叱しかられて──。これ、傍はたから見たら何なんだ。ただのヘンタイ？

「あら、これなんていいかもしれないわね」

　悩なやむ光宏など気にも留めず、紗衣は普通にウィンドウショッピングを続けている。

　今彼女が手に取ったのは、真ん丸な形のレンズが特とく徴ちよう的な、いかにも二次元キャラがかけてそうなメガネだ。きれいな円が二つ並んでいる様は、もう何かの冗じよう談だんとしか思えない。こんなメガネが現実にあることの方が驚おどろきだ。

「どうかしら、葛本くん」

「実にメガネっ娘らしいメガネですね」

「そうよね。そうなのよ。だから迷うの。さすがにベタかしら」

　そう言って彼女は眉まゆをひそめ、苦く悩のうの表情を作った。ああソレいい。いただき。

「ベタでもいいと思いますよ？」

　ニヤニヤしながら、光宏はテキトーなことを言う。

「僕は全然オッケーです」

「あなたがオッケーになってどうするの。私が萌えるために描くのに」

　だが紗衣は正論（？）で彼を言い負かすと、萌えメガネを棚たなに戻もどし、またもキョロキョロと商品を物色しだす。なかなか納得できるだけのものが見つからないのか。

　ていうかこれ、あとどれぐらいかかるんだろう。

　女性の買い物は長い──。そんな世間一いつ般ぱんの定評を、光宏は思い出した。

「北原さん、僕、ちょっとそっち見てきますね」

　光宏がそう言うと、紗衣は「どうぞ」と一言残し、ついにこちらを見向きもしなくなった。これなら自分など、いてもいなくても変わらない。

　何だか虚むなしくなって、場所を移動する。紗衣とは違ちがい、一応自分には、真っ当な理由でメガネ屋に用があるのだ。

「まあ、ただの疲つかれ目だとは思うんだけどさ……」

　それでもどうせ暇ひまだし、吟味ぐらいはしておこう。

　そう思い、高校生のお財さい布ふにも比ひ較かく的てき痛くない、リーズナブルな棚の方へ。こちらは若者もターゲットにしているためか、かなりデザインがバラエティに富んでいる。

　とはいえ、学校にもかけていくことを考えると、あまり変なものは避さけた方がいいだろうけど。それに、家族にも何を言われるか分からない。特に佐さ和わ。

「でも、ちょっと試着するぐらいなら……」

　そう呟つぶやきながら、真っ赤な縁ふちの派手なメガネを手に取った。ちょっとした冒ぼう険けんだ。

　鏡を見ながら、顔に着けてみた。

「うわ、変」

　やめときゃよかったと思い、メガネを外そうとする。だがその時だ。

　ふと店の入り口に、見覚えのある顔を見た。

「つ、月つき代よ？」

　間違いなく、月代だった。ゴスロリルックにヒヨコのスタイルは今日も変えず、いつもの嫌いやな笑えみを浮うかべながら、ちょこちょこと挙動不ふ審しんに歩いてくる。

　しかも──一人ではない。

　その月代を後ろに従え、さも引いん率そつ者のように振ふる舞まっている人物がいた。

「ほら月代、まっすぐ歩け」

「しょうがないじゃん。この靴くつ、底が高くてフラフラするんだから」

「そんな高い靴履はいて、何で身長がそれっぽっちなのよ」

「むぅ、コイカワの意地悪……」

　コイカワと呼ばれたショートヘアの少女に言い負かされて、月代はぷぅと頰ほおを膨ふくらませた。

　あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんなゴスロリ女が主導権を握にぎられてるなんて、珍めずらしい光景だ。しかも「コイカワ」って、確か……。

　光宏は棚の陰かげに身を隠かくしつつ、そっと相手の顔を盗ぬすみ見た。やはり、こちらも覚えがある。

　シャツにショートパンツ、足にはスニーカーという、実にラフな格好の少女だ。歳としは自分と同じぐらい。そして顔には、メガネ。

「やっぱりあの子だ。あの時屋上に現れた……」

　光宏の記き憶おくの中に、つい一月ほど前に起きた事件が再生された。

　あれは──六月の頭だったか。ちょうど自分が月代の暴挙に遭あい、二次元美少女ともども大ピンチを迎むかえていた時のこと。

　紗衣が不在で絶体絶命。もはや抵てい抗こうもできずハズカシイことをされるのみ──。そんな特とく殊しゆな状じよう況きようで、あのコイカワという少女は不意に現れたのだ。そして、月代を張り飛ばすという荒あら々あらしい手段で、一気に事件を解決した。

　そしてこちらが素す性じようを訊きく間もなく、月代を連れて去っていった。だから、あの二人がどんな関係なのかは分からない。

　敵同士──というわけではなさそうだ。むしろ今の様子を見る限り、まるで仲のいい友達同士じゃないか。

　その二人がここに現れた。紗衣のいる、この店に。

　果たして偶ぐう然ぜんだろうか。

「まさか、北原さんを狙ねらってる……？」

　光宏は身を潜ひそめたまま、何の根こん拠きよもない妄ぼう言げんを口にしてみる。まあ、無理はあるか。北原さんって三次元だし。どう考えても月代の守備範はん囲い外だし。

　おおかた、普ふ通つうにメガネを見にきただけだろう。何しろコイカワはメガネ着用者。メガネをかけている以上、メガネ屋には嫌でもお世話になる。で、月代はその付き添そい、と。

　辻つじ褄つまが合った。光宏はひとまずホッとした……が、いいのだろうか、これで。
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　このままいけば、店内で月代と紗衣がかち合うのは免まぬがれない。その場合、どうなるんだろう。

　何しろ二次元美少女が絡からまない状況で二人が出会うシーンなんて、見たこともない。ちょっと想像がつかなすぎて恐こわい。

　紗衣に知らせた方がいいだろうか──。光宏はそんなことを考えながら、なおも月代とコイカワの動向を、棚たなの陰かげから見守る。

　二人は何かを捜さがしているようだった。特に商品には目もくれず、あらぬ方をキョロキョロしている。もしや、やっぱり紗衣か。

「どこにいるんだろ。……ねえ月代、あんたのその格好、尾び行こうするには目立ちすぎるんだけど」

「えー？　いいじゃん。可愛かわいいんだから」

「あんたの場合、可愛いって言うより不気味なんだよ。そのヒヨコも含ふくめて」

「むぅ、ピヨ左ざ衛え門もんの悪口言うな！」

　あ、ヒヨコの名前、こないだと変わってる？　もしかして一いつ匹ぴきだけじゃない？

　いや、そんなことはどうでもいい。もっと聞き捨てならない単語があった。

「おい、尾行って何だよ！」

　光宏は思わず声を上げていた。しかも二人を牽けん制せいするように、棚から身を乗り出して。

　その瞬しゆん間かん、二人がこちらを見た。そして、顔をしかめて一歩後あと退ずさった。

　あれ、その反応は何？　尾行してた相手の仲間に発見されたのとは、ちょっと違ちがうような感じなんだけど。

　だが光宏が理由を考えるよりも先に、二人は顔を見合わせると、クルリと向きを変える。そして、まるで往来で変質者にでも出くわしたかのように、足早に店を出ていくではないか。

「待てっ！」

　逃にげられそうになり、光宏はつい大声で叫さけんだ。同時に店員や客達がこちらを振り返る。しかし肝かん心じんの二人は向き直ることさえなく、ただ脱だつ兎との如ごとくどこかへ走り去っていった。

「葛本くん、何があったの？」

　声を聞きつけた紗衣が、こちらに向かってくるのが見えた。

「ああ、北原さん。今そこに──」

　月代が──と言おうとした刹せつ那な、こちらを見た紗衣が一歩後退った。

「どちら様？」

「僕です……」

　そういえば、メガネを着けたままだったっけ。そんなに誰だれだか分からないか、この派手メガネは。

　道理で月代達も逃げたわけだ。まあ、知らない男からいきなり話しかけられたら、そりゃ不審に思うよな。こんなこと恥はずかしくて、北原さんには言えないよ……。

　完全に失敗したことを悟さとり、光宏は溜ため息をついて、試着していたメガネを外す。

　ふと、視界が大きく滲にじんだ。慣れないものを長時間かけるのは危険なようだった。




　　　　２




「つーか、やめりゃいいじゃん。ゲームとかネットとか。どうせ疲つかれ目なんだから」

　佐さ和わは一言そう言うと、ゲーム機のリセットボタンを押そうと、人差し指をわざとらしく伸のばしてきた。

　光みつ宏ひろはそれを足あし払ばらいで退けると、急いでやりかけのデータをセーブする。まったく、この双ふた子ごの妹の前では、思うままにギャルゲーもできやしない。

「あ、フラグ前のデータに上書きしちゃった……」

　まあ、そんなありがちな失敗もしでかしつつ。

　ゲーム機のスイッチを切って、光宏は佐和に向き直った。

　結局、あれから何を買うこともなく。ついでに紗衣のフラグを立てるようなことも一いつ切さいなく。

　月つき代よ達のことは伏ふせたまま、普通に紗さ衣えと別れて、普通に家に帰ってきた。そして満たされぬ想おもいを慰なぐさめるため、ちょっと二次元メガネっ娘こでも攻こう略りやくしてやろうかと、ゲーム機を弄いじってたら──コレだ。

「考えられないよ。ゲームもネットもない世界なんて」

　もはや休息を求めてやまない両目を抱かかえながら、光宏はそれでも言い切った。

　うん、我ながらダメ人間かもしれない。

「じゃあ諦あきらめてメガネ買えばいいじゃん。今日はメガネ屋に行ったんでしょ？　嫌いやがる北原さんを無理やり引っ張って」

「あのな、そういう妙みような噂うわさを流すなよ」

「私が流したわけじゃないよ。他ほかの女子も含めて、全員で出した見解。だって二人が一いつ緒しよにいる理由なんて他にあり得ないじゃん。それともまさかミックン、北原さんの方から誘さそってきたとか言うつもり？　寝ね言ごと？　ねえ、それ寝言？」

「いいから黙だまれ……」

　どうせ真相を言ったところで、コイツには理解できまい。紗衣がバリバリの二次専で、自分はその趣しゆ味みに付き合わされてる──だなんて。どうせまた「夢見てんじゃねー」の一言で終しゆう了りように決まってる。

　だから光宏は、自分がメガネを買わなかった理由だけ、端たん的てきに言った。

「似合わないよ。僕にメガネは」

　似合わないと思った。少なくとも、あの派手メガネは。

　その言葉に、しかし佐和は嘲あざ笑わらうのみ。

「あのさミックン、メガネをオシャレ基準で選ぶなんて、ミックンには一億年早いよ」

「何でだよ。べつにいいじゃないかよ。外見だって大事だろ？」

「ガイケン？　そういう台詞せりふは、ちゃんと鏡見てから言いなよ。べつに普ふ段だんだってたいした外見してないんだし」

「……もういいから出てけよ」

　ゲーム中の兄の部屋に乱入してきて、グダグダとうるさいったらない。

　光宏はもう一度足払いを駆く使しして、佐和を追いやった。

　妹はすぐに出ていった。去り際ぎわに「ほれ」とチケットらしきものを一枚放ほうり投げて。

　見れば、メガネ屋の広告に付いている割引券だ。もしやこれを渡わたすのが目的だったか。

「佐和……お前まさか、本物のツンデレ？」

　よしてくれ。ユキちゃんじゃあるまいし。

　紗衣が描かいた佐和似のツンデレ姫ひめを思い出し、光宏は笑え顔がおとも戦せん慄りつともつかない、微び妙みような表情になった。

　もし佐和がツンデレで、実は兄想いの素す敵てきな妹だったら……まあ、何も起こらないけど。だって二次元じゃなくて、現実の妹だし。恋れん愛あいとかに発展した時点でいろいろアウトだし。

「よし、こういうことは忘れるに限る」

　光宏はすぐさま開き直り、再びメガネっ娘の世界へカムバックした。

　真っ先に思い描くのは、今やっていたギャルゲーのメガネっ娘。光宏の理想どおり、真面まじ目めな優等生で、内気で恥ずかしがり屋で──もちろんメガネを外せばすごい美人という設定もお約束。まさに典型的なメガネっ娘だ。紗衣は駄だ目め出ししてたけど。

「うーん、じゃあ北原さんの理想のメガネっ娘って、どんなのなんだ……？」

　分からない。きっと紗衣のことだから、それ相応の理由があって、却きやつ下かを食くらわせたと思うのだけど。

　でも、それを確かく認にんする手段は──いや、あるのか。

「そうだ。新作だ」

　光宏はハッとして、すぐパソコンの方に向かった。紗衣と別れてから数時間。もしかしたら新作が上がってるかもしれない。

　そう思って、いつもどおり「ミラージュ・ネル」を開くと、案の定、更こう新しん履り歴れきに今日の日付が加わっている。やはりそうだ。メガネっ娘を描く気満々でメガネ屋に行った紗衣が、何も手つかずのはずがない。

「北原さんのメガネっ娘……。いったいどんな娘なんだろう」

　わくわくしながら、光宏はギャラリーを覗のぞいた。

　表示に時間がかかるのはいつもどおり。根気よく全体像が現れるのを待ち、彼はマジマジと、歌川ミウミの新作を拝見した。

　なるほど、メガネっ娘こだった。

　光宏が選んだ大きなメガネとは違ちがう、やや小ぶりのものをかけている。大きな瞳ひとみの上半分はレンズからはみ出しており、どこまで視力を補正しているのか怪あやしいところだ。

　髪かみは茶色のセミショート。飾かざりなどは付いておらず、自然のまま首筋まで流れている。服装は白のブラウスに黒のロングスカート。実に落ち着いた取り合わせだ。

　それでも外見年ねん齢れいは低い。顔が童顔なのもあるが、背もそれほど高くない。喩たとえて言うなら、幼い少女が背せ伸のびをして、大人びた格好をしてみたというか、そんな具合だ。

「つまり……北原さんはロリコン、と？」

　いや、それはそれで何か違う気もする。だいいちこの娘、それなりにグラマーだし。

　早計になるのを控ひかえ、光宏はさらにメガネっ娘を鑑かん賞しようした。

　少女は椅い子すに座り、右手で分厚い本を抱かかえている。場所は書しよ斎さいか図書館か。とにかく本好きという設定には間違いないだろう。左手の指はメガネのつるを軽く持ち、カメラ目線でこちらを見て微ほほ笑えんでいる。鑑賞者へのサービスといったところか。

　だが、これだけではどんな性格なのか分からない。ていうか、名前もない。

「名前ないよこの娘。タイトルはどこ？」

　どこにも書かれてなかった。いつもなら付いているはずのタイトルがなく、その分ページの上下が詰つまっている。

　入れ忘れたのか。それとも意図的なものか。まあ、それでも光宏の妄もう想そうに支障を来きたすことはないのだけど。

「それではさっそく、呼ばせていただきます！」

　言うなり光宏は、あれやこれやとメガネっ娘この妄想に激しく浸ひたりだした。

　もうすっかり自分が呼ぶこと前提で話を進めている。間違いなく紗衣には怒おこられるだろうけど、ここは男子の本能ならではの不ふ可か抗こう力りよくということで許してほしい。

　無駄に言いわけなど考えながらも、光宏の頭の中には、徐じよ々じよにイラストの少女の人格が形成されていく。読書好きでおとなしい女の子。内気で恥はずかしがり屋だけど、人当たりはとてもいい。普段は地味で目立たないが、メガネを取ればとても美人──。

　紗衣に駄目出しされたとはいえ、やはりメガネっ娘といえばこの設定以外にない。

「彼女は今図書館で本を読んでいたんだ。そこへ僕が入っていくと、この絵と同じようなポーズでこっちを見て、優やさしく微笑んでくれて──」

　ぶつぶつと、シチュエーションを細かく語り、自分を暗示にかけていく。すでに光宏の心は、見知らぬ異世界の図書館にトリップしていた。

　そして──。

「きゃっ」

　小さな驚おどろきの悲鳴を上げ、女の子がパソコンからポンと飛び出してきた。

　名前も知らないメガネの美少女。その身体からだを光宏はとっさに両りよう腕うでで受け止める。と、胸むな元もとに彼女の頭が来て、柔やわらかな髪の香かおりが鼻をくすぐった。

　ああ、これだけでご飯三杯ばいはいけそうだ。

「あ、光宏さん、ごめんなさい……」

　いきなり胸に飛び込んでしまった自分を恥じるかのように、彼女はそっと身を離はなして、おずおずと謝ってきた。

「ううん、僕は平気だから」

　光宏は笑え顔がおで返すと、いま一度少女の姿を観察する。

　絵と同じだ。小こ柄がらな体型。落ち着いた服装。メガネ。手の中の本──。寸分違たがわず抜ぬけ出している。ただし絵に比べてちょっとおどおどしているのは、こちらの妄想補正がかかってしまったからかもしれない。

　そんな彼女をリラックスさせるべく、光宏は笑顔で話しかけた。

「ねえ君、よかったら名前を聞かせてくれないかな」

「え、名前……ですか？」

「うん。名前名前」

　さすがに名前も知りませんじゃ話が進みませんって。

　しかし少女は答えない。困ったような顔でこちらをチラチラ見ながら、ピタリと口を閉じてしまう。うーん、これはどういうことだろう。

　名乗れないぐらい恥ずかしがり屋さん？　まあ、それはそれでいいんだけど……。

「あ、違う。僕が付けるのか……」

　光宏は気づいた。相手が二次元である以上、そういった詳しよう細さいは、呼び出した自分に委ゆだねられていることに。つまり名付け親は光宏以外にないのだ。

　だが、名前ともなれば責任重大だ。変へん更こうなんて不可だから、迂う闊かつなものは付けられない。

「ああどうしよう。何かいい名前、いい名前……」

　やはり自分の好きなタイプの名前にするべきか。ええと、好きなタイプの名前──。

「……サエ？　いやそれは思いっきりまずいか」

　ていうか、北原さんとは雰ふん囲い気きが全然違うし。

　なかなか決まらず、光宏は頭を抱えてしまう。だいたい今まで、ギャルゲーの主人公には何の躊ちゆう躇ちよもなく「光宏」と入れてきたけど、ヒロインの名前なんて決めたこともない。

　いったいどうすればいいのか。ああ、いっそのこと名無しのヒロインにしてしまおうか。例えば知り合って間もないとかで……。

「よし、それでいこう」

　光宏は心を決めた。すなわち、彼女の名前は自分にも分からない。

　名前は分からないけど、いつも図書館で見かける可愛かわいらしい女の子という設定だ。そして毎日顔を合わせているうちに、だんだんお互たがいに意識しだして、ちょっとずつ言葉も交かわすようになってきて……それでちょうど恋こいなんか芽生えちゃったりしたタイミングなら、まだ名前を知らなくても通用する。おお、もう完かん璧ぺきじゃないか。

　ろくに図書館なんて行ったこともない光宏だが、シチュエーションを優先するあまり、自分のキャラさえ捻ねじ曲げてしまう。己おのれのちゃっかりさに驚きつつ、彼はすぐさまその設定を現状に反映した。

「やあ、また会えたね。嬉うれしいよ」

　そんな甘い台詞せりふを、爽さわやか（？）な笑顔で囁ささやきかけた。一応ここは図書館のつもりだ。

　何だかゴッコ遊びに思えなくもないけど。しかしそこは相手も二次元美少女。

「私も……会えて嬉しいです」

　すぐに調子を合わせてくれた。何と頼たのもしいことか。

　さてここからだ。自分はこの娘この名前を知らないけど、向こうはこちらの名前を知っているに違ちがいない。たぶん、本の貸出記録か何かをこっそりチェックして。

　ってことは図書委員？　よし、その設定にしよう。

「あの……葛本さん、でしたよね？」

　勝手に設定を追加されながら、少女はおずおずと訊たずねてきた。出てきた時は「光宏さん」だったのが、今やすっかり他人行ぎよう儀ぎになっている。

　しかしこれこそがポイント。恥はずかしがり屋な彼女は、まだ相手を名前で呼ぶことができないのだ。

　だがしかし。呼ばぬなら呼ばせてやろうメガネっ娘──と、昔の偉えらい人も言っていた。

「うん。でも、それじゃ硬かたいなぁ。『光宏』……いや、もう『ミックン』でいいよ」

「えっ？　は、はい……。ミックン……あう、ごめんなさい」

「いや、謝らなくてもいいから」

　もう、ニックネームで呼んでから謝るとか、可愛すぎるぞこの娘。

　何だか楽しくなって、光宏はなおも甘い言葉を囁きかける。話題は──そう、メガネで。

「そのメガネ、似合ってるよ」

　ああ、何て工く夫ふうのない褒ほめ言葉なんだろう。

「あ、ありがとうございます……」

　それでも真っ赤になって応こたえてくれる少女が愛いとおしくて堪たまらない。ついこちらも調子に乗ってしまう。

「でも、そのメガネを外したとこも、見てみたいな」

　恥ずかしがる少女を真正面から見つめながら、光宏は言った。

　メガネを外したら美少女──。この設定、何としても再現したい。

「え……、外すんですか？」

「うん、すごくきれいだと思うから」

「そ、そんな……私なんてべつにきれいじゃないし……」

　少女はすっかり俯うつむきっぱなしでもじもじしている。これはたぶん、自分から外すことはないと見た。じゃあどうするかって？　そりゃもう、こっちで外してあげるしかない。

「さあ、顔を上げて」

　光宏は猫ねこなで声になりながら、右手の人差し指を少女の小さな顎あごに宛あてがい、そっと引き寄せる。

　目が合う。まるで口づけでもするかのような姿勢で、二人は見つめ合う。

「……外すよ？」

「はい……」

　最低限の言葉だけ交わし、光宏はもう片方の手を、彼女のメガネに持っていった。

　だがその刹せつ那な。

　フッと、少女の姿が搔かき消えた。

「……あれ？」

　何もなくなった空間に手だけ突つき出しながら、光宏は間ま抜ぬけな形で目をパチクリさせた。

　どういうことだ。抜け出してきた女の子が急にいなくなるなんて。まさか、絵に戻もどった？

　慌あわててモニターの方を覗のぞいてみる。少女が抜け出している間は、あの絵も白く空いているはず。だが、もし戻ってしまったなら──。
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「やっぱりだ。絵の中にいる……」

　少女が二次元の図書館から、再びこちらを見て微ほほ笑えんでいた。

　案の定、戻ってしまったのだ。しかしなぜ？

「……僕が存在を望まなかったから？」

　光宏は首を傾かしげた。

　確かに、二次元美少女が召しよう喚かん主しゆの都合に従う以上、こちらが「帰ってほしい」と願えば、その娘は絵に戻ってしまう。以前にもそんなことがあったから間違いない。

　でも、今回は──。

「僕はべつに、帰ってほしいなんて全然思ってなかったんだけど」

　むしろこれからだったのに。帰らせる理由なんてあるはずがない。

　独りに戻った部屋で、光宏はいつまでも首を傾げ続けた。

　結局その夜、メガネっ娘が再び出てくることはなかった。
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「北原さん、今日はまだ来てないのか……」

　翌日。朝の教室を眺ながめ回して、光みつ宏ひろはひとり呟つぶやいた。

　紗さ衣えが来ていれば、昨日の出来事を話して、あの少女が消えた理由を教えてもらおうと思ったのだけど。どうやら真相究明に焦あせりすぎて、早く来すぎてしまったらしい。

　仕方なくボケッと席に座ってると、ホームルームもまだだというのに、一時間目の担当教師が顔を覗かせた。

「おい、今日の日直誰だれだ？」

「あ、私です」

　そう言って立ち上がったのは佐さ和わだ。あいつ日直なのか。まあ、どうでもいいけど。

「おお葛かつ本もと妹か。悪いんだけど、授業で使うプリント、先に持ってきて配っといてもらえないか？　準備室にクラス別にして置いてあるから。頼たのんだぞ？」

「はーい」

　だるそうな声で返事をして、佐和が教師を見送る。朝一で労働とはご苦労なことだ。

　光宏が他人ひと事ごとのように眺めていると、不意に佐和がこちらを見た。

　目つきが意地悪になっている。だいたい何を言い出すのか予想はつく。

「ミックン、代わりに行ってきて」

「やだよ」

「じゃあ昨日のこと言いふらすよ？　北原さんをメガネ屋に拉ら致ちした後、家でひたすらメガネっ娘この攻こう略りやくしてたって。みんなどう思うかなぁ。ドヘンタイ？　脳のう味み噌そフリーダム？」

「行ってくりゃいいんだろ……」

　光宏はげんなりしながら立ち上がり、そそくさと教室を後にした。

　まったく、何が悲しくて、朝一で妹のパシリになってるのやら──。

　心の中でたっぷりと愚ぐ痴ちりながら、準備室へと向かう。とはいえ、何だかんだで結局言うことを聞いているのだから、あちらの思うつぼだ。

「でも……佐和のやつ、本当に言いふらす気なんてあるのかな」

　ふと、光宏はそんな疑問を口にした。

　例えばこないだ紗衣が家に来たことなどは、佐和は誰にも言いふらしてないようだ。

　あれは一応「お見み舞まい」ということで誤ご魔ま化かしておいたけど、よからぬ噂うわさのタネとしては、うってつけだったはず。それを完全にスルーするなんて。

「うーん、あいつの基準が分からん……」

　不満げに呟きながら、準備室の前まで来る。

　直後、中からドタンッ！　と激しい音が響ひびいてこなければ、このまま教室に戻るまで愚痴りっぱなしだっただろう。

「……今の何？」

　思わず身を硬こう直ちよくさせ、光宏は閉とざされたドアを凝ぎよう視しした。もちろんそれで何かが見えるわけでもない。

　中に誰かいるのだろうか。先生？

「あの……失礼します」

　恐おそる恐るドアを開け、中を覗のぞく。

　そこに、先客がいた。

　女子生徒が一人、散らばったプリントの上で、ペタリと尻しり餅もちをついているところだった。

（あ、女の子だ……）

　そんな当たり前の事実が、光宏の頭をよぎった。

　だから、つい視線を逸そらした。理由は自分でも分からない。ただ、何となく彼女を直視できなかった。

　男が女の子をマジマジと眺めるのは失礼だ、と──あるいはそう思ったのかもしれない。

　とりあえず、パッと見は知らない顔だった。きっと他ほかのクラスの子だろう。髪かみは短くて顔は丸め。背の高さは普ふ通つう。あとは……よく見てない。

　しかし、その女子生徒はこちらの控ひかえ目な視線に気づき、すぐに顔を上げた。

「あー、ごめんねー」

　そう言って照れくさそうに頭を搔かく。何が「ごめん」なのかよく分からない。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　どうやらアクシデントには違ちがいなさそうだったので、光宏はおずおずとそう訊たずねてみた。

「何があったの……？」

「見てのとおりだよ。プリント運ぼうとしたら、手が滑すべってばらまいちゃった。で、慌あわてて拾おうとしたら、紙踏ふんづけて引っくり返って……」

　答えながら、彼女は助けを請こうような目でこちらを見てきた。

　もちろん放ほうっておくわけにはいかない。まずは彼女を助け起こそうと、手を差し伸のばす。

　だが、その指が触ふれようとした刹せつ那な、光宏の手が不意に止まった。

　何があったわけでもない。しかしただ一いつ瞬しゆん、心の中でためらいが起きた。

「どうしたの？」

　当然引っ張り上げてもらえると思っていた女子生徒が、不思議そうに首を傾かしげる。

　光宏は答えられないまま、曖あい昧まいな笑えみで誤魔化した。

「あ、いや。何でもないよ……」

　誤魔化しながら、自分の感情に戸と惑まどっていた。

　三次元の女の子の手を握にぎることを、躊ちゆう躇ちよしてしまった──。我ながら意識しすぎだろうと思うけど。でも女の子の手って、そんな気軽に握れるものではないはずで。

　少なくとも自分にとっては、まだ未知の領域なのだ。

　あれだけ美少女漬づけになりながら、三次元には全然耐たい性せいができてない。光宏は今、それを嫌いやというほど自覚してしまった。

　こちらが動けないでいるうちに、女子生徒は自力でよっこらせと起き上がってしまう。弾はずみでスカートが捲まくれ上がる……なんてことはもちろんない。二次元の萌もえっ娘こじゃないんだから。

「あ、あの……拾うの手伝うよ」

　光宏はそう言うと、その場にしゃがみ込んで、プリントを集め始めた。

　せめてそれぐらいはしたい。少しでも、現実の女の子の前で自然に振ふる舞まいたいから。

　しかし彼女は何も応こたえなかった。代わりに、ただあらぬ方向をボケッと眺ながめて、「あー」と言葉にならない声を上げた。

「しまった」

「どうしたの？」

「転んだ拍ひよう子しにメガネ落とした」

　見知らぬ女子生徒は、顔をしかめてそう言った。

　メガネ？　この子、いつもはメガネかけてるのか。妙みように昨日からメガネに縁えんがあるなぁ。

「ねえ君、その辺にメガネ落ちてない？」

　少し慌て気味になりながら、彼女は光宏に訊ねてきた。

「私ってさ、メガネないと、ほとんど見えないんだよね。捜さがしてもらえないかなぁ」

「いいよ。ちょっと待ってて」

　そう答えたものの、自分も視力に自信があるわけじゃない。しかし彼女よりはましだろうと思い、目を凝こらして床ゆかを眺め回す。

「……ないよ」

　それらしき物は見当たらない。

「うそぉ」

「噓うそじゃないよ。あ、もしかしたら何かの下に入っちゃったのかも」

　教員用の机や本ほん棚だな、資料を置いておくラック──。この部屋には、いろいろな物が所ところ狭せましと並んでいる。おそらくその辺りだろう。

　光宏はさらに身を屈かがませ、横顔を床に押し付けるようにして、手近なラックの下を覗のぞき込んでみた。

　暗がりの中に、朧おぼろげながらそれらしき物体が見えた。

「あったよ。この下だ」

「取れる？」

「うん、手を伸ばせば、たぶん……」

　ただしそのためには、ほとんど腹はら這ばいにならないといけない。埃ほこりまみれは必至だが、しかしラックをどかすよりは早いだろう。何しろこのラック、分厚いファイルがぎゅうぎゅう詰づめになっている。

　光宏は覚かく悟ごを決めると、床の上にべたりと俯うつぶせになった。

「がんばれー」

　自分はプリントを揃そろえながら、女子生徒が声せい援えんを送ってきた。

「うん、ありがとう」

　光宏は笑顔で応え──それからふと、妙な気持ちになった。

　自分が現実の女の子と一対一で、ちゃんと会話をしている──。これって、かなり珍めずらしいシチュエーションじゃないか。今までそんな機会なんて、一部の例外を除けば全然なかったのに。

　それでなくたって、佐和のおかげで学校中の女子が自分を偏へん見けんの目で見ているのだ。馬ば鹿かにされこそすれ、相手が光宏だと知ってまともに応対してくれる女の子なんて……。

「あれ？　もしかして……」

　この子、目が悪いから僕の顔が見えないとか？

　まさか、そんな漫まん画がみたいなことが本当にあるのか。いや、単に疲つかれ目の自分には分からないだけで、本当に視力が弱い人にとっては、あり得るのかもしれないけど。

　試ためしに光宏は訊たずねてみた。

「ねえ、君ってさ……僕の顔とか、見える？」

「ううん、全然」

　案の定、彼女はそう答えた。

「メガネがないとさ、かなり近づかないとホント何にも見えないんだよね。すごく不便。君も目を使うなら気をつけた方がいいよ？」

「ご忠告感謝します……」

　うん、他人ひと事ごとじゃない。佐和の言うとおり、ある程度ゲームは控ひかえた方がよさそうだ。

「私はパソコンばっかやってるから、視力ガタ落ちでさー」

　こちらが訊ききもしないのに、女子生徒は自分のことを話し始めた。暇ひまなのかもしれない。

「楽しいからやめられないんだけどね。サイトとか作ったり」

「へえ、サイトやってるんだ」

「うん。最初はブログ借りようかと思ったんだけど、あれって勝手に前後のページとリンクしちゃうから面めん倒どうなんだよね。しかも月別でまとめちゃうし、広告は邪じや魔まだし。それにアップするテキスト量も多いから、レイアウト崩くずれまくりでさ。もっと自由な構成にしたいなって思って。そうすると、やっぱりちゃんとサイト作った方がいいなって──あ、ごめん。どうでもいいね、こんな話」

「ううん、そんなことないよ」

　むしろ安心した。この子、結構自分と近いところにいる人種かもしれない。

「僕もネットはよくやるよ。自分で何か作ることはないけど」

　話を合わせながら、光宏はメガネに手を伸のばす。指先がちょっと当たった。が、まだ取れそうにない。もっと腕うでを差し入れなければ無理だ。

「でも、おかげで最近目の調子が悪くてね」

　雑談を続けながら、彼は顔面までラックにへばり付かせて、肩かたごと腕を突つっ込んだ。もっとも苦痛はない。むしろ予期せぬ女子との会話に、心が弾はずんでいるのは間ま違ちがいない。

　北原さんごめんなさい。僕は浮うわ気き性しようです──と、こっそり懺ざん悔げもしつつ。

「そろそろメガネをかけた方がいいのかなって思ってるんだ」

　光宏は話題をメガネに変えた。

「でも、メガネって不便かな。君はかけていてどう？　やっぱりよく落とす？」

「いや、そんなことはないよ。でもまあ、顔が変わっちゃうのがねー」

　女子生徒はそう言って、クスッと笑った。ここからだと、その笑え顔がおが窺うかがえないのが残念だ。

「かけ始めは違い和わ感あるよ。鏡見ると別人がいるみたいでさ」

「コンタクトにはしなかったの？」

「それも考えたけどね。付ける瞬しゆん間かんがすごく恐こわそうだから、やめた」

「うん、あれは確かに……」

　今ので、光宏にコンタクトという選せん択たく肢しはなくなった。

「ああ、それと──」

　女子生徒は思い出したかのように、付け加えた。

「周りの見る目が変わるかも」

「見る目……？　どういう意味？」

　よく分からず、光宏は訊ね返す。それは視力の話？　いや、自分の目じゃなくて、周りの目が変わるわけだから、全然違うか。

「最初にかけたのは小学生の時だったんだけどさ。がり勉って言われた」

「ああ、そういうことか……」

　なるほど。メガネをかけただけで、「周りの見る目」が変わるのだ。

　彼女の説明に、光宏はひどく納なつ得とくした。

「小学生でメガネなんて結構珍しいからさ。最初は馬鹿にされるんだよね。で、中学へ上がるとメガネ組がやや増えて、馬鹿にはされなくなる。でもやっぱり偏見は消えないんだ」

「偏見って、がり勉ってこと？」

「うーん、がり勉とか優等生とか。馬鹿にはされないけど、何となくそういう目で見られてたのは間違いないよ。勝手に真面まじ目めキャラだと思われてたこともあったしね」

　なるほど。メガネ一つで、周りのイメージは大きく固定されてしまうのだ。

　してみると、昨日のアレも同じことなのか──。

　光宏はふと、自分がメガネっ娘こに抱いだいていたイメージを思い返した。勉強や読書が好きで、真面目で内気で──。

　これってもしかして、「メガネをかけてる人は優等生」という、小さい頃ころの短たん絡らく的な印象が、そのまま膨ふくらんだだけなんじゃないか。

　本物のメガネっ娘にとっては、そういうイメージはいい迷めい惑わくなのかもしれない。

「それに高校に上がると、メガネ組はかなり増えるけど──」

　彼女の話はまだ続いた。

「今度はみんな変な知識とかつけちゃってるんだよね。メガネを外すと美少女だーとか」

「え……？」

　まさに光宏のイメージどおりじゃないか。

　ドキッとしたところで、指がようやくメガネを捉とらえた。あとは身を引けば回収できるのだけど──光宏はそのまま動かない。

　もう少し、この女の子の話を聞いていたい。そう思ったから。

「いわゆる『メガネっ娘こ萌もえ』の一種ってやつ？」

　彼女はストレートに、専門用語を口にした。

「まあ、確かに顔の印象は変わるんだけどさ。それで急に美人になったりしないってば。単に外見が変わるから、新しん鮮せんな気持ちになるだけの話だよ」

「なるほど。そういう仕組みなのか……」

「うん。以前友達にもそう言ったんだ。『メガネっ娘として、メガネを外したところをぜひ見せてほしい』って頼たのまれたから」

「どんな友達なの、それ……」

　紗衣じゃあるまいし。いや、紗衣はそんなこと言わないか。メガネっ娘のイメージに何かこだわりがあるようだから。

「それに私、思うんだよね。メガネを外したらどうこうっていうお約束。絶対変だって」

「変？」

「うん。だってさ──」

　可笑おかしそうに、彼女は言った。

「メガネっ娘じゃないじゃん。メガネ外しちゃったら」

　女子生徒のその言葉に、光宏はハッとなった。

　そうだった。そんな簡単なことに、なぜ気づかなかったのだろう。メガネを外した時点で、その娘は「メガネっ娘」ではなくなってしまう。後に残るのは、真面目でおとなしい、ただの内気な少女だけ。

　しかしその性格も、メガネに抱いた偏へん見けんから、光宏が勝手に付けたものに違いない。メガネっ娘の必ひつ須す条件では決してない。

　じゃあ、何が必須なのか。それはどう考えても──。

「メガネだ」

　光宏は、思わず口走った。

「え？」

「あ、いや、べつに……」

　光宏は慌あわてて誤ご魔ま化かし、身体からだを引く。ラックの下から、女子生徒のメガネが出てきた。かなり埃ほこりが付いているけど。

「はいこれ、君のメガネ。かける前に拭ふいた方がいいよ」

　そう言って彼女にメガネを渡わたしながら、光宏は思う。

　メガネっ娘に必要なもの。それはもちろんメガネだ。メガネ以外は何もいらない。その少女がどんな性格であろうとも──例えば今目の前にいる女の子のように、気さくな感じであっても──メガネをかければメガネっ娘になれる。しかし逆にメガネを外せば……。

　なぜ昨日の少女が消えたのか。ようやく答えが出た。

「ありがとう」

　光宏は礼を言うと、先生から頼まれていたプリントを抱かかえ持った。

　女子生徒が不思議そうな顔をする。

「なぜ君がお礼を言うの？　それ、私の台詞せりふだよ？」

「ううん、楽しい話、聞かせてもらったから」

　それだけ答え、光宏は急いで準備室を後にした。

　おかげで、彼女のメガネ姿を拝むことはできなかったけど。




　ちなみに──その後プリントを手に教室へ戻もどった光宏が、クラス中の女子から「ドヘンタイ」だの「脳のう味み噌そフリーダム」だのと囃はやし立てられたのは、言うまでもない。
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「ここにいたんですね、北原さん」

　朝の屋上にいた紗さ衣えを見つけ、光みつ宏ひろは声をかけた。

　プリントを教室に届けた後、すぐに校舎中を捜さがした。そして、ようやくここで見つけた。

　紗衣と、それからもう一人の少女を。

「やっぱり──北原さんのところに戻ってたんだ」

「ええ、割と早く帰ってきたわね」

　紗衣は振ふり返り、その腕うでに抱だき締しめていた昨日のメガネっ娘こを、光宏の方に向き直らせた。

　質素な髪かみ形がたも服も昨日のままに、あの少女がこちらを見る。そのメガネ越ごしに顔が赤らんでいるのは、今までずっと、ここで紗衣とイチャイチャしてたからか。

「僕、その娘のメガネを外そうとしたんです」

　光宏は決まり悪そうに、昨日自分の部屋で起きたことを、正直に紗衣に告白した。

「そうしたらその娘が消えちゃって……。不思議に思ってたんだけど、これって、僕の『メガネっ娘』に対する萌もえ度が薄うすくなったから、北原さんに取られちゃったんですね」

「そうよ。いつもと逆ね」

　紗衣はどこか誇ほこらしげに、そう言った。

　結局答えは簡単だった。いつもは紗衣から女の子を奪うばっていた光宏が、今回は逆に奪い返された。ただそれだけのことだったのだ。

「メガネっ娘は、まずメガネありき。メガネこそが本質なの。そのメガネを外してしまえば、後には何も残らない。こうなって当然よ」

「……ですね。反省してます」

　光宏は、素す直なおに詫わびる。昨日紗衣が言っていた言葉──メガネっ娘を語る資格はない──の意味が、ようやく理解できた。

　紗衣は絵師だ。萌えを扱あつかう場合は、何よりもまずキャラの外見を大事にする。そして、メガネっ娘の外見に必要なものは、メガネでしかない。

　だからこの少女も絵である以上、メガネがすべてだったのだ。そのメガネを否定した光宏は、逆に紗衣から否定され、さらには絵そのものからも否定されてしまった。「この理解不足の少年に、私を愛めでる資格はない」と。

　そして絵の少女は光宏の手を離はなれ、原作者のもとに戻っていった──。おそらく、こんなとこだろう。まあ、絵にそういう意思があるのかどうかは謎なぞだけど。

　だが現に今、メガネの少女は紗衣の腕にいる。後ろから抱き締められ、髪に頰ほお擦ずりなどされて、心ここ地ちよさそうに目を閉じている。とても幸せそうだ。

　自分では、こんな幸せな顔にはできなかったかもしれない。

「私はね、まったく逆だと思うのよ、葛かつ本もとくん」

　もたれかかる少女を受け止めながら、紗衣が言った。

「もしメガネっ娘に外見の新しん鮮せんさを求めるのだとしたら──それはメガネを外すのではなく、メガネをかけさせるべきなんじゃないかって」

「かけさせる？」

「そうよ。いつもはメガネをかけてない娘が、急にメガネをかけたところを見て、ドキッとしてしまう──。この感情こそが、メガネっ娘萌えの原点じゃないかしら」

　メガネを外したら魅み力りよく的なのではない。メガネをかけることで魅力的になる──。紗衣はそう言いたいのだろう。

　光宏も、今ならその気持ちが理解できる。

　何しろ、メガネあってこそのメガネっ娘なのだから。

「あ、ところで北原さん」

　心のもやもやが晴れたところで、光宏はずっと気になっていたことを訊たずねてみた。

「その娘の名前、何て言うんですか？」

　書かれてなかったイラストのタイトルを──その少女の名前を、ぜひ知りたい。

　だが、紗衣は意外そうな表情を作る。

「何を言ってるの、葛本くん」

　そして、抱き締めていたメガネっ娘の身体からだを離し、そのメガネに手をかけた。

「教えたじゃない。メガネをかけてない娘がメガネをかけるから、萌えなんだって」

　そして、外した。

　メガネをかけていない少女の素顔が、朝の空の下に露あらわになった。その途と端たん。

「ああっ、お姉さま、メガネ返してくださいよぉ～」

　少女が叫さけんだ。すごくどっかで聞いたことのある萌えボイスで。

　光宏は慌あわてて、彼女の姿をいま一度確かめる。

　栗くり色いろの短い髪。童顔。背は低めだけど良好なスタイル。でもって、「お姉さま」って──。

「も、もしかして……カリンちゃんっ？」

「そうよ。まさか気づいてなかったの？」

「いや、だって、あの……」

　服装からしてまったく違ちがった。いつもの帽ぼう子しもローブもない。ノースリーブのミニスカワンピースもない。ガラリと印象を変えた質素な衣い装しようで、図書館に座って、軽く微ほほ笑えんで……。

　ああ、でも自分はあの絵を見た時、確かに思ったんだ。まるで幼い少女が背伸びをして、大人びた格好をしてみたようだって。

　インスピレーション自体は間違ってなかった。ていうか、大正解だった。なのに自分ときたら、そんな真相にはまったく気づかず、彼女をまったく別人格の内気キャラに仕立て上げていたなんて。

　我ながらいい加減だなぁ、と光宏は自分に呆あきれてしまう。

　そう、カリンはあんなおずおずしたキャラじゃない。もっと無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんな、子犬のような女の子だ。

「お姉さまってば～。メガネぇ～」

「はいはい、ちゃんと返してあげるわよ。フフ、メガネをかけたカリンも、とってもキュートね。その服も素敵だわ。まるでお利口さんになったみたい」

「えへへ～。お姉さまってばぁ♪　ボクもうおバカじゃありませんからねっ」

　そうそう。こんな感じのが正しい。

　そして思う。もし昨日、自分があの娘この正体に気づいていたら──。

「……もっと違うイチャイチャプレイができたかも」

　じゃれあう少女二人を眺ながめながら、光宏はひっそりと新たな妄もう想そうを浮うかべ、頰を緩ゆるませるのだった。
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　そして同じ日の放課後。学校のそばの某ぼうファーストフード店にて。

「ねーコイカワ、そのドーナツ半分もらうよ」

「アホ、私んだ」

　月代と向かい合わせで座ったコイカワは、ゴスロリ女の魔まの手から、今日のおやつを懸けん命めいに死守していた。

　伸のびてきたちっこい手を引っぱたき、顔中で威い嚇かくすると、月代も月代でヒヨコを振ふり回し牽けん制せいする。すっかりこんな調子で、二人は毎日のように会っている。

「ところでさ、昨日は紗衣、本当にあのメガネ屋に行ってたの？　見かけなかったじゃん」

　月代が話題を変えた。もちろん、コイカワの気を逸そらすつもりで。

「そのはずだよ。まあ、こっちは変なのに捕つかまりそうになって逃にげたから分からないけど……こら、盗とるなってば！」

　ついにむしり取られたドーナツを追い、コイカワは手を伸ばした。が、月代はそれよりもワンテンポ速く、奪うばった食料を丸ごと口に頰張り、機械のようなスピードで咀そ嚼しやくしだす。まるで齧げつ歯し類るいだ。

「ふふふ、ふひゃしふぁっふぁふぁ、ふひひふふぉふぉうふぁっへひは！」

「何言ってるか分かんないよ、あんた……」

　口中をドーナツまみれにした月代に顔をしかめ、コイカワは仕方なく、ズズズとコーヒーだけをすすった。

　そして、昨日のことを思い出す。

　昨日自分は、紗衣がメガネ屋へ行くと知って、月代を連れて後を追った。目的は簡単。一いつ緒しよにいるあの男子との相あい性しようを見み極きわめることだ。

　名前は──葛本光宏といったっけ。

「ねえ月代。あんた、どう思う？　葛本くんのこと」

「ん、誰だれそれ？」

「……あんたいわく、煩ぼん悩のう野や郎ろうのこと」

「ああ、あのチキン？　うーんとね、あとひと押しでヤラカすね」

「んなこと訊きいてねえよ……」

　このバカに意見を求めたのが間違いだったか。

　コイカワは溜ため息をついて、コーヒーカップに目を落とした。

　気になるのだ。あの男子が現れてからというもの、紗衣に変化が起き始めている。

　いや、それは「恋こいをしてる」とか、そういうありきたりなものではないと思うけど──、とにかく、最近彼女の更こう新しんペースが上がってきているのは間ま違ちがいない。

　光宏が紗衣の創作意欲を搔かき立てているのだろうか。もしそうだとしたら、彼を使えば、ひょっとして自分の望みも叶かなうかも……。

　そう、コイカワにはちょっとした思おも惑わくがあった。それが何かは、まだ誰にも教えてないけれど。

「ねーコイカワ」

「なに？」

「もしかして、あの少年に惚ほれちゃった？」

「んなわけないでしょ……」

　短たん絡らく的すぎるんだよあんたは、とツッコミを入れ、コイカワはそっぽを向いた。本格的な恋なんて、ろくに経験したこともない。

　学校にも大した男子はいない。今日準備室で会った子は……まあ、優やさしいっちゃあ優しかったけど。

（どのみち顔も分からないしね……）

　そう思いながら、ふと視界に違い和わ感を感じ、己おのれのメガネに触ふれてみた。

　埃ほこりがまだ、少し付いたままだった。





























「お姉さま、こんにちはっ！　……って、あれ？　またいない……」

　今日も今日とて、大好きなお姉さまの部屋を訪おとずれたカリンは、中に誰もいないのを見てがっかりした。

　ここは異世界ミラージュ・ネルにある魔ま法ほう学園。その女子寮りようの一室だ。

「今日は授業が早く終わったから、いっぱい遊んでもらえると思ったのに……。どこ行っちゃったのかなぁ」

　憧あこがれの先せん輩ぱいの姿を求めて、カリンは部屋の中をキョロキョロする。もちろんそんなことをしたって、誰もいないことには変わらないけど。

　その代わり、ちょっと見慣れないものを発見した。

「ん？　あれ何？」

　お姉さまの机の上に、ファイルや水すい晶しよう玉だまに交じって、ペンケースほどの大きさの真っ黒な箱が置かれている。今までこんなものなかったと思うけど。

　カリンは好こう奇き心に駆かられて、そっと机の方に近づいてみた。

　問題の箱は金属でできている。色のせいもあって、何だか物々しい。

「何だろう。魔法の研究で使うものかな。うーん、気になるけど、勝手に開けたら怒おこられちゃうよね……？」

　そう言いながらも、恐おそる恐る指先で箱に触れてみるカリン。だがその途と端たん、箱の蓋ふたがスッとずれてしまう。

「わっ、開いた！」

　それはまるで、カリンに触さわってもらうのを待っていたかのようだった。そして中から出てきたのは……。

「あれ？　なーんだ、ただのメガネだよ」

　ホッと胸を撫なで下ろす。そう、箱の中に入っていたのは、どこにでもあるような、ごく普ふ通つうの銀ぶちメガネだったのだ。

　レンズに曇くもりもなく、まだ新品みたいだ。お姉さまが買ったものだろうか。

「もしかしてお姉さま、目が悪いのかなぁ。うぅ、絶対勉強のしすぎだよぉ」

　お姉さまはこの学園でも一二を争う優等生だ。きっと毎日の勉強が祟たたって、ついにメガネがないと何も見えなくなってしまったのかも……。

　そう思うと、カリンはお姉さまのことが不ふ憫びんでならなくなる。

「視力のことで悩なやんでたなんて、お姉さま可哀かわい想そう……。それでこのメガネを買ったんだね。でもメガネをかけたお姉さまって、いったいどんな感じなんだろ……」

　カリンはお姉さまのメガネ姿を想像してみた。でも、そこはもちろん大好きな人のこと。悪くなるはずがない。

「きっと似合うんだろうなぁ。大人っぽくて知的で、はぅう、ドキドキしてきちゃったよぉ。そんなお姉さまに見つめられたら、ボクどうなっちゃうんだろう……」

　そう言いながら、ついついニヘラ～と頰ほおを緩ゆるませてしまう。いつも無む邪じや気きなカリンだけど、お姉さまのこととなると、いつもこんな調子だ。胸がドキドキして、何も頭に入らなくなる。

「お姉さまの素す敵てきなメガネ姿……ああ、早く見たいなぁ。ボクなんかがかけても、絶対変なだけだし……」

　そう呟つぶやいた時、カリンの頭の中に、ふとある考えが浮うかんだ。

「ちょっと、かけてみようかな……？」

　恐る恐る、声に出してみた。

　自分がメガネをかけたらどんな風になるんだろう。やっぱり変？　それとも、実はすごい美人に変身しちゃうとか？

「わー、気になるよぉ。お姉さま、ごめんなさいっ！」

　一応先に謝ってから、カリンは箱に手を伸のばして、サッとメガネを取り出した。指先にフレームのひんやりした感かん触しよくが伝わってくる。

「メガネってこんなに冷たいのかなぁ。まあいいや。じゃあさっそくちょっとだけ……」

　そう言って、カリンはついにそのメガネをかけてみた。

　一いつ瞬しゆん視界がぼやけて、またすぐにはっきりと戻もどった。まるでメガネの方が、カリンの視力に合わせてくれたみたいに。

「わ～、よく見えるかも♪」

　カリンは無邪気に喜んだ。もともと目の悪くない人間がメガネをかけてハッキリ見えるようになるなんて、どう考えてもおかしな話だ。でもカリンは、まだその奇き妙みようさに気づいてない。

「えーと、鏡、鏡……」

　自分がどんな顔になったか気になって、カリンは部屋を出て、寮の洗面所に向かった。

　途と中ちゆう、何人かの生徒とすれ違ちがう。が、カリンのメガネを見ても、反応する人は誰だれもいない。きっと知ってる人に会ったら、また違うんだろうけど。

「知ってる人、どこかにいないかなぁ」

　そう呟きながら、カリンは洗面所に辿たどり着いた。

　洗面所といっても、そこは魔法学園のこと。普通の家とはケタが違う。

　石造りの部屋の中央に、水を湛たたえた黄おう金ごん色いろの小さなプールが据すえられ、いくつものガーゴイル像がその中に水を吐はき出している。壁かべにかけられた鏡も、全身を映せる立派な姿見だ。

　その姿見をさっそく覗のぞくと、そこにはまるで別人のような自分がいた。

（わぁ、すごい……）

　見慣れた童顔がメガネのおかげで引き締しまり、本当に大人っぽくなったように見える。それにレンズで瞳ひとみが強調されて、なんだか美人になった気分だ。

　はっきり言って、すごく似合う。カリンは我ながら驚おどろいてしまった。

「こ、これはもう誰かに見せるしかないよね？　誰がいいかな。あ、そうだ。お姉さまに……って、ダメダメ！　勝手にメガネを持ち出したのがばれちゃうよぉ」

　一番見せたい人に見せられない……。とんでもないジレンマにカリンがうんうん悩んでいると、ちょうどそこへ、よく見知った人がやってきた。

　同じクラスの仲よしの女の子、ナナコだ。今は普通に制服を着ているけど、放課後は近くの喫きつ茶さ店てんで、可愛かわいいウェイトレス姿になっている。

「ふわ～、暑い暑い。みず水ぅ……」

　手をうちわ代わりにパタパタさせながら、ナナコは水を求めて、この洗面所へやってきたところだった。

　もちろんそれを見過ごすカリンじゃない。さっそくこのメガネ姿をナナコに見てもらおうと、元気よく声をかけた。

「ナナコちゃん、見て見てっ！」

「わっ！」

　いきなり名前を呼ばれて、ナナコが驚いて一歩後あと退ずさった。それからおっかなびっくりカリンを見て、おずおずと尋たずねてくる。

「あの……どちら様ですか？」

「ふぇ？」

　クラスメイトの意外な言葉に、カリンは思わず奇妙な声を上げた。

（ナナコちゃん、どうしちゃったの？　もしかしてボクが誰だか分からない？）

　メガネをかけたカリンの変へん貌ぼうぶりが激しすぎて、気づいてもらえないみたいだ。

　でも……おかしい。いくらメガネをかけたからって、それ以外の服装はいつものままだ。帽ぼう子しもローブも、ワンピースも……顔さえ除けば、すぐにカリンだと分かるはずなのに。

「ナナコちゃん、ボクだよ。カリンだってばぁ」

「え、カリンちゃん……？」

　カリンに言われて、ナナコがキョトンとした顔を寄せてきた。

　頭のてっぺんからつま先まで、じっくりと眺ながめ回される。でも、やっぱりメガネをかけた顔を見て、ナナコは首を横に振ふった。

「ううん、違うわ。どう見てもカリンちゃんじゃない。もう、からかわないでください！」

「えー、そんなぁ……」

　いきなり怒おこられて啞あ然ぜんとするカリン。ナナコは本当に、全然気づいてないみたいだ。

　いったいどうなってるんだろう。やはりこのメガネが原因なのか。このメガネは、それほどカリンを別人に見せてしまうのか。

「そうか、だったらメガネを外せばいいんだ」

　カリンはそれに気づくと、急いでメガネを外そうと、縁ふちに指をかけた。

　……ところが。

「あれっ、何で外れないの？」

　どうしたことか。メガネは強力な磁石のように、カリンの顔にピタリと張りつき、まったく外れる気配がない。

「ええ、どうなってるのぉ？」

　わけが分からずパニックに陥おちいり、メガネとじたばた格かく闘とうを始めるカリン。そんなカリンを、ナナコは不ふ審しんそうな目で一ひと睨にらみすると。

「私、失礼しますね……」

　そのまま水も飲まずにトテトテと逃にげていった。

「待ってナナコちゃん、誤解だよぉ！」

　メガネを引っ張りながら、カリンは叫さけんだ。

　と、そこへ……。

「なんだか騒さわがしいですわね」

　入れ違ちがいに別の人物がやってきた。

　と言っても、こちらは人間ではない。真っ赤なドレスが目に眩まぶしいメイドさん。魔ま界かいから召しよう喚かんされてカリンの部屋に居座っている使い魔・アサミだ。

「ちょっとあなた」

　アサミはメガネ姿のカリンを見ると、すぐに声をかけてきた。

「わ、アサミちゃん？」

「わたくしのことを知ってるのですか？　それなら話は早いですわね。ねぇあなた、うちのカリン様を見ませんでして？　確かこの辺りに来てると思うのですけど」

「そんなぁ。アサミちゃんまで……」

　見ませんでしても何も、思いっきり目の前にいるのに。

「ボクはここだよぉ。ほら、よく見て？」

　何とかアサミに気づいてもらおうと、カリンは必死に訴うつたえかける。しかしこの奇き妙みようなメガネが外れない以上、アサミは首を傾かしげるばかり。

「何を言ってますの？　あなたはカリン様みたいにおバカさんな顔はしてませんわよ？」

「おバカさんな顔って何……」

　主あるじのことなのに、ひどい言いようだ。さすが自他ともに認めるＳメイド。カリンに対しては、本人がいない時でさえ、とことん意地悪く振る舞まっている。

　でも、文句を言おうにも、向こうはこちらがカリンだと気づいてないわけで。

（うーん、いったいどうすれば……）

　一いつ生しよう懸けん命めい考えるカリン。するとアサミがこんなことを言った。

「あなた、カリン様に会ったら伝えていただけません？」

「え、何を？」

「さっき魔界のユキさんからお電話がありましたの。いつだったかカリン様にイヤラシイことをしようとした、ユキさんの『バカ姉貴』さん……ミツヒメでしたっけ？　あいつがこちらの世界に向かったから、とっとと強制送そう還かんしないと許してあげないんだからねっ、とのことです」

「ミツヒメさん？　ああ、あれかぁ……」

　以前カリンの前に現れた、タキシード姿の女悪魔……それがミツヒメだ。ちなみにユキというのは、そのミツヒメの妹で、妙にツンツンデレッとした女の子だった。

　ミツヒメはびっくりするぐらいエッチなやつで、カリンを騙だまして無理やりキスしようとしてきた。その時はみんなでこらしめて、ユキに連れて帰ってもらったけど……でも、いつかまた来るようなことを言ってたっけ。

「また来たみたいですわね。カリン様の唇くちびるを狙ねらって」

　アサミが嫌けん悪お感丸出しの表情でつぶやく。もっとも、このＳメイドがこういう顔をしている時は、だいたい心の中では面おも白しろがっているのだけど。

「そういうことですから、カリン様によろしくお伝えくださいな。ああ、もし無理ならそのままで構いませんわよ？　カリン様も、何の前まえ触ぶれもなくミツヒメに襲おそわれた方が、きっと素す敵てきな泣き顔をお晒さらしになるはずですから」

（うぅ、アサミさん意地悪すぎ……）

　むしろ今泣きたいぐらいの気持ちで、カリンはメガネ越ごしにアサミを睨む。

　もちろんアサミは気づかない。シレッとした顔で一礼すると、そそくさと部屋の方へ帰っていった。

　残されたカリンは途と方ほうに暮れて、その場に立ち尽つくした。

「どうしよう。悪魔さんはともかく、メガネが外れないなんて……」

　試ためしにもう一度メガネを引っ張ってみる。が、やっぱりびくともしない。

　このままでは誰だれにも気づいてもらえない。「カリン」という少女が、この世界から消えたも同じになってしまう。

「誰かいないの？　ボクのこと、分かってくれる人……」

　ナナコも、アサミさえも無理だった。この分だと、ルームメイトのナギサや他ほかのクラスの子達も、全員気づいてくれないかもしれない。

　となると、あとは……。

「……お姉さま」

　自然と浮うかんできたのは、最も愛する先せん輩ぱいの姿だった。

　お姉さまなら、カリンのことを分かってくれるだろうか。不思議なメガネのせいで困っているカリンを、ちゃんと助けてくれるだろうか。

「でも、もしお姉さままで気づいてくれなかったら……？」

　ふと、恐おそろしい考えが頭に浮かんだ。

　そんなことになったら……絶望以外の何ものでもない。

　大好きな人に気づいてもらえず、別人だと思われて無視されてしまう……。そんな自分の様子を思わず想像してしまい、カリンは姿見の前でついに涙なみだを浮かべた。

「うぅ、そんなのやだよぉ……」

　そのまま声を上げて泣きそうになる。でもそこをグッと堪こらえたのは、いきなり廊ろう下かの方から悲鳴が聞こえてきたからだ。

　助けを求める女の子の叫さけび声。あれはナナコだ。まさか……。

「お願い助けてっ！」

　ピンクのロングヘアをなびかせながら、さっき逃にげていったナナコがパタパタと戻もどってきた。

「ナナコちゃん、どうしたの？」

「うん、あの、また聞くけど、あなたはだぁれ？」

「あぅぅ……」

　やっぱり気づいてもらえない。しかしへこんでいる間はない。

　後からもう一人、ナナコを追って、洗面所に飛び込んできたやつがいた。真っ黒なタキシードをまとい、背中にはコウモリの翼つばさ。お尻しりからは尖とがった尻しつ尾ぽ。

「ナナコたん逃げるなぁっ！　僕と一いつ緒しよにフルーツ特盛りパラダイスをぜひ！」

　やっぱりミツヒメだった。

　いつかと同じショートヘアを振ふり乱し、何だか死しに物もの狂ぐるいの形相でナナコに迫せまっている。そのあまりのヘンタイさに、思わず引いてしまうカリン。でも、このままではナナコが危ない。

「待ちなさい、悪あく魔まさん！」

　持ち前の正義感を前に出して、カリンは精せい一いつ杯ぱいミツヒメに呼びかけた。

　クルリとミツヒメが振り返る。そしてその好色な目でカリンを一いち瞥べつすると、「うひょー」と、あまりにもベタベタな歓かん声せいを上げた。

「メガネっ娘こだメガネっ娘！　いいなぁ。この学園って可愛かわいい女の子ばっかりで、僕もう帰りたくなくなっちゃうよ」

「ダメ！　とっとと帰りなさい！」

　こんなやつに居座られたら、学園中の女の子が危険に晒されてしまう。

　カリンは両手を腰こしに宛あてがい、「メッ」と怒おこったポーズでミツヒメを睨にらみつけた。

「おとなしく帰らないと、きつい一発をお見み舞まいしちゃうよ？」

「え、なになに？　キツイのってどんなのー？」

　ミツヒメはカリンの言葉に恐れもせずに、ハァハァしながら近寄ってくる。とても気持ち悪い。

　カリンは思わず後あと退ずさりそうになりながら、それでも悪魔を牽けん制せいしようと踏ふみ止とどまった。

「ボクの攻こう撃げき魔法だよ。また食くらいたいの？」

　以前カリンはミツヒメに、最強の攻撃魔法を浴びせている。いくらミツヒメが節操なしでも、あのダメージを思い出せば、素直に逃げ帰ってくれるんじゃないか……と考えたのだ。

　でも、それは無理だった。

　なぜって、今のカリンはメガネのおかげで……。

「え、『また』ってどういうこと？　キミ、以前僕と会ったっけ？」

　ミツヒメはニタニタしながら首を傾かしげた。

　そう、正体が知られないのだ。脅おどかしたって何にもならない。

「あー、やっぱりダメなんだ……」

　こんな時だというのに、思わず落ち込んでしまうカリン。と、そこへミツヒメが、赤い瞳ひとみをスッと寄せてきた。

　カリンの顔をねっとりといやらしく眺ながめ回す。そして、こんなことを言った。

「うーん、こんな美人なメガネっ娘には見覚えないなぁ。ねーねー、そのメガネ外してみていい？　何も見えなくなって困ってるところを押し倒たおしたいから」

「だ、ダメだよ！　ダメに決まってるもん！」

　押し倒すなんてとんでもない。ただ……メガネを外してくれるのは大だい歓かん迎げいだけど。

　ここでふと、カリンの頭にある作戦が浮うかんだ。

　今かけている不思議なメガネは、自分の力ではどうしても外すことができない。でも、悪魔の力なら？　もしかしたら、案外外れるかもしれない。

（そうだ、悪魔さんを騙だまして、このメガネを外してもらおう。やっつけるのはその後でも遅おそくないもんね！）

　珍めずらしく頭を使ったカリンは、相手の不気味さに鳥とり肌はだが立ちそうになるのを堪えながら、恐おそる恐る悪魔に言った。

「あ、あのね、悪魔さん……」

「ん、なぁに？」

「もしボクのメガネを外してくれるなら……やっぱり押し倒しても、いいよ？」

　かなり大だい胆たんな発言だった。横でおとなしく聞いていたナナコも、顔を真っ赤にして「きゃっ」と悲鳴を上げてしまったほどだ。

　そして、ミツヒメがこれに乗らないはずがない。

「オッケー、外す！　絶対外す！　さあ外れろっ！」

　そのまま指を伸のばし、カリンのメガネにグイッと手をかけてきた。

　……が。

「あらら？　何これ、何で外れないんだよっ！」

　もちろんメガネはピクリともしない。悪魔の力をもってしても無理なのだ。

「えい、外れろぉっ！」

「イタイイタイ！　無理やり引っ張っちゃやだぁっ！」

　二人でジタバタともつれ合うカリンとミツヒメ。それでもメガネは外れようとしない。本当にカリンの顔の一部になってしまったかのようで、ずれることさえない。

　そのうちに、ついにミツヒメに我が慢まんの限界が訪おとずれた。

「ああもう、じれったい！」

　そう叫さけぶとメガネから両手を離はなし、カリンの両りよう肩かたをつかみ直す。

「もうメガネのままでいい！　このまま押し倒す！　揉もむ！」

「え？　ええ？　えええええええっ？」

　カリンが戸と惑まどいの悲鳴を上げた。が、そんなことで躊ちゆう躇ちよするような相手じゃない。ミツヒメは瞬またたく間まにカリンを床ゆかに押し倒してしまった。

「わ、ちょっと、ダメだよこんなの！」

　もうメガネどころじゃない。カリンは必死にミツヒメのヘンタイ攻撃から逃のがれようと、大急ぎで呪じゆ文もんを口にする。

「めーおーのなのもとにめいずる！　よこしまなるよーまよ、そのみをごーかにやきこがせっ！」

　カリン最大の必殺技・冥王炎武ハデス・フレア……のはずだが、こんな状態では精神集中なんてできない。せっかく唱えた呪文は空回り。カリンの手から閃せん光こうがほとばしる様子もなかった。

「そ、そんなぁ！　お願い助けてナナコちゃん！」

「え、私？」

　急に助けを求められて、ナナコが戸惑う。もともとミツヒメに襲おそわれて逃にげてきたのはナナコの方なのに、これでは立場が逆だ。

「で、でも私、オーダーとお会計ぐらいしか特技ないし……」

「そんなこと言わないでお願いだからぁ！」

　そんなやりとりをおとなしく聞いているミツヒメではない。

「もう、ごちゃごちゃうるさいよキミ！　そうだ、うるさい唇くちびるはちゅーで塞ふさごう！」

「いやぁぁぁぁ！」

　迫せまる悪あく魔まの顔がメガネ越ごしにくっきりと映った。そのあまりの強きよう烈れつさに、カリンは思わず悲鳴を上げた。

　だが、二人の唇がぶつかり合いそうになった時……。

「待ってください！」

　そう言って、この洗面所に飛び込んできた者がいた。

　ナース服姿に真っ白な翼つばさを生やした、銀ぎん髪ぱつの素す敵てきな女の人だ。頭のてっぺんには、光る輪っかが浮かんでいる。こんな人、今まで学園でも見たことがない。

「だ、だれ？」

「何この人、押し倒たおしていいの？」

　カリンとミツヒメが同時に声を上げる。すると見知らぬ女の人はにっこりと微ほほ笑えみ、穏おだやかな声で自己紹しよう介かいをした。

「私はメイ。白衣の天使で～す♪」

「てんしっ？」

「はい。天使で～す♪」

　なぜか二回言って、メイはふわふわと宙を舞まいながら、二人の方に近寄ってきた。

　その瞬しゆん間かん、ミツヒメがガバッと起き上がった。そしてメイの方に向き直ると、どこか怯おびえたように、じりじりと後あと退ずさり始める。

　さすが悪魔だ。天使は苦手らしい。

　だがメイはそんなミツヒメをスルーし、カリンの顔をまじまじと見下ろす。そして唐とう突とつに、「ありました！」と嬉うれしそうに叫んだ。

「よかったぁ。こんなところにあったんですね、メガネ」

「え、メガネ？」

「はい、メガネで～す♪」

　またも繰くり返した。

　カリンは恐る恐る立ち上がる。この不思議なメガネと、メイという天使……いったいどういう関係があるんだろう。

　不思議に思うカリンに、メイは事情を説明し始めた。

「実はですね、この学園のとある生徒さんが、寮りようの倉庫で古代の呪のろいのメガネを見つけてしまったんです」

「とある生徒さん……？　それってもしかして、お姉さまのこと？」

「はい。それで町の教会に、引き取りの手配をお願いしてきたんです。ほら、呪いの品って何かと危ないじゃないですか。だから教会の方で処分してもらおうっていうアイデアですね」

　さすがはお姉さま。このメガネの危険性を最初から知っていたのだ。それに、これでお姉さまの部屋にメガネがあった理由も説明がつく。

　しかしカリンはそうと知らず、自分から進んで呪いのメガネをかけてしまったわけだ。

（うぅ、ボクって本当におバカさんすぎるかも……）

　ついつい落ち込んでしまうカリン。しかしメイは笑え顔がおのまま、話し続ける。

「ところがですね、今教会はいろいろと忙いそがしくてですね。なかなか引き取りにこられる人がいなかったんです。なので天使の私が直に出向いてしまいました。フフ、すごいでしょ～。こう見えても結構働き者なんですよ？　なのにお部屋に行ったら、生徒さんはいないわメガネはないわで……。私、どうしようかと思って途と方ほうに暮れてたんですけど、でも見つかってよかったぁ♪」

　何だかマイペースな白衣の天使は、そう言ってカリンのメガネに手をかけた。

「あ……」

　スッと、メガネは意外にもあっさり外れた。悪魔の力でさえどうにもならなかった呪いの品も、天使の前には無力だったようだ。

　そして、メガネが外れたということは……。

「あ、カリンちゃん！」

　ようやく気づいてくれたナナコが、驚おどろいたように声を上げた。

「え、カリンたん？」

　ミツヒメもようやく気づいてくれた。こっちはどうでもいいけど。

「あら、カリン様。こんな所に」

　ついでに、アサミもちょうどいいタイミングで戻もどってきた。

　一方メイはあくまでマイペースのまま、にっこりと微笑んで、呪いのメガネを箱にしまう。お姉さまの部屋にあった、あの真っ黒な金属の箱だ。

「それでは、私はこれで失礼しますね。ええと、あなたはカリンさんというのですか？　お姉さまによろしくお伝えくださいね。では♪」

　そう言い残し、メイはふわふわと廊ろう下かの方へ出ていった。

　穏やかな割には、まるで怒ど濤とうのような天使だった。カリンはほっと溜ため息を漏もらすと、改めて姿見の方に目を向けた。

　そこにはメガネのない、いつもの自分がいる。呪いは間ま違ちがいなく消え去ったのだ。

「よ、よかったぁ……。ふわぁぁぁん！」

　声に出した途と端たん、思わず涙なみだが零こぼれてきた。

　さっきまでずっとメガネをかけっぱなしで、拭ふきたくても拭けなかった涙が、今は止めどなく溢あふれ出してくる。それを一いつ生しよう懸けん命めい手で拭ぬぐっていると、すぐにナナコとアサミが駆かけ寄ってきた。

「カリンちゃん、泣かないで。さっきはごめんね？　私、全然気づかなくて……」

「はいカリン様、ハンカチをどうぞ。カリン様を泣かせていいのは、わたくしだけですから」

「う、うん。ありがとう」

　二人の温かさ（？）に、カリンはなおも涙した。

　と、そこへもう一人の声が。

「あのぉ、僕のこと忘れてない？」

　ミツヒメだ。相変わらず壁かべに張りついたままでいる。

　カリンはハンカチでごしごしと涙を拭き取ると、すぐにミツヒメの方に向き直った。

「ううん、忘れてないよ？」

　そしてにっこりと笑い……。

「冥めい王おうの名のもとに命ずる！　邪よこしまなる妖よう魔まよ、その身を業ごう火かに焼き焦こがせっ！」

「うにゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　どごぉぉぉん！

　寮の一角に、ミツヒメの絶ぜつ叫きようと激しい轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。
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　それから少しした後。

　学園の近くの小さな喫きつ茶さ店てんで、カリンは何だか恥はずかしそうにして座っていた。

　それを見つめているのは、もちろんナナコとアサミの二人だ。

「カリンちゃん、それどうしたの？」

「カリン様……そのようなことをしても、お利口さんにはなれませんわよ？」

「うぅ、あんまりジロジロ見ないでよぉ……」

　そう答えたカリンは、なぜか顔にメガネをかけていた。

　当然呪のろいの品ではない。町で売っている、ごく普ふ通つうのメガネだ。ただし度の入ってない、ダテ専用のものだけど。

　実はこれ、お姉さまからのちょっとした罰ばつだった。

　あれからカリンはお姉さまのところへ行って、勝手にメガネをかけたことを謝った。お姉さまはその話を聞くと、すごく哀かなしそうな顔になって、こう言ったのだ。

「もう、カリンったら、勝手なことをしては駄だ目めじゃないの。もしメガネが外れなくて、私がカリンのことに気づけなかったら……私の前からカリンがいなくなってしまうなんて、絶対に嫌いやなんだから！」

　そして「本当に無事でよかった……」と、ギュッと抱だき締しめてくれた。

　カリンはまたも泣きながら、お姉さまに何度も謝った。

　ところが……それだけではお姉さまは許してくれなかったようで。

「はいこれ、罰ゲーム♪　一週間このままよ？」

　そう言ってお姉さまは、このメガネを渡わたしてきたのだった。

　みんなで笑って済ませられれば、それで丸く収まるから……。お姉さまはそう考えたのかもしれないけど、やっぱりこれはちょっと恥ずかしい。

「でもカリンちゃん、メガネ、すっごく似合うよ？」

　もじもじしているカリンに、ナナコが言った。

　アサミも頷うなずいて、ズズイとこちらに迫せまってくる。

「そうですわね。こうなったら服装もいじってみたいところです。というわけでカリン様、お脱ぬぎください」

「ちょ、ちょっと待って。だめだめぇっ！」

　なぜかメガネだけは着けたまま、お店の中で服を脱がされそうになり、カリンは必死に抵てい抗こうを始めた。

　でも……本当はちょっと嬉うれしかった。

　なぜなら二人が、ちゃんとカリンのことを見ててくれるから。

　それにこのメガネをかけた時……お姉さまは言ってくれたのだ。

「まあ、すごく似合ってるわ。とっても可愛かわいいわよ、カリン♪」

　……と。




「でもやっぱり脱がすのはダメっ！　いやぁ、助けておねーさまぁっ！」

　カリンの元気のいい悲鳴が、今日もミラージュ・ネルの町に響き渡るのだった。




（つづく）
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　本作は、イラストサイト「ミラージュ・ネル」管理人・歌川ミウミさんよりお預かりした漫まん画が原げん稿こうを、ご本人の了りよう承しようを得て小説化したものです。（瑠）





















「どうよヤヨイたん、アナザー・ミウミ特製、巨きよ大だいスライムの味は」

「くっ、何これ！　プヨプヨして……い、いやぁっ！　中に入ってくるなぁっ！」

　もう毎度毎度のこんな展開が、今こ宵よいも光みつ宏ひろの目の前で繰くり広げられていた。

　祭まつり囃子ばやしに満ちた夜の神社。その境けい内だいを取り巻くひと気のない林の中で、一人の巫み女こが半はん透とう明めいのマスコット的モンスターにのしかかられている。

　巫女と言っても、もちろん二次元だ。あと、「中」というのは「衣服の中」なので。念のため。

「クク、これこれ。堪こたえられないよね。神社といえば巫女さんだよね、やっぱり」

　祭りの夜にそぐわぬゴスロリ衣い装しようで、月つき代よ改めハンドルネーム「アナザー・ミウミ」は、満足げに笑う。今夜のターゲットは巫女のヤヨイ。霊れい力りよくを持った、戦う退たい魔ま師しの少女だ。

　長い紫むらさきの髪かみに切れ長の目。スラリとした身体からだを巫女服に包み、指に護ご符ふを挟はさんだ立ち姿はとても凜り々りしい。本家歌川ミウミの初期作品だが、今見てもなお色あせない。

　しかし今、彼女の姿は大きく変わり果てていた。

　後ろに結ばれた髪が解ほどけ、スライムの水気に濡ぬれて、首筋にまとわりついている。さらには衣装までがその豊かな身体にピタリと張り付き、すでに和服の形を成してない。

　さらには苦く悶もんに満ちた表情の、何と魅み惑わく的なことか。だが光宏はいつもどおり、湧わき立ちそうになる感情を抑おさえ、手をこまねいて見守るのみ。

　助けにいくことはできなかった。なぜなら自分は、ここにいる「もう一人の少女」に、背後から羽は交がい締じめにされているのだから。

「よ、よせっ、離はなせっ！」

「ふふふ、こんなに胸ドキドキさせて。興奮しちゃってるんだね」

　その少女は邪よこしまに微ほほ笑えみながら、その甘い声で光宏の心を搔かき立てている。祭りに合わせて浴衣ゆかた姿に着き替がえた稚ち気きは残しているものの、すでにその瞳ひとみに、かつての無む邪じや気きな輝かがやきはない。

　そして、仲間の呼び声すら聞こえない。

「正気に戻もどって、カリン！」

　ヤヨイの悲痛な叫さけびにも、少女は答えなかった。

　ただ月代と同じ悪魔の笑みを浮うかべ、この羞しゆう恥ち劇に華はなを添そえるのみ。

　だから光宏は、紗さ衣えが現れるのをひたすら待った。

（お願い北原さん、早く来てっ！）

　来るはずのない、紗衣を。




　いったいなぜこんなことが起きたのか──。

　話は一日前に遡さかのぼる。
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「夏祭りといえば、やっぱり浴衣だよな」

　光みつ宏ひろは断言した。

「夜の神社で浴衣の女の子とデートだ」

　光宏は妄もう想そうを始めた。

「人ごみではぐれないように手なんか繫つないでさ」

　光宏は何もない空間をニギニギした。

「二人で一本の綿わた飴あめを食べて」

　光宏は何もない空間をハミハミした。

「並んで花火なんか眺ながめちゃったりして」

　光宏は何もない空間を見上げうっとりした。

「最後はその花火をバックにキスを……」

　光宏は末期だった。

　地元の神社でおこなわれる夏祭り。その前夜のことである。
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　そんなわけで、夏祭りには紗さ衣えを誘さそうことにした。

　……と、いきなり結論から言ってしまうと唐とう突とつすぎる気もするが、これこそ光宏が一晩悩なやんで選んだ道だった。

　即すなわち、二次元キャラには頼たよらない、と。

　確かに絵の美少女を呼び出せば、浴衣でデートぐらい簡単にできるだろう。ぶっちゃけ始めはそうするつもりだった。何しろ一番手軽で一番確実な方法なのだから。

　しかし、一晩経たってその考えが変わった。きっかけは、二つある。

　まず一つ目──。

「もう夏休みなんだよな……」

　部屋の萌もえカレンダーを眺めながら、光宏は思ったのだ。

　夏祭りの当日は、学校の終業式の日でもある。これが終われば長い夏休みの幕開けだ。言い換かえれば、期間にして一月半、三次元の女の子と接点が無くなってしまうわけだ。

「夏休みまでに彼女ができると思ったんだけどな……」

　今年は共学なのに。男子校で腐くさっていた中学時代までとは違ちがうのに。

　入学したての頃ころは、これでようやく自分にも素す敵てきな彼女ができて、甘い時間をひと時でもふた時でも過ごしまくりな日々が来るはずと信じていたのに。

　夏休みになれば一いつ緒しよにお祭りはもちろん、プールや海水浴でキュートな水着姿を堪たん能のうし、どっかのお化け屋や敷しきでギュッと抱だきつかれ、終わり際ぎわには一緒に宿題をする名目で家に来てもらい、そこでうっかりアンナコトやらコンナコトやら起きてしまうもんだと思っていたのに。

　それなのに。嗚あ呼あそれなのに。それなのに。

　──ごめんなさい。

　──私は絵画にしか興味がないから。

　ふと、最愛の少女に告白した時の、ふられた記き憶おくが蘇よみがえり、光宏はカレンダーの前でどっと溜ため息をついた。

　これが一つ目のきっかけだ。で、次が二つ目。

　ちょうど光宏がお祭りデートの妄想に夢中になって、枕まくらを抱き締めてジタバタしていた時間。いきなり前まえ触ぶれもなく部屋を覗のぞき込んだ佐さ和わに、笑顔で言われたのだ。

「また脳内で二次元の女の子とデート？　さすがミックン、安上がりだねっ！」

　以上。これが二つ目。

　かくして虚むなしさと意地に駆かられた光宏は、ついに三次元の女の子をデートに誘うと決めたのだった。




　しかし誘うと決意したはいいものの、いったいどんな顔で切り出すべきか──。

　次の朝、学校へ来てからというもの、光宏はずっと悩んでいた。

　気軽に？　それとも真しん剣けんに？　紗衣が誘いに乗ってくれるのはいったいどちらか。いや、そもそも乗ってくれる保証なんてないし。

（ああ、どうしよう……）

　教室で紗衣の姿をチラチラと盗ぬすみ見ながら、光宏はただ悶もん々もんとし続けた。

　思えばあの告白以来、自分の方から積極的に彼女に誘いをかけたことなど一度もなかった。自宅を訪ねたのも、一緒にメガネ屋へ行ったのも、すべて向こうから命じられて従っただけのこと。頻ひん繁ぱんに言葉を交かわすようにはなったが、それだってすべてただの萌え談義だし……。

　だから今、明らかに下心を秘ひめた上で、紗衣にどう話しかけていいか分からない。結局自分は、三次元の女の子にはまったく慣れてないのだ。

「あーあ、何やってんだ僕は……」

　自分の不ふ甲が斐いなさに呆あきれ、光宏は呟つぶやいた。

　やがて終業式も終わり、早めの放課後が近づいてくる。今は教室で担任の話を聞いているところだが、これが終われば実質夏休みの始まり。つまり、もう後がない。

　もちろんメールでならいつだって声をかけられるだろう。だが、それでは今夜に間に合わない可能性があるし、何より直接向き合って誘いたいから──。

　そんなシチュエーションへのこだわりが、最終的に光宏の背中を強く後押しした。

　ホームルームが終わった直後、紗衣がひとり昇しよう降こう口へ向かったところを見計らって、光宏はすごい勢いで、彼女のもとへ突つっ走った。

「キ、きたはらさんっ！」

「……何ごと？」

　顔を真っ赤にしながら叫さけんだ光宏に、紗衣はキョトンとした顔で訊たずね返してきた。

「夏コミのカタログならもう売ってるわよ？」

「いや、そんなこと訊きいてないです。ていうか知ってますし買いました」

　うん、それはどうでもいいから。

「あの、あの、きょ、今日は！　……この後空いてますか？」

　とりあえず、地道な一歩から攻せめてみることにした。「今夜夏祭りに付き合ってください」と、いきなり本題に入れないところが光宏らしい。

　しかし紗衣の返事はといえば、非常に期待外れのもので。

「塞ふさがってるわ」

「……そうですか」

　光宏は即そく座ざにがっくりと肩かたを落とした。これですべて終わった。

「ごめんなさい。今日はこれから家に帰って、やらなければならないことがあるの」

「い、いえ。いいんです。僕のはべつに大した用事じゃないですから……」

「昨日買ったそのカタログ、まだチェックしきれてないから、時間をかけてゆっくり吟ぎん味みしたいの」

「……ええとですね、北原さん？」

　それこそ全然大した用事じゃないですよね？　しかも夏コミって、あと三週間ぐらい余よ裕ゆうありますよ？

　そんなツッコミを入れたくてうずうずしながら、それでも光宏は自制する。まだだ。まだ負けたわけじゃない。

「それじゃあ、夜は空いてますか？」

　いま一度、攻め直してみた。

「夜？」

「はい。今夜なんですけど、実は……」

「ああ、ごめんなさい。今夜は夏祭りだから」

「……え？」

　なんだ、知ってたのか。てっきり紗衣のことだから、二次元が絡からまない行事には疎うといんじゃないかと思っていたけど。

　感心する光宏に、紗衣は心なしかわくわくした表情で、こう付け加えた。

「夏祭りだから、デートをするの」

　妙みように目がキラキラしていた。基本ポーカーフェイスなのに珍めずらしい。

　ここで──光宏が何も知らない普ふ通つうの男子ならば、間ま違ちがいなくショックで打ちのめされていただろう。誘さそいをかけた女の子にすでに彼氏がいて、その彼氏とのデートに胸をときめかせていると、普通はそう思う。

　しかしそこは同好の士。紗衣の「デート」の相手が誰だれかなんてすぐに分かる。

「北原さん、そのデートって……カリンちゃんとですか？」

　二次元以外にあり得ない。なんて単純な人だ。

　しかし紗衣はかぶりを大きく横に振ふった。

「私も最初はそう思っていたのだけど、最近はカリンの相手ばかりしてることが多かったでしょ？　そろそろ他ほかの嫁よめ達が妬やいてると思うの。だから、今夜はカリン以外の誰かにするつもりよ」

「はぁ、そうですか……」

　妬いてると言っても、絵が焼きもちを妬くはずがない。あくまで紗衣の頭の中で、そういう展開になっているだけだ。

「夏祭りといえば、やっぱり浴衣ゆかたよね」

　そして紗衣は、断言した。

「夜の神社で浴衣の萌もえっ娘ことデートよ」

　紗衣は妄もう想そうを始めた。

「人ごみではぐれないように手を繫つないで」

　紗衣は何もない空間をニギニギした。

「二人で一本の綿わた飴あめを食べて」

　紗衣は何もない空間をハミハミした。

「並んで花火を眺ながめて」

　紗衣は何もない空間を見上げうっとりした。

「最後はその花火をバックに──」

「あの北原さん、帰ってきてください？」

　光宏は紗衣の肩を揺ゆすり、現実世界に引き戻もどそうとする。いきなり廊ろう下かの真ん中でトリップされても困る。

　しかも真顔だし。内容が自分と同じだし。

「問題はどの娘を選ぶかだけど……やっぱり、普段浴衣なんか着なさそうな娘に、敢あえて浴衣を着せるのが新しん鮮せんでいいわよね。ということは、コスチュームの限定されたアサミかメイか……。ああ、でも場所が神社でしょ？　神社には巫み女こが映はえるのよね。じゃあ、ヤヨイかしら」

　ヤヨイ──というのは、確か紗衣がかなり初期の頃ころに描えがいた巫女の少女だ。個人的に呼び出したことはまだないが、以前紗衣の家で動いてるのを見た。

　……って、まるで動物園の名物みたいな言い方だけど、まあそれはそれとして。

「北原さん。あの、北原さんってば」

　光宏はなおも呼びかける。嫁選びで悩なやみ続けている二次専同級生は、なかなかこちらを振り向いてくれそうにない。

「ええと、一応訊きいておきたいんですけど……」

　仕方なく、本題を切り出した。

「今夜のその夏祭り、僕と一いつ緒しよじゃ駄だ目めですか……？」

「葛かつ本もとくんと？　なぜ？」

「いや、なぜってその……。僕一人じゃ寂さびしいから……」

　正直に「北原さんとデートがしたいです」とは言えない。そんなことを口にすれば、彼女はすぐさま拒きよ絶ぜつ反応を示し、「それでも二次専なの？」と光宏を叱しつ咤たするに違いない。

　だから光宏は、あくまで友達同士として彼女を誘うしかない。昨夜一晩かけて紗衣を選んだ時から、こうなることは分かっていた。

　決して妄想に描かいたようなロマンチックな展開は訪おとずれないだろう。キスなんて夢のまた夢。手を握にぎることはおろか、一緒に綿飴を食べられるかどうかすら怪あやしい。
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　でも──たとえそれでも、彼女と一緒にいられるのなら。

　もはや煩ぼん悩のうに満ちた感情などない。ただ一いち途ずで健けな気げな想おもいだけに支配され、光宏はすがるような眼まな差ざしで、憧あこがれの同級生を見つめた。

「葛本くん、私はデートがしたいのよ」

　しかし紗衣は無情にも、そう言い切った。

「夏祭りといえば萌えっ娘と浴衣でデートよ。これ、今年の夏の目標だから」

「ああそうですか……」

　どうあっても無理なようだ。

　光宏は肩かたを落とし、深く溜ため息をついた。その明らかな落らく胆たんぶりを前にしたところで、紗衣が決断を変えることはない。

　ただ小さく微ほほ笑えみ、「ごめんなさいね」と謝った。

「それじゃ、さようなら。また夏休み明け、学校で会いましょう」

　そう言い残して、彼女は悠ゆう々ゆうと去っていった。

　一ヶ月半、会えないことが確定した。
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　そんなこんなで帰宅後。絶望を紛まぎらわすために光みつ宏ひろがやったことといえば──。

「あー、やっぱり三日目回るとこ多いなぁ」

　紗さ衣えとまったく一緒だった。

　かくして彼の夏休みは、夏コミのカタログチェックに追われる作業からスタートした。そして気がつけば早数時間。この時期、無む為いに時を過ごすには最高の分厚さだ。

　左手でページを押さえ、右手でマウスをいじり、二刀流での情報収集は、さすがに手慣れたもの。こういうイベントに参加し始めたのは中二の時からだから、今年でもう三年目になる。

　すでにお気に入りのサークルもいっぱいある。が、一番気になるイラストレーターは、今年も何かを出す気配はない。

「やっぱりないか。『ミラージュ・ネル』は……」

　カタログにその名を探しながらも、結果は叶かなわず。光宏は軽く落胆した。

　紗衣こと歌川ミウミが活動するのはネット上のみ。このようなイベントで何かを販はん売ばいしたことは、いまだにないのだ。

　もちろんサイト名とサークル名が一いつ致ちしないことなんてざらにある。だからひょっとしたら、どこかに紛れている可能性もあるけど、それならサイトの方に告知が載のるはずだし。

　結局、夏コミでも紗衣とは会えそうにない。偶ぐう然ぜんバッタリってことがない限りは。

「でもまあ、何か出したら出したで、すごい行列になるだろうし……」

　これでいいのかもしれない。並ぶ自分の体力的に。

　十代半ばで消極的なことを考えながら、再び光宏はカタログに目を落とした。

　そして、見てしまった。

「あ、これ……」

　思い出したくもない、実に嫌いやなサークル名があった。

　その名もズバリ、「ミラージュ・ネル・アナザー」。歌川ミウミのキャラクターを勝手に使って、絵の中でいろいろと倒とう錯さく的な羞しゆう恥ちプレイをさせている二次創作サイト。その同名サークルだ。

　代表者の名は、これまた身も蓋ふたもない「アナザー・ミウミ」。ていうか月つき代よ。

「あいつ何やってんだよ、まったく……」

　すっかり顔なじみになったゴスロリ女のニヤケ面づらを思い出し、光宏は思わず眉まゆをひそめた。

　本家の紗衣が何も出さないのに、分家の月代が大きな顔で紛まがい物ものを売るだなんて、図々しいにも程ほどがある。二次創作は同人の華はなといっても、こればかりは頷うなずけない。

　何しろ月代は元「歌川ミウミ」でありながら、名実ともにその名を剝はく奪だつされているのだ。そこにすがる資格はない。

　それでもなお、こうしてミウミの名を騙かたり続けるのは、嫌がらせか、それとも──。

「未練、なのかなぁ……」

　そう呟つぶやいた光宏にとっても、その単語は耳に痛いものだった。

「北原さん……」

　月代とは違うベクトルに未練の塊かたまりを抱かかえ、彼は軽く項うな垂だれた。

　玄げん関かんで不意にチャイムが鳴ったのは、そんな時だった。

　誰だれか来たのか。まあ、ほっといても母親が出るだろうからいいけど──。

「光宏出てー。今お母さんも佐さ和わも手が離はなせないからー」

　隣りん室しつから母の声が飛んできた。佐和の部屋だ。いったい二人して何をやってるのだか。

　光宏は仕方なく立ち上がり、ぐっと伸のびをする。もうずっとパソコンの前に座りっぱなしだったから、だいぶ身体からだが硬かたくなっている。

　開け放たれた窓の外を見ると、陽ひがかなり傾かたむいていた。気がつけば、緩ゆるやかな風に乗って祭まつり囃子ばやしも流れてくる。

「そっか。もう六時なんだ」

　時計を見て独りごち、そのまま玄関へと向かった。

「はーい」

　我ながら間の抜ぬけた声でドア越ごしに応答すると、返ってきたのは元気な女の子の声。

「すみませーん。佐和ちゃん迎むかえにきましたー」

　どうやら妹の友達らしい。光宏がドアを開けると、案の定、見慣れた顔かお触ぶれが並んでいた。

　全部で四人。いずれも学校の女子連中で、今まで何度か家にも来たことがある。それが今日は揃そろって浴衣ゆかた姿で、葛かつ本もと家の入り口にごたごたと集まっている。

「あー、サワっちのお兄さんだ。こんにちはー」

　妹と同じ部活の子が、なぜか可笑おかしそうに挨あい拶さつしてきた。いったい何が可笑しいのかは謎なぞだけど。

「ねーねー、ミックン。何かして？」

　さらにもう一人が話しかけてきた。いや、何かしてと言われましても。

「動いて動いて」

「ボクハニジセンジャナイッて言って」

　どうやら人を芸人か何かと間違えているらしい。

　光宏がげんなりしていると、そこへようやく佐和が出てくる。しかもその姿と来たら。

「……何があった？」

「どーいう意味よ」

　そう答えた妹もまた、見目も華やかな桃もも色いろの浴衣などまとっていた。いつもはツインテールの髪かみも頭のてっぺんに丸くまとめ、すっかり和風で納のう涼りよう気分だ。

　でもこいつ、帯なんか結べたっけ？　あ、母さんに手伝ってもらったのか。うん、それなら二人が出られなかったのも納なつ得とく行くけど、じゃあなんでこいつは自分一人で着られないものをわざわざ着ようとするんだ──？

　妹は女に非あらずの精神で、光宏は呆あきれた表情を佐和に向ける。と、それを眺ながめていたギャラリーの女子達が突とつ然ぜん盛り上がりだした。

「おお、ミックンがサワっちに見み惚とれてる」

「さすがだねー。妹萌もえ？」

　好き勝手なことばかり言っている。やめてくれ。おぞましさで鳥とり肌はだが立つじゃないか。

　しかし鳥肌を立てたのは佐和も同様だったらしい。妹はこの暑いのにいきなり身み震ぶるいすると、こちらをキッと睨にらみつけて、「もうあっち行けよ」と、無礼な言葉を吐はいた。

「私の友達に見苦しい姿を晒さらさないでちょうだい」

「いや、見苦しいって、べつにこれ普ふ通つうの格好だし」

「服じゃないよ。こんなイベントの日に一人で家に引き籠こもってるその有あり様さまが見苦しいんだよ」

「何だよそれ。僕だってお祭りぐらい……」

　……行きたかった。紗衣と二人で。

　またも未練を引きずり出し、光宏はつい口籠る。それを見た佐和はフンと鼻で笑い、なおも失礼なことをのたまった。

「はいはい。おうちの中で二次元と夏祭りドリームね。どうぞご勝手に」

　何ともなめた言い草だった。

　こうなれば売り言葉に買い言葉。こっちも負けてはいられない。

「何だよ。お前だって男とデートに行くわけでもないし──グッ！」

　刹せつ那な、強きよう烈れつな蹴けりが飛んできた。主に、お腹の辺りに。

　思わず背を丸めてうずくまる。すぐ目の前では妹の浴衣の裾すそが捲まくれて、太ふと腿ももまで剝むき出しになっているが、そんなことはどうでもいい。むしろ今は痛い。

「さわぁ、ミックンいじめちゃダメだよぉ」

「ほら、脚あししまって。二次専悩のう殺さつしてどーすんの」

　女子連中がけらけら笑いながら佐和を宥なだめる。しかし当の妹は謝ることなく、こちらに向けて死を暗示する指サインを掲かかげるばかりだ。

　顔が真っ赤になっている。そんなに今の一言が癇かんに障さわったか。もしかしたらこいつはこいつで、夏休みまでに彼氏の一人も作るつもりでいたか。結局似たもの兄妹きようだいか。

「んじゃ、行ってくるよ。帰りは遅おそいからよろしく」

　一応挨拶だけは残し、佐和は一同を引き連れて、そそくさと出かけていった。

　これでようやく静かになった。光宏は腹を擦さすりながら立ち上がると、再び部屋に戻もどろうと踵きびすを返した。

　が、しかし。
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「浴衣……」

　足が動かなかった。

　今の艶あでやかな光景──佐和は除外するとして、残り四人の浴衣娘むすめ。ちょっと自分には刺し激げきが強すぎたかもしれない。

「いいな。浴衣いいな……」

　ぶつぶつと呟つぶやくうちに、またも昨日の妄もう想そうが膨ふくらみ始めてしまう。加えて、外から流れ響ひびいてくる祭囃子が、容易に歯止めを決けつ壊かいさせる。

　紗衣も今ごろ神社に繰くり出してるのだろうか。可か憐れんな浴衣を身にまとい、二次元の誰だれかとキャッキャウフフしてるのだろうか。

　嗚あ呼あ見たい。北原さんの浴衣が見たい。でもそのためには、自分も神社に行く必要が──。

「そうか。神社に行けば、北原さんに会えるんだ……」

　今さら当然のことに、光宏は気づいた。

　だが──それだけの理由で一人で祭りへ行くのはどうなんだろう。さすがにストーカーじゃないのか、それは。せめて一いつ緒しよに行ってくれる人がいれば、偶ぐう然ぜんを装よそおって、紗衣と落ち合うこともできるのに。

　そう、例えば今の妹達の集団に、引いん率そつ者として無理やり引っ張り出されて、強制的に神社へゴー。そこで思いもかけず、愛いとしの紗衣とばったり遭そう遇ぐう。あとは流れに身を任せて甘いひと時を──とか。

　うん、ラブコメでよくありそうなシチュエーションだ。が、問題が一つ。これは現実だ。

「……ダメだよな、そんな弱気なことじゃ」

　偶然でデートができるほど現実は甘くない。あるのは、必然だけだ。

　本気で紗衣に会いたいのなら、自分から出向くしかない。たとえそれが未練がましい行こう為いだとしても。ストーカースレスレだとしても。

　わずかな自問自答の後、光宏は新たに決意した。

「母さん、僕も行ってくるよ」

　奥に向かって、そう呼びかけた。

「帰りは……遅くなるかもしれないから、よろしく」
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　空が濃のう紺こんに染まる頃ころ、光みつ宏ひろはようやく会場に辿たどり着いた。

　鬱うつ蒼そうとした林を切り開いて佇たたずむ、由ゆい緒しよ正しき古い社。いつもは閑かん静せいなその境けい内だいが、今夜だけは賑にぎわいに満ちた別世界になっている。

　広い参道に夜店が立ち並び、色とりどりの電気提ちよう灯ちんが頭上を飾かざる。その間を流れるように行き交かうは、活気に溢あふれる人。人。人。浴衣ゆかたで、法はつ被ぴで、あるいはシャツで。思い思いの姿を夜気に晒し、そこかしこで笑え顔がおを振ふり撒まいている。

　彼らの喧けん騒そうは一ひと塊かたまりの音となり、祭まつり囃子ばやしに溶とけ込んで、祭りの空気をどこまでも押し広げていく。見るも聞くも、すべてが祭り一色。そんな中で光宏が紗さ衣えを捜さがす手段といえば、ただ一つ──。

　まあ、メールしかないのだが。

「あれ、そういえば僕、北原さんの携けい帯たいアドレスって知ってたっけ……？」

　参道の隅すみっこで携帯をいじりながら、光宏は涙なみだ目めになっていた。

「ええと、僕の携帯に登録されてるのって、『ミラージュ・ネル』に載のってる連れん絡らく先さきだから、要するにパソコン用のメールだよね。じゃあ携帯は？　ねえ、携帯の連絡先はどこ？」

　何度繰り返し眺ながめたって、そもそも教えられてないものを登録しているわけがない。

　何てこった。今さらこの人ごみの中で紗衣を捜す手がかりが一いつ切さいないとか、いったい何の冗じよう談だんだ。

「これは……自力で頑がん張ばれってことだよな、やっぱり」

　しょうがないので、勝手に試練に燃えることにした。そうでもしないと泣けてくる。

　光宏は携帯をしまい、参道の流れに飛び込んだ。

　浴衣浴衣──とにかく浴衣を捜すのだ。浴衣でデートと言っていた以上、きっと紗衣は浴衣でいるはずだ。

「とはいえ、浴衣多すぎだし……」

　浴衣の女性なんてあちこちにいる。適当にたこ焼きを投げても頭に当たるぐらいには。

　こんな中で、どうやって紗衣を捜せばいいのか。光宏には皆かい目もく見当もつかない。

　とりあえずひととおり回ってみるか。りんご飴あめでも舐なめながら境内を一周して、それでダメなら諦あきらめ……いやいや、それも哀かなしすぎる。あれだけ切ない想おもいを抱いだいて家を飛び出してきたのに、なぜに人に揉もまれながら飴一つ食べて帰き還かんせねばならんのか。

「困ったなぁ。せめて浴衣の色ぐらいリサーチしておくべきだったよなぁ」

　光宏はブツブツ呟つぶやきながら、社の方へと向かって歩き続けた。

　やがて辺りの夜気が軽くなった。参道が終わり、開けた場所へ出たのだ。

　奥の方に、夜店とは別に、白い屋根のテントがいくつか建っているのが見える。どうやらこの祭りを運営している管理組合のものらしい。

　会場の案内や物ぶつ販ぱん、麦茶の振る舞まいなど、テントによって役割が分かれている。あとは迷まい子ごの呼び出しなんかもやってくれるはずだ。

　うん、いっそのことあそこに頼たのむか。紗衣を呼び出してもらって……って、それじゃあまりにも情けなさすぎる。

「あー、おみくじでも買おうかなー」

　すっかりグダグダになりながら、光宏はテントの方へと歩いていった。

　中では組合の人に交じって、神社の人間が物販に励はげんでいる。しかも、巫み女こ姿で。

「おぉ、巫女さんだぁ」

　何の捻ひねりもない感かん嘆たんの声が、つい漏もれた。

　白い着物に真っ赤な袴はかま。長ちよう髪はつを頭の後ろで結ゆわえた定番の巫女姿の女性達が、カウンターの向こうに何人も立っている。まあ、神社だから当然の光景だし、たぶん本職じゃなくてただのバイトなんだろうけど。

　要はただの物販用コスチュームだ。いや、そんなことを言ったら罰ばちが当たるか……。

　くだらないことを考えながら、光宏はカウンターの前に立ち、声をかけた。

「すみません、一枚お願いします」

「はい、二百円です」

　うん、なぜだろう。巫女さんにお金を要求されるとドキドキする。

　よく分からないトキメキを抱きながら、言われるままに百円玉を二枚出す。そして数字の書かれた棒を一本引き、対応するくじを手て渡わたしてもらった。なんかもう、こういうプレイなんじゃないのか、これは。

　とりあえず結果は──吉きちか。実に平へい凡ぼんだ。

「ええと、なになに？　金運普ふ通つう。商売良好。待ち人来きたらず……」

　ダメじゃないかよ、おい。

　枝に結ぶ気力も起きず、光宏はそれをポケットにしまった。

　待ち人が来ないだなんて、このまま帰れという神様の思おぼし召めしなのか。

「あう、北原さん……」

　光宏は嘆なげき、そして悩なやむ。ここでおとなしく引き下がれば、一生悔くいが残るに違ちがいない。それならいっそのこと──。

「やるか……」

　今夜は祭りだ。みんなテンションが高くなってるし、ちょっとぐらい恥はずかしいことをしたって構わないはず──。

　そう自分に言い聞かせ、光宏はまっすぐに歩いていった。

　管理組合の集つどう、受付テントへ。




「──お呼び出しを申し上げます。北原紗衣様。北原紗衣様。お連れ様がお待ちです。いらっしゃいましたら、至急管理組合テント前までお越こしください」
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　十分待っても紗衣は現れなかった。

　敗北を認めたくなる気持ちをグッと堪こらえ、光宏はテントの前で立ち続けていた。

　いったいなぜ来ないのだろう。今夜は間違いなくこの神社へ来ているはずなのに。浴衣ゆかたで二次元美少女とキャッキャウフフしているはずなのに──。

「まさか実は他ほかの神社でもお祭りでしたとか、そういうオチじゃないよな……。それとも、すぐには来られない場所にいるとか？」

　そこまで考えて、一つ思いついた。紗衣が今いそうな場所を。

　もし自分が彼女と同じように、この会場で萌もえっ娘ことイチャイチャするなら──当然、人目につかない場所を選ぶはずだ。そしてこの近くでひと気のない場所といえば、もちろん境けい内だいなどではあり得ない。

　すなわち。

「林だ！」

　光宏は叫さけんだ。

　すぐそばにいた組合のおばちゃんが驚おどろいて、飲んでいた麦茶をブッと吹ふき出した。

「どうしたの？　はぐれた彼女さん、どこにいるか分かったの？」

「あ、いえ、その……彼女ではないんです」

　ただの友達です──と、少し寂さびしげに訂てい正せいし、光宏は続けて頼たのみ込んだ。

「もし北原さんが入れ違いでここに来たら伝えてください。僕は林の方に行った、って」

　念のためそう言い残し、急いで境内を後にした。




　そして──林の中で、ヤヨイに出会った。
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「あなたが……光みつ宏ひろどのか？」

　そう訊たずねてきたヤヨイの眼まな差ざしは、あまりにも緊きん迫ぱくしていた。

　決して光宏が召しよう喚かんしたわけではない。彼女は最初からこの林にいて、不意にこちらの前に姿を現した。おそらく、紗さ衣えが今夜のデート相手として呼び出したのだろうけど──。

　それにしては、特に愛らしさを振ふり撒まいている様子もない。その切れ長の目はどこまでも鋭するどく、真しん摯しに光宏の姿を捉とらえている。

「ええと、あの……何事ですか？」

　だから光宏は、とりあえずそう訊きいてみた。

　本当は「どの」という呼ばれ方とか、本物以上に触さわり心ごこ地ちのよさそうな巫み女こ服とか、髪かみきれいですねハァハァとか、いろいろと感想を述べたい部分もあったのだけど。

「……助けてほしい」

　いきなりそう言われては、呑のん気きに萌えてる暇ひまもないわけで。

　果たして何があったのか。周囲を見ても、誰だれもいないようだが。

　……そう、誰もいない。当然、紗衣も。

「あの……どういうこと？　北原さんはどこへ？」

　不意に突つき付けられた異様な展開に、光宏はすっかり怖おじ気けづいてしまった。ついさっきまでラブコメ路線一本だっただけに、この変化は激しすぎる。

　ヤヨイは一人だ。他に誰もいない。ついでに言うなら、浴衣姿でもない。

　浴衣でデートをするんじゃなかったのか、紗衣は。たぶん迷いに迷って二十数人の嫁よめの中からヤヨイを選んだのだろうけど、そのヤヨイを置いて消えてしまうだなんて、あまりに妙みようだ。

　もし自分なら、呼び出した二次元美少女から目を離はなすことは絶対ない。まあ、ほっといたら何を仕出かすか分からないからだけど。

「あ、そうか。もしかしてアレ？　綿わた飴あめ？」

　自分を納なつ得とくさせるため、光宏は努めて明るくヤヨイに訊ねた。

　うん、デート中に女の子を置き去りにするとしたら、何かを買ってくる時ぐらいだよな。つまり北原さんは、ヤヨイさんと一いつ緒しよにハミハミするための綿飴を買いに境内へ。その間ヤヨイさんはここで独りぼっちで、たまたまそこへ僕が通りかかって──あれ？　でも「助けて」ってどういうこと？

「助けてほしい」

　ヤヨイがまたも言った。とても自分を誤ご魔ま化かしている場合じゃなさそうだ。

「ねえ、ヤヨイさん、何があったの？　まさか北原さんの身に何か……」

　とっさに嫌いやな考えがよぎる。これだけ人がいれば、悪いやつが交じっててもおかしくない。紗衣は美人だから、もしかしたら女目当ての連中とかに絡からまれているのかもしれない。

　だとしたら絶対に助けに行かなければだけど、もし相手がバリバリの不良だったらどうしよう。身を挺ていして庇かばうか。でもって傷だらけになりながらも助けてくれたことに感動した紗衣が、一晩付きっきりで手当てを……って、今はそんな妄もう想そうをしてる場合じゃない！

「助けに行きます！」

　光宏は勢いよく叫んだ。

「で、どこへ行けば？」

　まずそれを教えてほしい。

　しかしヤヨイは、困こん惑わくした表情でこちらを見つめている。うん、何か間ま違ちがえたのかも。

「助けてほしいのは、私だ」

　そして、憮ぶ然ぜんとそう答えた。どうやら不良云うん々ぬんは光宏の考えすぎだったようだ。

　紗衣の身が安全なことに、ホッと胸を撫なで下ろす。が、しかし。

「ヤヨイさん……何があったの？」

　いったいこの林で、巫女少女がどんなピンチに遭あっているというのか。そして何度も同じクエッションを繰くり返すが、紗衣はどこだ。ヤヨイの保護者じゃないのか。

　ひたすらキョロキョロする光宏。だが、次のヤヨイの言葉を聞けば、そうも言ってられなくなった。

「妖よう魔まに──狙ねらわれている」

「……何ですと？」

　思わず訊き返してしまった。おかげで一気に緊きん迫ぱく感が薄うすれた。

　妖魔て、あんた。

「ヤヨイさん、それはどういうシチュエーション？」

「この神社に封ふう印いんされていた妖魔が蘇よみがえったのだ。しかも悪いことに今夜は祭り。放ほうっておけば大勢の人が犠ぎ牲せいになる──。そこで光宏どの、そなたの力を貸してほしい」

「すみません。そんなこと言われても分かりません……」

　いったいどうしてほしいんだ、この人は。

　今までにない設定を突き付けられ、光宏はひたすら困惑した。この巫女娘むすめはおそらく退魔師。だから妖魔と戦うというのは、まあ、許容範はん囲いだ。でもなぜそれに自分が参加するか。ていうか、なんで紗衣はそんなシチュエーションを今求めてるんだ？

　この状じよう況きようを理解するためには、やはり一つ知っておかなければならない。何度も何度も同じことを訊いて申し訳ないけど。

「北原さんはどこなの？」

　いいからそれを早く教えてほしかった。

　だが、その質問に答えたのはヤヨイではなかった。

「──紗衣ならいないよ」

　すぐ背後の茂しげみから、ぬっと現れた黒い影かげ。それが光宏に向かって、絶望を押し付けるかのように言い放った。

「絶対に助けにはこないから諦あきらめなよ」

「……またお前か」

　月つき代よだった。

　夜の闇やみに紛まぎれそうなゴスロリ衣い装しように、ヒヨコ持参というすっかりお馴な染じみのスタイルで、そこにいる。ヒヨコがソースでちょっと汚よごれてるのは、焼きそばでも零こぼしたか。

「何でお前がいるんだよ。よりによってこんな所に」

　彼女が地元民であるということは敢あえて無視し、光宏はうんざりした顔で言った。それに、今の彼女の発言は聞き捨てならない。

　紗衣が来ない……？　いったいどういうことなんだ。

　が、その疑問を口にする間もなく、すかさずヤヨイが叫さけんだ。

「くっ、出たな妖魔めっ！」

　月代相手に、大おお真面まじ目めに叫んでしまった。

「うぇっ？」

　光宏も思わず叫んでしまった。

　妖魔？　妖魔って、コレが？　ヤヨイさん、何か悪いものでも食べちゃったんですか？

「なあ月代……」

「ん？　何さ煩ぼん悩のう少年」

「ぼ……」

　いや、この際呼ばれ方の問題は置いといて。

「何でお前が妖魔なんだよ」

「えー？　巫み女この敵といえば、やっぱり妖魔でしょ」

　非常にテキトーなインスピレーションのみを盾たてに、月代は平然と理由を述べた。

「だから今夜の私は妖魔役なんだよ。これからヤヨイたんを捕つかまえて、もういろんな大ピンチを体験させちゃうのさ！　例えばその袴はかまを捲めくったり！　あ、ヤバ、鼻血出そう……」

「……ねえヤヨイさん、コレほっといて、一いつ緒しよに北原さん捜さがそ？」

　もうどうでもいいよ、このバカは。おとなしくヒヨコでも吸ってろ。

「ちょっと待て、逃にげるな！」

　そう喚わめく月代を無視して、光宏はヤヨイの袖そでを引き、その場を離はなれようとする。紗衣が来ないというさっきの発言は気になるが──まあ、どうせ月代の戯たわ言ごとだ。いちいち気にすることもないさ。

「ええい、逃げるなってば！」

　もう一度喚かれた。ああ無視無視。

「ふふふ、じゃあこれを見ても逃げる気になれるかなー？」

　おいおい、今度は何だよ。いったいどんなハッタリを──。

　そう思いながら振ふり向いた光宏の目に、意外な光景が映った。

　ヤヨイとは別の見覚えある二次元美少女が、月代に羽は交がい締じめにされていた。

「カリンちゃん！」

　いったいいつの間に捕まっていたのか。いや、そもそもいつからそこにいたのか。しかし月代が人ひと質じちに取っているのは、あのカリンに間ま違ちがいない。

　その服装がいつもの魔導士スタイルでなく藤ふじ色いろの浴衣ゆかたなのは、この祭りに合わせてだろう。紗衣は昼間、「今夜はカリン以外の誰だれかにする」と言っていたけど、結局連れてきたらしい。

　ヤヨイとカリン。同時に二人──。ああ、さすがは北原さん。二次元に対しては節操なしだ。……自分が言うのも何だけど。

「くぅ、助けてヤヨイちゃん……」

「カリン！　くっ、妖よう魔まめ、よくもカリンを……」

　光宏のどうでもいい感想をよそに、ヤヨイとカリンはともに苦く悶もんの表情を浮うかべ、このピンチに真面目に向き合っている。

　そう、ピンチには違いないのだ。このままでは二人の乙おと女めが、月代のやらしい毒どく牙がにかかってしまう。

「しょうがない。ヤヨイさん、手を貸すよ」

　呆あきれている場合じゃない。光宏はそれを悟さとると、月代に真正面から向き合った。とりあえずこのシチュエーションに調子を合わせたのは、ヤヨイへのサービスだが。

「おい月代。カリンちゃんを離せ。さもないと許さないぞ」

　我ながらベタな言い回しだった。

「うんうん、その言い回し、ベタだなぁ」

　月代にまで同じことを言われた。ちょっとショックだ。

「ていうかさ、相変わらずキミの脅おどし、全然恐こわくないんだけど。もっと頑がん張ばってよ。戦うヒロインの大ピンチなんだよ？　敵に捕まって何されるか分からないんだよ？　普ふ通つうに考えたらワクワクしてやまないシチュエーションでしょうよ。いっぱい張り切んなさい」

「おい、何だよそのワクワクって。ハラハラの間違いじゃないのか？」

「ワクワクだよ。ほら、例えばこんな感じ？」

　そう言うや月代はおもむろに、カリンの懐ふところに片かた腕うでを突つっ込み、わっしと何か握にぎり締しめた。

「ひやぁっ！　そんなところつかんじゃダメェッ！」

　カリンの黄色い悲鳴が、夜の林にこだました。あと、光宏の心にも。

　ああ、そうか。和服ってあちこち手を差し入れ放題なんだ……。

「どう、ワクワクした？」

　月代が笑え顔がおで訊たずねてきた。

「いや、それはあの、僕はべつにおいコラ！」

　答えられないまま適当に怒おこってみる光宏。だがその脳のう裏りに浮かぶのは、幼い頃ころからテレビで幾いく度どとなく見てきた、戦うヒロイン達のピンチの光景。

　敵の罠わなに落ち、囚とらわれの身となって──嗚あ呼あ、そこから先はいろいろな妄もう想そうが浮かんでやまない。ちっちゃい頃から物心ついた現在まで、ドキドキワクワクの目でヒロイン達を見ているのは間違いないのだ。

「何てこった。こんなやつに共感してしまうなんて……」

　愕がく然ぜんとする光宏。だがその時、ヤヨイが動いた。

「カリンを離せ！」

　そう叫さけぶや、いつの間にか手にしていた護ご符ふを、素す早ばやく月代に投げつける。あたかも鋭するどいダーツの如ごとく飛んだそれは、カリンをまさぐる月代の腕に、見事ビシッと命中した。

　……が。

「なにっ、効かないだとっ？」

　ヤヨイの焦あせりと月代のニマニマ笑いが、結果をすべて物語っていた。

　まあ、効くわけはない。相手は月代だし。べつに妖魔とかじゃないし。

「ククッ、ヤヨイたん。キミの力など、この大妖魔・アナザー様には通用しないのだ～」

「おいおい、なりきるなよ」

　あまりにもな猿さる芝しば居いに光宏は辟へき易えきする。もう、どうでもいいから月代を力尽ずくで黙だまらせて、とっととカリンを助けてしまおう。それですべて解決じゃないか。

　そう思い、彼は足早に月代のもとへと駆かけ寄った。

「お、さすが煩ぼん悩のう少年。浴衣プレイを間近で見にきた？」

「……もうお前黙れよ」

　溜ため息をつきつつ、光宏は月代の腕を摑つかんだ。このまま引き剝はがせばいいだけの話だ。

「光宏どの！　上だ！」

　そんなヤヨイの叫びが聞こえる瞬しゆん間かんまでは、そう思っていた。

「……え？」

　言われるままに上を見上げた光宏の視界に、何やら巨きよ大だいな物体が降ってくるのが見えた。

　真ん丸くて半はん透とう明めいで、可愛かわいい目が二つ付いてて。以前どこかで見たような──。

「妖魔だっ！」

　いやそれはないですよ、ヤヨイさん。

　……などと呑のん気きにツッコんでいる間に、光宏の身体からだは、頭上から急きゆう襲しゆうしてきた顔面水みず饅まん頭じゆう改め巨大スライムに、ベタンと押し潰つぶされてしまった。

　幸い柔やわらかいからダメージはない。ただ重い。あと、なんかやだ。

「わっ、何だこれ、離はなれろ！」

「ダメダメ。離れないよ。ていうか、このアナザー様が何の準備もなくキミを接近させると思ってた？」

　勝ち誇ほこったように月代が笑う。完全に向こうの思うつぼだ。しかも悪いことに、これで人ひと質じちが増えてしまった。

「さあヤヨイたん、二人を助けたかったら、何でも私の言うことを聞きなさい！」

「くそっ、何てことに……」

　ヤヨイの苦しそうな呻うめきが耳に痛い。光宏がスライムに捕つかまったのは、明らかにこちらの不注意だ。

「ごめん、ヤヨイさん……」

「気にするな、光宏どの。私がこいつに捕まればいいだけのこと──」

　それでもヤヨイは気き丈じように振ふる舞まい、その鋭い目で月代を睨にらみつける。彼女にとっては「大妖よう魔ま」である月代を。

「……貴様の条件を呑のもう」

「おお、さすがはヤヨイたん。話が分かるね。さ、こっちおいでおいで」

「人質を離すのが先だ」

「うーん、そういう油断ならないことは言わないの。どうせ二人を離した途と端たん、何か仕し掛かけてくるつもりでしょ？」

　月代は先の先まで読んでいた。さすが、ヒロインのとる行動などお見通しのようだ。

「ならば……私を捕つかまえた後、二人を離す保証はあるのか？」

　そしてヤヨイもまた、月代の行動を本能的に読み取っている。そうなのだ。あのヘンタイ女改め大妖魔が、素直に要求に従うはずがない。

　数秒ほど膠こう着ちやく状態が続いた。互たがいに相手の腹を探さぐり合い、先に進めないでいる。どちらかが折れない限りはこのままだ。

　うん、このままカリンちゃんが──。

「はうぅ～、揉もむのダメぇ……」

　そう、こんな具合に月代の玩具おもちやになったままなのだ。もう、目と耳の毒すぎる。

「よし、じゃあまず一人離そう」

　だが先に折れたのは意外にも、優勢なはずの月代の方だった。

　同時にスライムが離れ、光宏の身体が軽くなる。

「ぶっちゃけ、キミはほっといても無害だからね。カリンたんと違ちがって」

　以前はその魔法攻こう撃げきで月代を打ち負かしたこともあるカリン。彼女を解放すれば危険だということは、月代自身がよく知っていた。だから、光宏が選ばれた。

「これでイーブン。あとはヤヨイたん次し第だいで、ちゃんとカリンたんも離してあげるよ」

「どこがイーブンだよ……」

　スライムの後引く感かん触しよくに鳥とり肌はだを浮うかべながら、光宏はそう言ってよたよたと起き上がる。そこへ入れ替かわるようにして、ヤヨイが。

「光宏どの……後を頼たのむ」

　スライムの中に、身を投げ出した。

　止める余よ裕ゆうもなかった。

　いや、自分には止められなかった。月代にすべての主導権を握にぎられている以上、この「ヒロイン大ピンチゴッコ」を治めることのできる人間は、一人しかいないはずだ。

　なのに、紗衣は──。

　どこへ行ったんだ。二人のヒロインをほっといて。

「じゃ、約束どおりカリンたんも離すね」

　ふと月代がそう言って、カリンの懐ふところから手を抜ぬいた。

　意外だ。てっきりこのまま離さないものと思ってたのに。それともヤヨイを押さえて安心したか。

「カリンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「うぅ、いっぱい揉まれたよぉ……」

　ようやく解放されたカリンが、はだけた胸むな元もとを手で押さえ、こちらによろよろと歩いてくる。まったく、乙おと女めの柔やわ肌はだに何て破は廉れん恥ちなことを仕出かしてくれたのだ、あのヘンタイは。

　憤いきどおりつつも、光宏は近寄ってくるカリンの身体を、両手で迎むかえ入れようとした。

　そして──。
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「よ、よせっ、離せっ！」

「正気に戻もどって、カリン！」

　こうなった。

　光みつ宏ひろの胸に飛び込んだ刹せつ那な、いきなりこちらを羽は交がい締じめにして笑ったカリンは、すでに月つき代よの手に落ちた後だったようだ。

　リペイント──そう、リペイントだ。月代はその青いペンタブレットで、ヒロイン達の思考を自分好みに描かき変えてしまう。カリンもそれにやられ、ヤヨイを陥おとしいれるための「裏切りの乙女」になっていたに違いない。

　つまり、カリンのピンチはすべて演技だったのだ。光宏もヤヨイも、まんまと騙だまされていた。

「フフ、光宏くん見て見て。ヤヨイちゃんがあんなあられもない姿だよ？」

　耳元にフーフー息を吹ふきかけながら、カリンが囁ささやいてくる。いつもの彼女にあるまじきその行こう為いに、光宏は思わず身み悶もだえしてしまう。

　そしてすぐそばでは、スライムにのしかかられて真っ赤になっている巫み女このヤヨイ。やはり男の視線が気になるのか、目に涙なみだを浮かべてこちらを睨む。

「み、見るな光宏どのっ！」

「はいっ、見ません！」

　馬ば鹿か正直に頷うなずいて目を瞑つぶろうとする。今まで同じようなことがあった時は、これでどうにか年ねん齢れい制限を保っていたのだが。

「だーめ、見て見て♪」

　あろうことか、カリンがその指で、光宏の瞼まぶたを無理やりこじ開けてきた。

「光宏どのぉ！　見るなと言ってるのにぃっ！」

「わー、ごめんなしゃいごめんなしゃい！」

　謝りながらも目を背そむけられない。半はん透とう明めいのスライム越ごしに、巫女服をピッタリ張り付かせたヤヨイのボディラインが、ありありと浮かんでしまっている。

　一方で背後からは、カリンに拘こう束そくされているわけで。ということはつまり、背中がとても温まるわけで。

「光宏どのぉ……」

　沸ふつ騰とうしっぱなしの光宏の脳には、ヤヨイの嘆なげきさえ効き目が薄うすくなっていた。

　そしてこの光景を前に満足げにしているのは、ヘンタイ女ただ一人。

「いいにゃー、人ひと質じちにされて男に見られて羞しゆう恥ちに悶もだえる巫女、いいにゃー」

　月代の特とく殊しゆ妄もう想そうが、今ここに大いに開花していた。

「やっぱり煩ぼん悩のう野や郎ろうを巻き込んで正解だったにゃー」

　ついでにそんなことも言った。……って、あれ？

　蕩とろけていた光宏の心に、ふと疑問が起こった。

　巻き込んだ──って何だろう。ヤヨイに助けを請こわれて、なし崩くずしにこうなったのは確かだけど、あれは月代の意図したことだったのか？　いや、そもそも。

「あの、ヤヨイさん。ちょっと訊きいていい……？」

　カリンにクネクネといろいろ押し付けられながらも、光宏は自制心をフル稼か働どうさせ、大ピンチのヤヨイに話しかけた。

「な、なんだ光宏どのぉ！」

「うん、あの、最初に会った時のことだけど……」

　林の中で彼女と出会った時。この巫女は、光宏に向かって何と言ったか。

　もし月代の「巻き込んだ」という発言が本当なら、すごく奇き妙みようなことを言わなかったか。

　──あなたが……光宏どのか？

　そう、最初から名ざしだった。すなわち。

「何で僕に助けを求めたの？」

　深く考えてもみなかったあのやり取り。そこに湧わいた疑問を、光宏は直接口にしてみた。

　ヤヨイが月代に狙ねらわれたのは分かる。そこへ光宏が通りかかったのも、まあ、偶ぐう然ぜんで納なつ得とくがいく。だがその直後、ヤヨイは相手を光宏と知った上で、助けを求めてきたことになる。

　で、そこに月代の「巻き込んだ」という台詞せりふを絡からめると──。

　結論は、ただ一つしかない。

「もしかして、ヤヨイさん……」

　光宏は、恐おそる恐る訊たずねた。

「──グルだったの？」

　他ほかにあり得なかった。

　そして、その推測を裏付けるかのように──ヤヨイの悲鳴が、ピタリとやんだ。

　悲鳴がやみ、身悶えもやんだ。彼女はいつもの鋭するどい目で、黙だまって光宏を見上げていた。

　背後で蠢うごめいていたカリンも押し黙り、そっと光宏の身体からだを解放する。手の内が明かされた以上、拘束は不要と考えたか。

「あーあ、もうばれちゃったか」

　月代が詰つまらなそうに呟つぶやいた。完全に自分のミスだというのに。

「そうだよ。カリンたんもヤヨイたんも、最初から私に操あやつられてたんだよ」

　その言葉に合わせ、彼女がペンタブを振ふるう。同時にスライムが搔かき消え、ヤヨイが平然と立ち上がった。

「……そういうことだ。光宏どの、騙してすまない」

　ヤヨイはそう言うと乱れた衣ころもを正し、月代の背後に傅かしずくように回り込んだ。さらにはカリンも後に続き、これで三対一となる。

　完全に孤こ立りつした光宏には、この状じよう況きようがさっぱり理解できない。いったい何なんだ、これは。カリンもヤヨイも最初から月代の仲間で、ピンチを装よそおって自分を騙して……。

　まるで分からなかった。そして何より、一番分からないことが一つ。

　どこに行ったのだ。このヒロイン達の「真の主人」は。

「北原さんは……」

　三人の「妖よう魔ま」を前に、光宏は必死の形相で叫さけんだ。

「──北原さんは、どこに行ったんだっ！」




「私ならここよ、葛かつ本もとくん」

　すぐ背後で声がした。

　光宏が振り返った刹せつ那な、夜空に大輪の花が咲さき乱れるのが見えた。

　花火が始まったのだ。

　夜空に豪ごう快かいな爆ばく発はつ音がこだまし、赤、青、白、色とりどりの火花が次々と林を照らしだす。その光の中に、まるでスポットライトを浴びるようにして、二人の少女が佇たたずんでいる。

　白の浴衣ゆかたをまとう紗さ衣え。そして赤の浴衣をまとうもう一人は──。

「……そっくりだな。私に」

　鋭い目でヤヨイを睨にらむ、もう一人のヤヨイ。

　そう、まったく瓜うり二ふたつの、しかしコスチュームだけは異なるヤヨイが、紗衣に傅くようにして立っている。

「画力は確かだものね、月代さんは」

　己おのれの嫁よめのコメントに紗衣はそう答えながら、どこか疲つかれたように、フゥと一つ溜ため息をついた。彼女のその言葉こそ、この不可思議な光景の秘密をすべて物語る。

　つまり、さっきまでピンチを味わっていたヤヨイとカリンの正体とは──。

「二次創作よ、葛本くん」

　紗衣は、あくまで専門用語を口にした。

　ニセモノだ、とは言わずに。

「その二人は、私の絵を真似まねて月代さんが自分で描かいたもの。だから、最初から月代さんの願望どおりに動くの」

「願望どおり？　それって……」

　月代に刃は向むかい、逆に捕つかまって辱はずかしめを受ける──か。

　そのためだけに、ヤヨイもカリンも動いていたのだ。ピンチを演じて光宏に助けを求め、あるいは裏切りを演じて仲間を陥おとしいれた。そして、その後の羞しゆう恥ち劇さえも──すべて、月代の願望を再現したステージに過ぎなかったのだ。

　月代は言っていた。「紗衣は来ない」と。当然だ。なぜならここには、最初から月代とその落とし子だけしかいなかったのだから。

　紗衣がヤヨイのピンチに気づいて助けに現れることはない。そもそも本物のヤヨイは、紗衣と一いつ緒しよにいたわけで。

「つまりね、私は悪いことは何もしてないんだよ、光宏くん」

　月代はにんまりと笑い、光宏に堂々と言った。

「私が自分で描いたイラストをどう扱あつかおうと勝手だもんね。怒おこられる筋合いはまったくないよ」

　どこまでも、堂々と言い切った。

「だからキミは、おとなしくこのシチュエーションプレイに付き合ってくれればいいんだよ。それとも本気で邪じや魔まする？　だったら興きよう醒ざめだなぁ。ね、紗衣もそう思うでしょ？」

「おい、勝手なこと言うなよ。北原さんがこんなの認めるわけないだろ？」

　そうですよね北原さん、と光宏は紗衣の方を見る。

　紗衣は何も言わない。いつもどおりの動かない表情で、黙って月代を見つめている。

　肯こう定ていは──ない。

「あの、北原さん……？」

「葛本くん、言ったはずよ」

　これは二次創作だって──。

　それが紗衣の答えだった。

　二次創作。同人会ではありふれた光景。

　だから紗衣は何もしない。いつものように嫁を使って反はん撃げきに転じることもない。月代のこの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞まいを、おとなしく見ているしかない。

「……噓うそですよね、北原さん？」

　納なつ得とくできず、光宏は問い返した。

「いいえ」

　紗衣の答えが変わることはない。

　しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　頭上で鳴り渡わたる花火の音が、どうにかその間をもたせていた。

　そして──先に言葉を発したのは月代だった。

「……帰るよ、私は」

　そう言って、両りよう脇わきに従えていたヤヨイとカリンを──自らコピーした欲よく望ぼうの化身を、三次元の世界から消し去る。

「何だかその気じゃなくなっちゃった。せっかく今夜は神社でお祭りだから、巫み女こと浴衣ゆかたでたっぷり楽しもうと思ってたのにさ。……まったく驚おどろいたね、紗衣がこんな所に現れるなんて。てっきり三次元のイベントには興味ないと思ってたのに──」

「おいちょっと待てよ！」

　喋しやべりながら立ち去ろうとする月代に、光宏はなおも食い下がる。逃にがしてはならない。この悪魔を野放しにはできないと、そう信じて。

「こんなこと許されないからな！　北原さんの描いた娘こ達を勝手に使って、あんな酷ひどいことをさせるなんて、絶対に──」

　だがその言葉を、月代はただの一声で黙だまらせた。

「……勘かん違ちがいしないでよ」

　いつもの笑えみを含ふくまぬ、押し殺した静かな声で。

　しかしそれから一転、急に語気を荒あらげ。

「カリンたんはともかく……紗衣がヤヨイたんを描いたあの時は、私だって『歌川ミウミ』の一人だったんだからっ！」

　それは光宏に向けられた叫さけびか。あるいは元「相あい方かた」へのものか。

　しかし月代はすぐに怒いかりの目を伏ふせると、クルリとこちらに背を向けた。まるで内に秘ひめた感情を隠かくすかのように。

「ねぇ、紗衣。来月の夏コミ、楽しみにしてなよ」

　再び笑いを込こめ、宣言する。

「午前中に完売してみせるからさ。需じゆ要ようあるんだよ、私の絵って」

　ただそれだけを言い残し、彼女は足早に去っていった。

　紗衣は──やはり、何も言わなかった。




　　　　６




　花火はまだ続いていた。

　しばらく林を離はなれていた光みつ宏ひろが戻もどってくると、紗さ衣えがヤヨイの肩かたにもたれかかり、夜空に向けて物もの憂うげな顔を浮うかべているところだった。

　どう声をかけたものか迷った。が、努めて普ふ通つうに振ふる舞うことにする。

「北原さん、頼たのまれた綿わた飴あめ、買ってきましたよ」

　光宏は明るい声で、紗衣を気づかせた。

「はいこれ。僕の方で勝手に選んできたけど、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　そう言って、綿飴の詰つまったビニール袋ぶくろを差し出す。子供達に人気のヒロインアニメのキャラがプリントされた、夜店では定番のものだ。

「北原さんって、たぶんこういうのが好きそうだから」

「ありがとう、葛かつ本もとくん。ナイスチョイスよ」

　紗衣もまた珍めずらしく笑顔など浮かべて、そっと袋を受け取った。指が触ふれそうで触れないのが、何とももどかしい。

「あら、これ二本入りなのね」

「はい。北原さんとヤヨイさんで一本ずつです」

　だから袋詰めのものを買ってきたのだが。

「それは違うわ。一本の綿飴を二人で食べるのがいいんじゃない。ねぇ、ヤヨイ？」

「え？　いや、私はそういうことは、さっぱり……」

　いきなり話を振られ、ヤヨイが真っ赤になる。戦うヒロインなればこそ、恋こいには奥手といったところか。いかにも紗衣らしい好みだ。

　紗衣は袋から二本の綿飴を取り出すと、そのうちの一本をこちらに差し出した。

「はいこれ、葛本くん」

「……いいんですか？」

「わざわざ買いに行ってくれたんだもの。当然よ」

「じゃあ、いただきます」

　もう一度、手から手へと綿飴が渡された。ここで光宏が紗衣の指に触れようとしなかったのは──たぶん、何となくだ。

　それからしばしの間、三人は綿飴を食はみながら、黙って花火を見上げていた。

　もし紗衣が光宏と同じ思考の持ち主ならば、ここでヤヨイと「きれいですね」「ううん、あなたの方がもっときれいよ」的な言葉を交かわしたはずだけど。

「ねぇ、ヤヨイ……」

「何ですか、紗衣どの」

「うん……ごめんなさい。また今度、ゆっくり会いましょうね」

　そう言って紗衣はペンタブレットを取り出し、ヤヨイの身体からだをスッとなぞった。

「分かりました。それでは、またいずれ──」

　ヤヨイがかしこまり、消えていく。二次元の世界に還かえったのだ。

　後には紗衣と、光宏だけが残った。

「北原さん……？」

　光宏がキョトンとした顔で紗衣を見る。いったい彼女は何を想おもって、せっかくのデート相手を消したのだろう。

「ねぇ、葛本くん」

　特に距きよ離りを詰めてくるでもなく、紗衣が言った。

「さっきのアナウンス、聞いたわよ」

「ああ、あれ……すみません」

　つい会いたい一心で頼んでしまった、迷まい子ご捜さがしの放送。今にして思えば相当恥はずかしい。

「いきなり名前を呼ばれたんでびっくりしたわ。ヤヨイ以外に連れなんていないはずなのに、何事かと思ってテントまで行ったら、ちょうど入れ違いであなたが林に向かったって聞いて──。まあ、そのおかげで月つき代よさんを見つけることができたけど」

　そこは不幸中の幸いか。いや、紗衣にとって月代との遭そう遇ぐうがどんな意味を持っていたのか、光宏には知りようもない。

「すみません」

　だから光宏は、とりあえずもう一度謝っておいた。いつもどおりだ。

　紗衣はそれについてはもう何も言わず、ただ押し黙だまった。連続で上がる花火が、その沈ちん黙もくをさらに煽あおる。

　彼女が再び口を開いたのは、花火の音が一度落ち着いてからだった。

「ねぇ、葛本くん」

　もう一度、光宏の名を呼んできた。

「何ですか、北原さん」

「……葛本くんは、小さい頃ころに絵を描かいたこと、ある？」

　唐とう突とつな質問だった。

　それでも光宏は深く考えず、「はい」と素す直なおに頷うなずいた。

「幼よう稚ち園えんの時とか、いっぱい描きました」

「どんな絵を？」

「それは──」

　家族。動物。乗り物。将来の夢。

　あとは、そう。

「好きなアニメのキャラ、とか」

「二次創作ね」

　紗衣は言い切った。相変わらず専門用語で。

　そして、ポカンとする光宏に向けて、新たに問う。

「その絵を描いてる時、楽しかった？」

「はい、そりゃもちろん」

　自分の手でお気に入りのキャラ達が再現されていくことが、無む性しように嬉うれしかった。

　それだけじゃない。そんなキャラ達を紙の上で自由に遊ばせる楽しみ。版権にとらわれない、そして番組の垣かき根ねさえない、完全な自分だけの空想世界──。それが何の枷かせもなく実現できたのも、絵なればこそだった。

「とても楽しかったです」

「そうね。私もそうだったわ」

　紗衣は表情を変えることなく、コクリと頷いた。

　そして、言った。

「だったら分かってくれるわね？　私が二次創作を否定しない理由──」

　その言葉は、彼女の絵師としてのプライドを物語っているようにも見えた。

　二次創作。それは絵を描く喜びの原点。そして、創作者のためだけに与あたえられた、完全なる自由の世界。

　だから紗衣は、元相方の作品を否定しない。それがいかに歪ゆがんだものであろうとも。

　でも、それでいいのだろうか──と光宏は疑問に思う。

　月代のアレは、子供の頃の純じゆん粋すいさとは同列に語れるはずがない。なのに紗衣は、そんな理由で月代を許してしまうのか。

　なるほど、紗衣は絵師だ。でも、絵師である以前に二次専なのだ。自分の愛する嫁よめを汚けがされ、悔くやしくないはずがない。

「でもね、葛本くん──」

　光宏が疑問に思った時、紗衣が三度、光宏の名を呼んだ。

　そのクールな瞳ひとみに、いつになく熱い光を宿し。

「否定しないことと許すことは、全然違ちがうのよ？」

　──決着は私なりのやり方でつけるわ。

　間違いなく、そう言った。




　やがてクライマックスを迎むかえた花火が、一いつ斉せいに夜空を眩まばゆく染め上げる。

　激しい開花の音と、それに合わさる祭まつり囃子ばやしの賑にぎわいと。しかしその音量さえ霞かすむほどの力強い言葉で、光宏と紗衣は、この時一つの約束を交かわした。

　それはあの妄もう想そうと違って、全然ロマンチックなものではなかったかもしれない。だが現実を生きる光宏にとって、それはどんな甘い妄想よりも確かな手て応ごたえをもって、心に鮮せん明めいに刻みつけられた。
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「葛本くん。私、同人誌を作ろうと思うの。一いつ緒しよに手伝ってくれる？」

「はい、喜んで！」




　二人の夏が、今始まった。







　あとがき







　こんにちは、東あずまです。おかげさまで、予告どおりの季節に二巻目が出せました。ではさっそく各話ごとにコメントなど……あ、今回はきちんとやりますよ？

　第一話。ウェイトレスです。ヒヨコ大活かつ躍やく。ヒヨコなら許されます（何が？）。なお、「二に次じ元げん娘むすめはトイレに行くのか」については、深読みすれば答えが分かるようになっています。

　第二話。ナースです。珍めずらしく真面まじ目めな内容です。いろいろと私なりにメッセージなども込こめておりますが、それについては、ここで改めて語り直すこともないでしょう。お読みになった皆みな様さまが、それぞれ何かしら感じていただければ、と。

　第三話。メガネっ娘こです。メガネといえばコイカワだろうということで、一巻目で顔見せ程度だった彼女に再登場願いました。いまだ正体不明なところのある三次元キャラですが、果たして今後どうなりますか……。

　第四話。巫み女こです。巫女なので、神社で妖よう魔ま（笑）とバトルです。最初は佐さ和わにバイトで巫女服を着てもらおうかと思ったのですが、あまりにキャラの趣しゆ旨しに反するので、やめておきました。なのでそちらをご希望の方は、各自妄もう想そうで補っといてください。

　さらに今回は、番外編が二本収録されています。そのうちの一本は、例の「どこかの誰だれかが書いた」カリン編。それはいいとして、問題はもう一本の方。

　いや、いくら何でも緩ゆるすぎでしょう、これ。自分で書いといて何ですが。

　実はこの「告こく白はく編」、一巻目の販はん促そく用に書いたショートストーリーでして。なので「いかにもおまけです」的な内容にしたのですが、いろいろと予定が変へん更こう。で、結局ここに収録された次し第だい。まあ、下らなさの極きわみみたいな話ですが、怒おこらずに軽く流してやってくださいませ。

　そんなこんなで全六話。ここへ来て、ようやく物語が大きく動き出しました。三巻目が無事出れば、そこでまたいろいろとあることでしょう。「ザ・スニーカー」の方でも短期集中連れん載さいが始まっておりますので、そちらも併あわせて、何とぞ応おう援えんの程ほどよろしくお願いいたします。ちなみに三巻目は、二〇一〇年の四月か五月ぐらいに出るそうです。たぶん。

　最後に謝辞をば。ちこたむ様、いつも素す敵てきな萌もえっ娘イラストをありがとうございます。担当様、いつもお世話になってます。読者の皆様、この本を手に取っていただきありがとうございます。読んだ後に何も残らないシロモノですが、楽しんでいただければ幸いです。

　では締しめに、没ぼつにしたシーンからお気に入りの台詞せりふを。

「佐和！　お兄ちゃん泣かしちゃダメって、何度言ったら分かるの！」（ｂｙ光みつ宏ひろ母）





東あずま　亮りよう太た　　












妄もう想そう少女が～る２
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東あずま　亮りよう太た
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